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第一話　激闘！　カレーは激かれー!?





　カンボジアを出発したシエラ一行は、「微笑ほほえみの国」とよばれるタイにやってきた。

「うふふふ。うふふふ。うふふふ」

　シエラもタイに来てからずーっと微笑んでいる。正確に言うと、ほくそえんでいる。

　タイの首都バンコクの道路は細く入り組んで慢性的な交通渋滞を起こしているのに対し、川幅百五十メートルにもなる広いチャオプラヤ川を行き来する水上バスは非常にスムーズで、住民の足として利用されている。

　春はる紗しや学園高等部一年二組座ざ堂どうシエラは、筋金入りのお嬢様である。チャオプラヤ川を進むクルーザーの甲かん板ぱんに立っていると、長い髪がさらさらと風に吹かれて、まぶしい南国の陽光に溶ける。ふわふわしたワンピースが、まるで雲をまとったようだ。

　川をすれ違うほかの船の乗客たちが、大騒ぎしながら甲板から身を乗りだしていた。

『見ろ、何という美しい少女だ！』

『透きとおるように白い肌と華きや奢しやな体、謎なぞめいた微笑み、まさに天から降臨した天女アプサラスだ！』

　観光客たちは、必死に写真を撮っている。船の片側に乗客が押し寄せたものだから船が傾き、今にも沈みそうになっていた。

「おい、座ざ堂どう。船の中に戻ってろよ、まわりの船が水難事故でも起こしたら一発で世界じゅうに報道されるぞ」

　クラスメイトの新あら木き陣じんが呼び戻しにきた。考古学マニアの彼は、船の中での時間つぶしに、楔くさび形がた文字の本を持っている。いつ敵の襲撃があっても大丈夫なように、最近は右手の中指に黄金の「ソロモンの指ゆび環わ」をはめっぱなしにしていた。彼は考古学者の両親が発掘した「魔法のランプ」と「ソロモンの指環」を持っていたことで、「ランプの魔神の家系」であるシエラの「ご主人様」になったのだ。

　シエラはニコニコしたまま、陣に言った。

「あら、庶民のぶんざいでご主人様に命令するつもり？」

「いきなり三行前の設定をガン無視かよ」

「庶民も甲かん板ぱんに出てくればいいのに。あっちに見える塔みたいなのって、有名なお寺なんでしょ？　考古学マニアとしては、見たいでしょ？」

「そりゃまあ……『暁の寺ワツトアルン』は世界史の地図帳に必ず写真が出てるほど有名な寺院だし。けど、俺おれたちは追っ手をまくために船に乗ってるんだぞ？　そうでなくてもおまえは特に……いやその、とにかく目立つんだからな」

　特に可愛かわいいから目立つんだ、とは口に出せなくて、陣はちょっとモゴモゴする。

　奪われた「聖櫃アーク」を追って、また塩の柱とされた級友・宇う多た田だ夕ゆう也やらを救うため、ユーラシア大陸のはるか西、イスラエルにある「ヘロディオン」に向かっているシエラたち一行。執しつ拗ような追っ手・サロメの襲撃を避けるため、渋滞している道路を避けて、船を選択したわけなのだが……。

「追っ手？　あのニャロメのこと？　大丈夫よ、ふふん」

　ちょうどそのころ、ベトナムで見失ったシエラたちを探し、化石の翼竜の背に乗ってバンコクの上空を飛んでいたサロメが「はっくしょん」とくしゃみをした。なぜか、くしゃみと同時に赤いネコミミが長い黒髪からにょっきりと突きだしていた。

「おまえなあ。ベトナムで勝ったからって、あんまり余裕ぶっこいてると足元すくわれるぞ」

「うふふふふ」

「何でずっと笑ってるんだよ」

「忘れたの？　今のわたしは無敵なのよ、ねートーレム」

　シエラが言うと、彼女の携帯電話のストラップになっているこんな顔をした陶器のゴーレムがポケットから顔を出し、『ぷきゅー』と元気いっぱいの返事をした。

　前回、シエラはカンボジアで蛇神ナーギの卵を遺跡泥棒から取りかえした。陣は、ナーギに頼まれたという人道的な理由はもちろんとして、考古学マニアとしても盗掘者を許せなかった。彼らを一網打尽にして数多くの価値ある遺物を取りもどすのに協力してくれたシエラには、感謝してもし足りないほどだった。

　陣じんの感謝がたまった状態で、ソロモンの指ゆび環わをはめて魔神モードの彼女の頭をなでれば、感謝ゲージが上がり、それに応じて魔神レベルがアップする。前回、卵から生まれた可愛かわいい双子の蛇神に陣がちやほやされているのを見たシエラは、ぶんむくれて消えてしまった。陣はあのあと、あわてて彼女を追いかけて、無理矢理頭をなでたのである。

　その結果、シエラの魔法書にふたつめの魔法「泥魔法トウイーン」があらわれたのだ。これはゴーレムを作る魔法で、平たく言えば「レベル２」の魔法だというのにかなり無敵である。

「ここは川！　川底には、たんまりとゴーレムの材料になる泥があるわ。むしろ今ここでニャロメが攻撃してきてくれれば、手慣らしになるってものよ」

「それでずっとほくそえんでたのか。凶暴なやつだなー」

「うふふふふ。うずうずするわ、うふふふふ」

　サロメには何度も手痛い目に遭わされているとはいえども、性格的にはシエラのほうがずっと悪いのではないかと思い、陣はサロメが気の毒になった。



　船のはるか上空を、鳥の影が小さく飛び過ぎていった。化石の翼竜の背に乗り、七枚の赤いスカーフをドレスのかわりに身にまとった黒髪の少女、サロメだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「ふん、勝手なことばかり抜かしおって。さっきから噂うわさされているような気がしたが、こんなに近くにいたとはな」

　サロメのまわりを、ドクロが飛びまわっていた。彼女のしもべで、死者を復活させたものである。もともと百個あったのだが、シエラが雇ったＫＧＢカーゲーベー（今日も元気に冒険だの会、らしい）のミハイル・イワノビッチのせいで壊滅状態となったのだ。今残っているのは、日本で手に入れた真さな田だ十じゆう勇ゆう士しのひとり、由ゆ利り鎌かま之の助すけのドクロだけである。

『しかし、それがしどもにも策はあるでござる。きゃつらが絶対に勝てぬ〈下しも僕べ〉をサロメ王女にさしあげるでござるよ、ふふふふふ……』

「うむ。そなたの作戦、なかなか気に入ったぞ。では『善は急げ』だ、さっそく……」

　と、サロメは翼竜の高度を下げた。



　だがその瞬間、船からぷ～んとスパイシーな香りが立ちのぼってきた。甲かん板ぱんに、エプロンをつけて頭に三さん角かく巾きんをまいたアルフが、おたまじゃくしを片手に出てきたのだ。

　アルフ・シャムシールは「剣の魔神」の家系に生まれた。ペルシャ人の両親は春はる紗しや学園の裏手で食堂「アルフライラ」を営み、アルフも中学卒業後は看板娘として手伝っている。

「陣じん、シエラ、タイカレーできたよ！」

　アルフが甲板の二人を呼んだ。ツインテールの金髪と浅黒い肌が健康的なアルフが作ったというだけで、三割増しおいしそうに聞こえる。三度の飯より楔くさび形がた文字とごはんが大好きな陣は、きらきらと目を輝かせた。

「タイカレーっ？　ペルシャカレーだけじゃなくて、そんなのまで作れるのかっ？」

「だってさあ、いつもニコライがご当地紅茶出してるじゃない？　食堂の看板娘としては、プライドとチャレンジスピリットがくすぐられちゃうわけよ。それに、料理してるとアルフライラに帰ってきたみたいで、落ちつくしさ」

「もしかしてアルフ、ホームシックか？」

「えっ？　あっ、いや、まさか！　クルージング船のキッチンで料理ってのも、初体験でやってみたかったしさっ。いいから、とっとと食べにきなよ！」

　アルフは陣の背中を押した。剣の魔神としてのレベルを上げるため「ソロモンの指ゆび環わ」の魔力を目当てに陣にくっついている彼女だが、チャキチャキの江え戸どっ子こ気質かたぎのためか、あまり陣に媚こびたりベタベタしたりはしてこない。タイカレーを作ったのも大食いの陣を籠ろう絡らくするというよりは、本当に料理人としてのプライドがくすぐられたのだろう。

　アルフがそんなサバサバした性格だからこそ、シエラは逆にやきもきする。楔形文字が大好きで女の子には全く興味の無い陣の性格からして、あからさまにアプローチしてくる女の子は苦手なはずだ。アルフがそばにいても陣が気にしていないのは、ひとえに彼女のカラッとした男おとこ勝まさりの性格ゆえであろう。

（べ……別に、だからってわたしには関係ないけどっ？）

　やきもきしてしまった自分に腹が立って、シエラは二人のほうを見ないようにする。アルフが、その襟えり首くびを引っぱった。

「こらシエラ！　あんたも食べるんだよ、しっかり食べないとベトナムのときみたいに夏バテしちゃうよ！」

「ええっ！　で、でもわたし、ニャロメの襲撃にそなえて……」

「だめだめ、座ざ堂どう。腹が減ってはおなかがすくぞ！」

「だからおなかがすいてばっかりじゃないの！　戦をしなさいよっ！」

　シエラが必死にうったえても、食に関してはアルフと陣じんの意見は一致している。シエラは二人にずるずると引っぱられていった。



　人が消えた甲かん板ぱんに、ひらりと鎌かま之の助すけのドクロが舞い降りる。

『サロメ王女、今でござる！　奴やつらが逃げ場の無い船内にこもった今こそ、攻撃のチャンスでござる！』

　鎌之助のドクロが叫んだ。が、サロメの姿は無い。

『……サロメ王女？』

　彼はふたたび上空に戻る。サロメは化石の翼竜の背に乗って、一目散に逃げているところだった。鎌之助のドクロは、あわてて追いかける。

『サロメ王女！　どこへ行くでござる、サロメ王女！』

「目が、目が」

　サロメは両手で目をこすっている。鎌之助のドクロは、首をかしげるように回転した。

『……どうしたでござる？』

「抜かりのないやつらめ、さすが『ソロモンの知恵者』！　わらわの襲撃を予知して、わらわが近寄れぬよう、目にしみる毒草をいぶしておったのだ！」

『目にしみる毒草……とは。もしかして、カレーの匂においのことでござるか？』

「それだ！　あのスパイシーな匂いをかいだだけで、口の中に辛からさがよみがえる！　にっくき人間ども、わらわに毒を盛りおって！」

『〈アルフライラ〉で食べたアレのことを言っておられるのならば、ぶっちゃけただのカレーでござる』

「あんなに辛いのだぞ！　毒物でないはずがなかろう！」

『毒物ではないでござる。カレーは飲み物でござる』

「どうしてガリガリのくせに大食いデブタレント的コメントだ！　そもそもあんなに辛いもの、食えば五秒で死ぬに決まっている！」

『せいぜい汗が出るぐらいでござるよ。辛から党とうのそれがしは、ココ○ピチの十辛カレーでもヘッチャラピーでござる』

「いつの間に行ったのだ、そなたを復活させた後すぐに日本を発たったのに」

『ココ○ピチは今、東アジアにも店舗を展開しているでござるよ』

「というか十辛を食べるには、一度五辛をクリアする必要があるだろう！　そなた、いつの間に二度も行ったのだ！」

『辛いものが苦手なくせに、妙にココ○ピチのシステムにくわしいでござるな。ともかく、襲撃のチャンスを逃してはだめでござる。カレーはおいしい食べ物に過ぎないでござる、ちっとも怖くないでござるよ』

「無責任なことを言うな！　やつらが反撃して、あの呪のろわれた液体をわらわに向かって投げかけてくるかもしれないのだぞ！」

『ならば、ごはんを持って迎え撃つでござる』

「そんなに食いたければ一人で行け！　わらわは行かぬ！」

　サロメはブルブルと震えている。日本で入った「アルフライラ」のペルシャカレーが、よほどトラウマになっているらしい。といっても、基本的にペルシャ地方の人々は辛いものが苦手で、ペルシャカレーにも唐辛子や胡こ椒しようをほとんど使わないため、タイやインドのカレーよりはずっとマイルドなのだが。

『仕方が無いでござる。ココ○ピチの〈甘口〉からリハビリしてはいかがでござるか？』

「騙だまされぬ！　ココ○ピチの『甘口』は、けっこう辛いではないか！　『普通』と銘めい打うちながら『中辛』だし！」

『あれが辛いなら、そりゃーペルシャカレーも辛いでござろうな。しかし、それがしは辛党の誇りにかけて〈カ○ピーの王子様〉をカレーとは認められないでござる。あれはただの黄色いクリームシチューでござる』

「騙されぬ！　『カ○ピーの王子様』も辛いではないか！」

　上空でやいのやいのとカレーの辛さについて談義しているうちに、シエラたちが乗ったクルーザーはバンコク市内を数多く走る運河の一本に入り、姿を消していた。



　船室には、白いテーブルクロスがかけられたテーブルがしつらえられていた。どんな場所でも最高の食事を主人に提供するべく、座ざ堂どう家の執事ニコライ・パブロフが気を配っていたのである。

「シエラお嬢様、こちらのお席へどうぞ。不肖ニコライ・パブロフ、タイ紅茶『チャー』をご用意させていただきました」

　ニコライは二十一歳という若さにもかかわらぬ落ちついた物腰で、シエラのために椅い子すを引いた。銀髪碧へき眼がん長身という優雅な容姿に片眼鏡モノクルをつけた姿は、もと帝政ロシアのロマノフ王家に仕えていた執事の家系という出自ルーツにふさわしい。

　チャーはバニラの香りをつけた茶葉で淹いれるタイの紅茶で、砂糖とコンデンスミルクを入れ、かなり濃厚な甘さがある。ホット、アイス、ミルク無しでも飲まれるものだ。

「おまえたちが遅かったから先にいただいているぞ、わが娘よ」

　タキシードの紳士、座ざ堂どう冷ピエールがシエラに声をかけた。隣では、陣じんの父親で世界的な考古学者にして息子同様大食漢の新あら木き大だい胡ごが、すでにおかわりのライスを自分で盛りつけていた。アルフが、ぷんすか怒って指をさす。

「ちょっと、陣の父っつぁん！　勝手に盛っちゃだめだろ、他ほかの人の分が無くなっちゃうじゃんか！」

「おっと、アルフ君が思ったより早く戻ってきてしまったんじゃな。失敗失敗」

「これがカレーなの？　フランス料理のブイヤベースみたい」

　シエラはアルフが出してくれたカレーを見て、目を丸くした。皿の上にライスが盛られ、それとは別に、深い器に緑色がかった黄土色のカレーが入っている。カレーには野菜やエビがいっぱい入っていて、上には緑の香草が飾られ、仕上げの生クリームがわりに白いココナッツミルクがかけられていた。

　アルフは、とくいげに鼻をこする。

「へへへ。セレブのお嬢様のシエラにフランス料理みたいって呼ばれるなんて、あたしの腕もなかなかのもんだね」

「ちなみに……タイカレーのレシピを調べたのは、わたしですから」

　ボソッとつぶやいたのは、カレーを食べながら本を読んでいた本ほん田だ聡さと子こだ。春はる紗しや学園の中等部三年生で、中高共同図書館を管理する図書委員であり、聖櫃アークに封印された「聖櫃の妖魔ダイモン」アークダイモンの一人「偶像崇すう拝はい」でもある。

　アルフが、腰に手を当てて彼女をどなりつける。

「ちょっと、聡子！　本は食事が終わってからにしなよ！」

「だって、レシピ本といっしょに買ったこの漫画……面白いんですよ。お金持ちのお嬢様がクラスメイトのランプの魔神になるんですけどね……ククク」

「その漫画、日本で見たような気がするねえ」

「そのとおりです。タイでは、日本の漫画がたくさん翻訳されているんですよ。ほら、擬音オノマトペまで原画を修正してきちんと翻訳して、芸が細かいんですよ……ククク」

「日本にある漫画なら、日本に帰ってから読めばいいだろ？」

「ククク……そうですか、アルフさんは生きて日本に帰れると思ってらっしゃるんですか。それはそれは……クッククク……」

　聡子は肩を揺らして笑った。大胡がスプーンで彼女をさしながら、

「もういいかげん、この質問にもうんざりしているかもしれんが、あえて訊きかせていただこう。要するに、きみがラスボスなんじゃよな？」

　と、尋ねた。

　陣じんは、ライスの皿とカレーの器を前にとまどっている。

「これって、どうやって食べるんだ？　カレーをザーッとかけちゃっていいのか？」

「ははーん。『カレー用ソースポット』の名も知らなかった庶民は、カレーとライスが別別になっていた場合の対処法も解らないわけね」

　プッ、とシエラが口に手を当てて笑う。ちなみに、カレー用ソースポットとは、ご存知の方も多いでしょうがしつこく説明しておくと、カレーを入れる銀色のあれである。陣はムッとした。

「悪かったな。それじゃおまえは知ってるのかよ！」

「当然でしょ。器の中のカレーをスプーンですくって、一口分ずつライスにかけて食べるのよ。カレー用ソースポットを使うときも同様よ。最初から全部まぜまぜするなんてのは、言語道断ね」

「ご、言語道断っ？　カレーに生卵をかけたら、全部まぜまぜするのが常識だろ？」

「味が均一になって食べているうちに飽きる上に、最後のほうはライスがカレーを吸って味がボケてくるじゃない。そんなことも知らないなんて、これだから庶民は……」

「お、俺おれだって、かき氷に氷みつをかける小さいおたまじゃくしが『甘かん露ろじゃくし』っていうことなら知ってるし！」

「それ五万回ぐらい聞いたわ」

「うっ……じゃあ、このタイの首都バンコクの正式名称を知ってるか？」

「クルンテープ・マハーナコーン・アモーンラッタナコーシン・マヒンタラアユッタヤ・マハーディロッカポップ・ノッパラッターナラーチャタニーブリーロム・ウドンラーチャニウェットマハーサターン・アモーンラピーンアワターンサティット・サッカタットティヤウィサヌカムプラシットがどうかした？」

　シエラは涼しい顔でサラッと言った。ぐう、と陣はうめく。シエラは得意げに、長い髪をかき上げた。

「ふふん。ちょうどゆうべ、夏休みの地理の宿題を仕上げたところなのよ」

「くうっ……じゃ、じゃあ、ココ○ピチのカレーはどうしてあんなに上手にライスとカレーが半円形に分かれてるのかは説明できるのかよ？」

「ココ○ピチって何よ？」

　セレブのシエラが相手では、そこから話が通じないことを知って、陣は愕がく然ぜんとする。アルフが、二人の間に割って入った。

「もー、喧けん嘩かせずにさっさと食べなって！　カレーが冷めちゃうだろ！」

「そ、そうだった。せっかく食い方もわかったんだし、食べ物様を前にして、こんな些さ細さいなことで争っている場合じゃない」

　と、陣じんがカレーをスプーンですくってライスにかけ、口にふくんだ。その瞬間、瞳どう孔こうがきゅうっと収縮する。

「……っ！　こ、これはうまい！　ぜいたくを言わせていただくならば、ライスじゃなくてうどんが欲しい！」

「おっ、さすが陣。ただの食いしんぼじゃないね、鋭いとこついてる」

　アルフがぱちんとウインクして、陣を指さした。

「こういう青唐辛子や青いハーブが入ったタイカレーを『グリーンカレー』って言うんだけどさ。隠し味としてココナッツミルクのほか、魚醤ニヨクマムを入れるわけ。ペルシャ料理だと、ペルシャ湾岸地方の魚料理に似てるかな」

「あっ、わかったぞ！　カレーライスを食べた次の日に残ったカレーでカレーうどんを作るときには、醤しよう油ゆとだし汁で作ったうどんつゆでカレーをのばす！　だから、魚醤ニヨクマムが入ったグリーンカレーも、うどんに合う味だなって無意識に思ったわけか！」

　陣は目を輝かせる。アルフは、嬉うれしそうにうなずいた。

「陣は、舌が肥えてるタイプの大食いなんだよね。何でも大食いするんじゃなくて、おいしいものならたくさん食べるっていうか」

「かもな、アルフライラのカレーなら山盛り食えるしな。おかわり」

「旅のついでに、新しい料理の勉強をして食堂の新メニューにしようと思ってたんだ。ペルシャ人はたいてい辛からいものが苦手だけど日本人は辛いカレーが好きだから、陣が試食してくれるとほんとに参考になるよ。とりあえず、グリーンカレーは採用かな」

「アルフライラで出すならうどんも頼む、京風細めんだとなお嬉しい。おかわり」

「これに京風細めんを合わせるだって？　さすが陣、天才だね！　そりゃあ絶対ヒットすると思うよ」

　陣とアルフはカレーうどんの話で盛り上がっている。しかし、シエラは激しい疑問の渦にまかれて、入りこめずにいた。

（カ……カレーうどん……って何？　カレーはインド料理で、うどんは讃岐さぬき料理よね？　どうしてそのふたつがミックスするの？　それはいったい、どういった食べ物なの？　庶民階級のあいだでは、一般的に食べられているというの？）

　セレブな座ざ堂どう家には、当然「前の日のカレーの残りで作ったカレーうどん」なるものは存在しない。そのため、彼女は「カレーうどん」という料理の存在を全く知らなかったのだ。すっごくおいしいのに。

　シエラの目の前で、陣はどんどんおかわりしながら、なおもアルフとカレーうどんの話をつづけている。

「ちなみにカレーうどんを食べるときの作法だが、ふつうのうどんのようにすするとカレー汁が飛び散ってしまうので、うどんをくわえたら、箸はしでうどんの下の方を固定してうどんが動かないようにしてからすするんだ」

「陣じんって楔くさび形がた文字に関するうんちくもすごいけど、食に関するうんちくも無駄にすごいねぇー」

「無駄じゃないぞ。制服の胸がカレー汁で汚れたら、あとで洗濯が大変なんだからな」

「うんうん。あたしも店で休み時間にカレーうどん作って食べるたびに、エプロンが汚れて困ってたんだよねー」

　そんな二人を横目で見ながら、シエラは「はぁーっ」と深いため息をついた。

（いったい、食の話題でどこまで盛りあがりつづけるつもりなのかしら。で、カレーうどんって結局どういう食べ物なのよっ？　箸でうどんの下の方を固定しないといけないって何？　それって生きてるの？）

　シエラの想像は、どんどん妙な方向へ膨らんでいく。聞きたいけれど、二人が盛りあがっているときに口をはさんで「空気読めてない」と思われるのも嫌だし、彼女はじりじりしながら二人をにらんでいた。



　そのとき、突然どなり声がひびいた。甲かん高だかい女の子の声だ。

『とうとう見つけたよ、この裏切り者っ！　村から盗んだ〈ゲーンの書〉を返してってば！』

　シエラたちは、ビクッとする。声は、運河ぞいの建物から聞こえてきていた。ニコライが、船の窓から外をのぞく。

「何を騒いでいるのでございましょう、子供の喧けん嘩かでしょうか？　お聞き苦しいことで申し訳ございません、シエラお嬢様。バンコクの運河はふつうの町の中を通っていますので、沿岸の店の喧嘩が聞こえてきたのでしょう。すぐに通り過ぎますので……」

　陣は、ハッとして窓の外に目を向けた。

（子供の喧嘩だって？　『村から盗んだ』ってはっきり言ってるじゃないか、喧嘩じゃなくて泥棒だろ？　ニコライにはことばがわからないのか？　……いや、俺おれにもことばはわからない。ただ頭の中で『言ってる意味が理解できる』んだ……ということは、あの『子供』は『妖魔ダイモン』か『魔神』なのか？）

　陣は声の主を探す。声がした方向に、運河に面してテラスを持った飲食店らしい店がある。かなり大きくて豪華だ。そのテラスでは十歳ぐらいの少女が、背の高い太った男に対たい峙じしていた。太った男は先の尖とがった口ひげとあごひげを生やし、黄金色のコック服を身にまとい、天をつらぬくような高い黄金色のコック帽をかぶっていた。

『グッグッグ……やっと手に入れた〈ゲーンの書〉、そう簡単には渡さぬぞ』

『返してよ、それが無いとあたいの一族が……〈ゲーン村〉が滅びるんだってばっ！』

『知ったことか！　弱者は滅びるのがこの世の掟おきて、そなたも滅びよ、メーカラ！』

　太ったコックは、メーカラと呼ばれた少女に蹴けりを放った。太っているのに素早い。彼女は両手でその蹴りを受けたが、力負けして吹っ飛ばされた。

『きゃあああ！』

　メーカラは運河に落ちそうになる。大だい胡ごは「チッ」と舌打ちして甲かん板ぱんに出ると、ふところから銅の巻物カツパースクロールを取りだした。

「子供に暴力を振るうとはけしからんな。行けいっ、『ソロモンの判決』っ！」

　巻物はヒュルルンと伸び、運河に落ちる寸前でメーカラをつかまえて、甲板に運んだ。太ったコックは突然のことで何が起こったのか理解できず、テラスに立ちつくして小さい目をまん丸にしている。

『なっ……何だ、今のは……っ？』

　クルーザーはメーカラを乗せたまま、運河を進んでいった。



　バンコクの運河は、かつては縦横無尽に伸びていて物資の運搬に役立っていた。しかし自動車の発達とともにその役目を終えて埋め立てられ、今はわずかしか残っていない。水の流れも止まってしまったので、水は黒く濁っている。

　運河の終点に着いて、陣じんたちはクルーザーを降りた。ここからは自動車で移動する予定だったが、途中でメーカラを拾ってしまったために、少しばかり時間を取られそうだ。

『どうして……あたいを助けてくれたの？』

　メーカラが尋ねた。髪が短く、きりっとした顔立ちも服装もボーイッシュだ。

「メーカラってのが、あんたの名でいいの？」

　アルフが尋ねる。メーカラは驚いて、頭を押さえた。

『えっ？　どうしてあたい、あんたが何言ってるかわかるのっ？　あんたのことばが何語かもわからないのにっ？』

「あたしにも、あんたが何を言ってるかわかるよ……あのキンキラキンのコックもね」

「えっ？　ア、アルフ様、タイ語がおわかりになるのですか？　み、皆様はっ？」

　ニコライが、焦って他ほかの人間を見まわした。大胡と聡さと子こ、陣とシエラとシエラパパが手を上げる。ニコライは、ますます焦った。

「えええ！　わ、わからないのはわたくしだけですかっ？」

「気にしなくてもいいのよ、ニコライ」

　と、シエラがフォローを入れた。

「新あら木きくんのお父様はたいていの言語を学んでいらっしゃるし、本ほん田ださんはまあ何でもありのバランスブレイカーだし。わたしと新木くんとパパは、そのう……妖魔ダイモンとか魔神の心の声が聞こえるの、理由を説明すると何時間もかかるから割愛するけれども」

　理由を説明しようとすれば「シエラがランプの魔神だから」で終わるのだが、自分がランプの魔神であることをシエラはニコライにだけ秘密にして、世界を救う女神の転生だとか何とかいいかげんな説明をしていた。

「……と申しますと、この娘は妖魔ダイモンということに？　すなわち、敵でございますかっ？」

　脊せき髄ずい反射的に、ニコライは腰に吊つっていたサーベルをすらりと抜いて構えた。メーカラは、あわてて悲鳴を上げる。

『ちょっ、ちょい待ち！　あたいは確かに魔神だけども、悪い魔神じゃないんだってば！　悪い魔神は、ラマスンのほうだってば！』

「あの太ったキンキラキンのコックのことか？」

　と、陣じんがニコライの手を押さえて剣を下げさせた。ニコライが、訝いぶかしげに陣を見つめる。

「新あら木き様……？」

「彼女は、自分は悪い魔神じゃないと言ってる。話を聞こう」

　陣にいさめられて、ニコライはしぶしぶ剣をおさめた。メーカラは、ホッと胸をなでおろした。

『ありがと……あんたは、話がわかりそうだね』

「力になれるかどうかはわからないけどな」

　と、陣が右手の中指にはめたソロモンの指ゆび環わを見つめる。メーカラは驚き、叫んだ。

『そ、それ……まさか〈ソロモンの指環〉かいっ？』

「やっぱり魔神は、この指環を知ってるんだな」

『話には聞いてるってば！　妖魔や魔神を封印する指環だろっ？　悪いことをしたらソロモンの指環に封印されちまうよ～って、村のババ様にいつも脅されてたんだってば！』

「でも俺おれの力は全然弱いから、聖櫃の妖魔アークダイモンレベルだと、よっぽど弱ってなければ封印できないけどな。今だって、おまえが川に落ちる前に花瓶にでも封印して助けようとしたけど、案の定、全然術が効かなかったし」

「ふはは、それでわしが助けたというわけじゃな。ソロモン王は偉大な知恵者じゃった、その遺産を使いこなすには相応の知力が必要というわけじゃ。要するに、わしに比べて陣の知力はまだまだということじゃのう」

　大だい胡ごが体をゆすって、得意げに笑った。陣はムッとして、大胡をにらむ。

「言っとくけど、父さんが見つけられなかった聖櫃アークを見つけたのは俺なんだからなっ！」

「まあまあ、喧けん嘩かしない喧嘩しない」

　と、アルフが二人の間に割って入った。

「あたしは剣の魔神だよ。妖魔を狩って、魔力を食って成長するのさ。メーカラ、あんたは何の魔神なんだい？」

『あたいは……カレーの魔神。神が人間の〈崇すう拝はい〉をエネルギーにするように、あたいたちはカレーを食べた人たちの〈おいしい〉って賛辞をエネルギーにするんだってば。あたいの一族は、みんなカレーの魔神なんだ』

「カレーの魔神っていう響きがもう旨うまそうだなあ。旨いんだろうなあ」

　陣じんが幸せそうに目を細めている。だがメーカラは、暗い表情で首を横に振った。

『だめなんだってば。だって一ヶ月前、ラマスンが一族に代々伝わる料理の秘伝書〈ゲーンの書〉を盗み出したんだってば。あの秘伝書が無ければ魔法が使えない。今までゲーン村ではおいしいカレーを作ってレトルトパックにしてタイじゅうに出荷して〈カレーの賛辞〉を集めていたのに、魔法が無くなったらもうカレーを作れないんだ。このままじゃ、村が滅んでしまう……だからあたいは、ラマスンを追って村を出たんだってば！』

「『ゲーンの書』？　座ざ堂どうの魔法書みたいなものかな？」

　首をかしげた陣に、聡さと子こが言った。

「ゲーンとは、タイのカレースープのことです。話には聞いたことがありますが、要するにタイカレーの作り方のレシピ集だったのではないかと……」

『そうだってば。ラマスンは、その秘伝のレシピをひとりじめにするために盗んだんだってば』

　メーカラはぷうっとふくれて言った。陣が首をかしげる。

「レシピなんて無くても、カレーぐらいなら誰だれでも、そこそこおいしく作れるんじゃないのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ところがどっこいです、新あら木き先輩……たとえば普通のカラアゲは誰だれでも作れますが、ケンタッ○ピーフライドチキンは作れないでしょう……？　ケンタッ○ピーフライドチキンのオリジナルレシピは、ふだん金庫に保管されて、移動するときは厳戒態勢の装甲車で移動させているんです……」

「本ほん田だ、おまえさてはケン○ピ好きだろ」

「好きとかではありません……。あのレシピは、世界中の本と知識を集めるこのわたしがどうしても手に入れられない秘密のひとつゆえに、執着しているだけです……」

「俺おれはむしろ、ハッ○ピーターンの粉の製法のほうが知りたいけどなあ」

「ハッ○ピーパウダーの製法など、ケン○ピのオリジナルチキンの衣の謎なぞに比べれば……」

「ああ、あの粉はハッ○ピーパウダーっていうのか。その異様な詳しさ、さてはおまえ、ハッ○ピーターンも好きだな」

『で、あたいの事情を聞いてくれるようなふりをしてハッ○ピーターンの話で盛り上がってるのは、どういう嫌がらせなんだってば？』

　メーカラの浅黒い額に、怒りの血管がぷつぷつと浮き上がっていた。アルフが、彼女の肩を気安く叩たたいてウインクする。

「まあまあ！　そういう事情だってんなら、江え戸どっ子ことしても同じ魔神としても放ほうっておけないってなもんだ。その『ゲーンの書』とやら、このあたしがチョチョイと行って、チョチョイと取り返してきてやるよ」

『チョチョイって……ラマスンを甘く見てると大変な目に遭うんだってばっ？』

「たかがカレーの魔神だろ？　さっきの店にいるんだよね、ちょいと待ってな！」

　メーカラの話をろくすっぽ聞かず、アルフは川と並行に走る道路を走りだした。ポケットから取りだした携帯電話の着信音の再生ボタンを押すと陣じんが唱えた「アブラカダブラ」の呪じゆ文もんが再生されて、彼女の全身が光に包まれ、剣の魔神モードのウェイトレス服に変身する。

　ちなみに、旅に出てからアルフが砂漠で誘拐されたり、作戦上ばらばらに行動したりすることが多いため、現在は全員、座ざ堂どう家の出資で世界のどこででも使えるイリジウム衛星電話を持たされていた。

　あわてて、陣が彼女を追いかけながら呼びかけた。

「おいっ、アルフ！　止まれよっ、相手を甘く見るな！」

「余裕余裕。陣は心配しすぎだよ、ちょろいってば。でなくてもアークダイモンの聡さと子こが神性のある土地や動物に弱いのと同じで、魔神のあたしは剣の一族の故郷である中ちゆう近きん東とうに近づいてきて、何だか最近どんどん力がみなぎってきてるわけだしさ」

「それを言うなら、ここは『カレーの魔神』にとってはホームグラウンドだろ、相手が圧倒的に有利だろ！　『カレーの魔神』なんてネーミングはおいしそうだけど、『ソロモンの指ゆび環わ』で封印できないていどの力はあるんだぞっ？」

「……あっ、そうだ！　わたしも行くわ！　皆さんは、ここで待っていて！」

　シエラは突然そう言ってニコライたちから離れると、陣じんを追いかけた。陣は走りながら、後ろから追いかけてくるシエラを振りかえってたずねた。

「チャンスだと思ってるだろ」

「何のこと？　わたしはただ、二人が心配で心配でたまらないのよ？」

　シエラが大きな目にキラキラと星を輝かせる。陣の経験上、こういうときのシエラは大抵ろくなことをたくらんでいない。

「おまえ、絶対泥魔法トウイーンの呪じゆ文もんを試したくってしかたないんだろ。ニコライがついてきたらあんまり非道なことできないから、足止めしたな？　つまり、おまえはこれから思いっきり非道なことをする気マンマンだってことだ」

「まあ！　このわたしのことを、そんなふうに思っていたの？　悲しいわ、泣いちゃう。しくしく」

「目が、血に飢えた獣みたいなんですけど」

　陣は乾いた声でツッコミを入れた。

　アルフは足が速くて、なかなか追いつけない。陣はスピードを上げたかったのだが、そうすると見知らぬ町にシエラをひとり追いていくことになってしまう。シエラがどんなに気が強くても、見かけだけではおとなしく上品な美少女にしか見えないから、不良に絡まれたりするかもしれない。それでどうしても、スピードを落としてしまう。

　その点、アルフはすでに剣の魔神モードだし、ペルシャ格闘技ズルハネの使い手でもある。常識的に考えればたかだか「カレーの魔神」に負けるわけがないとは思うのだが、なぜか陣は胸騒ぎがしていた。

　川ぞいには観光客をあてこんだ飲食店が多く、どの店も派手な看板としゃれた店内をほこっていたが、客はほとんど入っていない。ただ一軒……黄色い建物に黄金の雷の看板があしらわれた「カレーハウス・ラマスン」の前に、長蛇の列ができていた。

　陣たちは、その人出の多さにひるんで足を止める。何とも言えないカレーの良い香りが、通りに充満していた。

「な……何だ、さっきのは確かあの店だったよな？　めちゃくちゃ大人気じゃないか」

「『ゲーンの書』を奪ったから？　これじゃ、まわりのお店が全部つぶれちゃいそうね」

　シエラは閑散とした周囲の店を心配そうに見まわすが、気づくと陣がいなくなっていた。

「あら？　庶民？」

『ぷきゅー！』

　彼女の肩の上でトーレムが指さした。陣は長蛇の列の最後にちゃっかり並んで、英語が通じそうな他ほかの客に話を聞いている。

『へえっ、この店そんなに旨うまいのっ？』

『旨いの旨くないのって、俺おれはタイに来てから観光もせずに毎日朝昼晩ここのカレーを食ってるよ！』

『俺も毎日早朝からここで並ぶために、会社をやめたよ。持ち帰りいっさい無しで、ここで食うしかないからなあ』

『ほうほうほう……それは何とも楽しみだなあ』

　陣じんはうっとりしている。シエラが、彼の服の背中をつかんで列から引っぱり出した。

「ちょっと庶民！　なに本気で並んでるのよっ！」

「はっ！　し、しまった、ついこの旨そうな匂においに魅了されてしまった！」

　陣はハッとわれに返る。やれやれ、とシエラは額を押さえた。

「いくら庶民が食いしん坊で大飯喰ぐらいの大食漢でも、アルフを追いかけてるこの状況でカレーを優先するなんておかしいわ。ここで並んでる人たちだっておかしいわよ、どんなにおいしいカレーだって観光旅行や会社をやめるほどなんて、ありえない！　これはなにか、良からぬことが……」

　シエラが言いかけたとき、店の窓がバリーンと割れて、アルフが転がり出てきた。

「ううっ……！」

　アルフは身を起こそうとしたが、力が入らない。全身傷だらけで、かなり手ひどくダメージを受けているようすだ。

「アルフ！」

「大丈夫かっ！」

　シエラと陣が駆け寄った。ところが行列を作っている客たちは、この状況にも全く動じていない。陣は眉まゆをひそめた。

「座ざ堂どうの言うとおりだ……こいつら、何かおかしいぜ」

　シエラはアルフを抱き起こす。

「大丈夫、アルフっ？」

「いててて……陣の言うとおりだ、ナメてかかって油断した」

　アルフは顔をしかめた。黄金のコック服を着たラマスンが、のしっのしっと重い足音を立てて店から出てくる。

『グッフッフ……たかがウェイトレスのぶんざいで、シェフのわしから〈ゲーンの書〉を奪おうとは、片腹痛いわ。貴様らごときに、わしの野望の邪魔はさせぬ！』

「あいつ、あの体格のくせにめちゃくちゃムエタイ強いんだ。反則だよ」

　アルフは悔しそうにうめいた。ムエタイとはキックボクシングに似た格闘技で、タイの国技でもある。シエラがいさめるように、アルフに言った。

「相手の体格にだまされちゃだめよ、サモ・ハン・キン○ピーだってカンフー強いんだから」

「シエラさあ、たまにはＢ級アクション以外の映画も見たほうがいいよ。名作とか」

「もちろん名作も観てるわよ、失礼ね！　○ピッハとか○ピッハ２とか七人の○ピッハとか！」

「シエラが○ピッハ大好きだってことはよくわかったから、もういいかな？」

　アルフが冷ややかな目をシエラに向ける。陣じんはアルフをかばってラマスンの前に立った。

「野望……って言ったか？　何をたくらんでやがるんだ？」

　陣は目を細めてラマスンをにらむ。そのとき、閑古鳥が鳴いている周囲の店から痩やせ細ほそった店主たちが現れると、ゾンビのようにラマスンの足にすがりついてきた。

『ラマスン様！　あなたの店に客を取られて、われわれの店は廃業寸前です。どうかあなた様の素晴らしいカレーのレシピを教えてください、客がっ……客が欲しいいぃぃ～！』

　彼らは、まるで亡者である。ラマスンは、でっぷりした腹を揺らしながら笑った。

『グッフッフ、ついに音ねを上げたか。良いとも良いとも、わが〈カレーハウス・ラマスン〉のチェーン店となり、わしに収入の半分を上納するのならば、このカレー王ラマスンの超秘伝オリジナルブレンドカレースパイスミックスを、特別に売ってやろうではないか』

「ちょ！　収入の半分って多すぎるだろ、そのうえカレースパイスまで金を取るのかよ！」

　陣が憤って叫んだ。シエラもアルフを支えたまま、ラマスンをにらむ。

「だいたい、あなたのオリジナルブレンドじゃないじゃない。〈ゲーンの書〉に書いてあったレシピでしょっ？」

『いちいち細かいことをうるさい奴やつらだ！』

　ラマスンがシエラの襟えり首くびをつかみ上げた。シエラはアルフと引き離され、高々と吊つられてしまう。襟もとが引っぱられて首が絞まり、シエラは顔をゆがめた。

「くっ……！　は、放しなさいっ……！」

「シエラ！」

　アルフは叫んでシエラを助けようとしたが、ムエタイで受けたダメージが大きすぎて、まだ立ち上がることができない。

（くそっ、ここがペルシャなら〈土地の精気〉があたしのほうに味方してくれるのに……！　相手のホームグラウンドとはいえ、自慢のズルハネが、あんなハイキックが腹につっかえそうなメタボのムエタイに負けるなんてムカつくったら！）

　ラマスンは、カレー臭い息を吐きながら言った。

『わしの野望を邪魔するやつは、片っ端から始末してやる！　女子供も容赦はせんぞ！』

「あなたの野望って何なのよ……周りの店を食いつぶすこと？」

『グッフッフ、わしは魔神だぞ！　そんなチンケな目的ではないわ！　ゲーン村の一族は愚か者ぞろいだった。これほど美味なカレーのレシピを持っておりながら人々に安くおいしく食べてもらうことしか考えていなかった！　安いカレー屋台を出したり、レトルトカレー工場を作ったり、そんな悠長なことで〈賛辞〉と〈崇すう拝はい〉が集まるか！』

　ラマスンは、邪悪な笑みを浮かべていた。

『わしの〈野望〉はッ！　まず、競合のカレー店を全部つぶし、バンコク中の全すべてのカレー店を〈カレーハウス・ラマスン〉にする！　これによって、全てのバンコク市民は〈カレーハウス・ラマスン〉のカレー以外に食べるものがなくなる。全ての市民がわしをたたえる！　これすなわち〈一神教〉！　現在のタイの国教は仏教だが、一神教は仏教のように人々の崇拝対象が分散しないぶん、より強い神性を手に入れられるというわけだ！　こうしてわしは、どこにでもいるカレーの魔神から、唯一絶対無二のタイの神になりかわるのだ。グッフッフッフッフ！』

「ちょっ……カ、カレーで宗教革命を起こそうと言うの……っ？　それって、ぶっ飛びすぎじゃないの……？」

『ぶっ飛んでいる？　完全に計算し尽くされた作戦ではないか！　ちなみにカレーはタイのみならず世界の人気者だ。いずれココ○ピチをふくむ海外のカレー店もすべて〈カレーハウス・ラマスン〉のチェーン店とし、わしは世界一信者の数が多いというキリスト教をも超える〈カレー教〉の神、〈辛しん神しん〉となるのだ！』

「何をどうこじらせたら、その最悪なネーミングに行きつくの？」

『うっ、うるさい！　わしのネーミングセンスに文句をつけるやつと、邪魔をするやつは……！』

　ラマスンが吊つるしているシエラを高々と持ち上げ、もう片方の手を真横に上げて、タイ語の呪じゆ文もんを唱えた。

『〈火フアイ〉！』

　ラマスンの手のひらから、ゴオッと炎が噴きあがる。シエラは、ギョッとして目を見開いた。

「ほ……炎の呪文っ？　カっ……カレーの魔神が……どうして炎の呪文を使えるのっ？」

『バカめ、カレーを作るのに炎は必ひつ須すだろうが。細かく切り刻んだタマネギを、茶色くなるまでフライパンで炒いためるには、たっぷり一時間かかる。だがこの魔法の炎ならば、一瞬であめ色の甘いタマネギができるというわけだ。おまえも一瞬でこんがりあめ色に炒めてやるから覚悟するがいい、グッフッフ』

　ラマスンがシエラの顔に炎を近づける。シエラが思わず目を閉じた瞬間、彼女の姿が紫の煙に包まれてぼわんと消えた。

『なっ……何だっ？　小娘、どこへ行った！』

　ラマスンはきょろきょろして、陣じんが手に金色のランプを持っていることに気づいた。金色のランプの口からは紫色の煙が吹きだし、煙の中からメイド服姿のシエラがあらわれた。

　ゲホゲホッ、とシエラは咳せきこんだ。ラマスンにしめ上げられたせいで、まだ息苦しいようだ。陣じんが、心配そうに声をかける。

「大丈夫か、座ざ堂どう？」

「気にしないで、わたしが庶民に命令したんだもの。敵の情報をじゅうぶんに引きだすまで、わたしがオトリになるからって」

「命令って言うな」

「とにかく！　こいつの野望がわかった以上、そしてこのセレブのわたしをタマネギみたいに炒いためようとした以上、ますます放ほうっておくわけには行かないわ！」

　シエラは片手に魔法書を持ち、ラマスンをビシッと指さす。ラマスンが、目を見開いた。

『そ、その魔法書はっ……！　貴様も魔神かっ！』

「そのとおりよっ、泥魔法トウイーンっ！」

　トーレムが、シエラの肩の上で『ぷきゅー！』と喜びながら飛びはねる。

　通りと並行して流れる運河から、ドドドドドッ……と音を立てて大量の泥が飛びだし、通りに落ちた。泥はどんどん積みあがり、身長五メートルもの巨大な人の形となる。

『こ……これは、ゴーレム！』

『ぷきゅ、ぷきゅ！』

　久々に仲間に会えて、トーレムはうれしそうにぴょんぴょんはねている。お忘れの方も多いでしょうが、以前シエラが魔法力を失ったときに仲間が全部消えてしまい、たまたま陶器になったトーレムだけが残ったまま、長いあいだひとりぼっちだったのである。

　シエラは、ラマスンに厳しく命じた。

「〈ゲーンの書〉を返しなさい！　さもないと、あなたの店をぶっつぶさせるわよ！」

『ぬぐぐっ……！　言っておくがこの世は力こそ正義なのだ！　弱い者は強い者に吸収合併される運命なのだ、わしがカレーで世界支配を目指して何が悪いというのだ！』

「ラスボスの最後のセリフっぽいな。あんた、それ死亡フラグだけど大丈夫か？」

　陣がツッコミを入れる。シエラが、黒い笑みを浮かべた。

「フッ、『カレーの魔神』のくせにずいぶん『甘っちょろい』ことを言うのね。それって甘口カレー？　人間にはセレブと庶民、『支配する者』と『される者』の二種類がいるなんて、今さら論じる必要も無いぐらい当然至極のことじゃなくて？」

「うわー、もっとラスボス来た」

「カレーで世界支配を目指したって別に構わないのよ、わが座堂家もその財力で今や日本のみならず世界企業として版図を広げているのだもの。ただ、人の上に立つ人間や人を支配する手段にはセレブとしての『品性』が必要だってこと。あなたにはそれが無いわ！」

「悪人に上から目線で説教垂れる奴やつって、座堂ぐらいのもんだろうなあ……」

「さっきから後ろでブツブツ言ってるのはどなたかしら？」

　シエラがくるっと振りかえって、陣をにらむ。

『グッフッフ……〈品性〉だと？』

　ラマスンはコック帽を上げると、その下に隠していたカレー色の表紙の本を取りだした。

「あっ、それが『ゲーンの書』ね！　なんか見ただけですぐわかったわ！」

「表紙の色、わかりやすいもんなあ」

「さっそく『本』を出すなんて、ずいぶん素直じゃない、わたしのゴーレムによほどびびったのかしら？　さあ、本を渡しなさい」

　シエラが一歩、近づいた。ラマスンは、ニヤリと笑って本を開いた。

『この〈ゲーンの書〉には、それはそれはさまざまなカレーの作り方および、〈火フアイ〉をはじめとするカレーの調理に必要な魔法が載っているのだ。さまざまなカレーとはすなわち、辛口、甘口、野菜カレーにシーフードカレー、そして〈カーレム〉！』

　彼が叫んだ瞬間、店の厨ちゆう房ぼうの鍋なべという鍋のフタが開き、割れた窓からカレーが飛びだしてきた。カレーはみるみる道路に積み上がり、ゴーレムとほぼ同じ大きさの黄土色の巨人となる。

　シエラは愕がく然ぜんとした。陣じんはつばを飲みこんだ。

「これはっ……まさか、カレーのゴーレムっ？」

「ネーミングセンスの安直さは座ざ堂どうなみだが、うまそうだなあ。ニンジンが鼻で、レーズンが目か。辛口カレーにレーズン入れると絶品なんだよなあ」

「ちょっと庶民、敵を食料として見てない？」

「おまえこそ、恐れ多くも食料様を敵だと見なしてるのか？」

『行けい、カーレム！　きゃつらを倒せ！』

　ラマスンが命じると、カーレムが陣たちに突進した。グワッと大きく口が裂けたところから、猛烈な湯気が立ちのぼる。体の表面は沸騰して、ポコポコと泡立っている。まさに、先ほどまで鍋の中で加熱されていたカレーなのである。

「食べ物をオモチャにするなって、小学校で習わなかったのっ？　おしおきしてあげなさい、ゴーレム！」

　シエラの命令に従い、ゴーレムはカーレムに突進する。

『ウガアアアア！』

　ゴーレムのパンチがカーレムのボディに炸さく裂れつした。が、相手は液体なので、何の抵抗もなく貫通してしまう。パンチを受けたカーレムの体がわずかに飛び散り、この騒動にも全く気づいていないかのように行列に並んでいた人々の上に降りそそいだ。

『あちちち、あちー！』

『熱いっ、だけどおいしい！』

　火傷やけどをしながらも、人々は口を開けてカレーの雨を受ける。

　カーレムは、ゴーレムの腕をすり抜けて前進を続ける。ゴーレムはシエラたちのほうに向かうカーレムを止めようと肩をつかむが、相手は全身カレーなのでスカッと空振りしてしまう。はがいじめにしようとしても、腕の間からすり抜けてしまった。陣じんが叫んだ。

「ゴーレムの攻撃が効かない……やばいぞ、座ざ堂どう！」

「何が？　こいつがドロドロしててゴーレムの攻撃が効かないってことは、こいつもゴーレムに攻撃できないわけでしょ？　なら、引き分けってことじゃないの？」

「バカ、よく考えてみろよ！」

「誰だれがバカよ！　バカって言うほうがバカ！」

「そんなこと言ってる場合じゃない！　カーレムの攻撃はゴーレムには効かない、だけどあいつはもともと『大量の沸騰したカレー』なんだぞ？　そんなのに頭から飲みこまれたら、俺おれたちもあっという間に煮えてカレーの具だぜ！」

　陣の説明でようやくシエラもことの重大さを理解し、真っ青になった。カーレムはもう、すぐ目の前までやって来ている。

『グッフッフ、カーレムの恐ろしさに今ごろ気づくとは愚か者どもよ！　子供のころ母親に、鍋なべが倒れてカレーをかぶったら危ないからカレーを作ってる最中は台所をウロウロするなと注意されなかったのか！』

「注意されたとも！　だけど、親の目を盗んでカレーの肉をつまみ食いする欲求には勝てないものなんだ！」

『しつけが悪いなあ』

「そんなことより庶民っ、逃げないと！」

　シエラが陣の腕を引っぱった。陣はあわてて周囲を見まわす。

「待て、アルフもいっしょでないと……」

　だが、さっきまで倒れていたアルフの姿がない。まさか、すでにカーレムに踏まれてしまったのか、と陣は一瞬背筋が冷たくなった。

　しかし、アルフは通りの少し離れたところに立っていた。おぼつかない足取りでよろけ、愛剣シャムシールを杖つえがわりについている。シャムシールは、ふだんはボールペンの姿をとって、ウエイトレス服のポケットにさされているものだ。

　彼女のそばには、小さな赤い柱のようなものが立っていた。シエラは、陣の腕を引っぱって叫ぶ。

「アルフはあそこにいるわ、ちゃんと逃げてるから大丈夫！　わたしたちも逃げないと、カレーに飲みこまれちゃうわよ！」

「ちゃんと逃げてる、だって？」

　陣は動かない。ラマスンが腹をかかえて笑った。

『そうだ、おまえらもとっとと逃げんとカーレムに煮殺されるぞ！　もっともカーレムは見た目よりもかなり素早い、徒歩で逃げ切れるとは思えんがな！』

「逃げる必要はないだろ」

　陣じんは完全に足を止めていた。シエラが焦って陣を必死に引っぱるが、びくともしない。

「な、何言ってるの、庶民！　逃げなきゃ死ぬわよ！」

「だって……アルフは逃げてないじゃないか」

　陣は不敵な笑みを浮かべた。ラマスンはその笑みの理由がわからず、眉まゆをひそめる。

　そのとき、よろけながらアルフはシャムシールを振りあげた。

「そういうことさ……このアルフ様が、チンピラ魔神相手に逃げたりするもんか！」

　アルフは赤い柱を斬きりつける。赤い柱はＴ字型をした消火栓だった。消火栓とは、消防車がホースを繋つないで消火用の水を手に入れるための水栓である。Ｔ字になった片方の先端を斬り落とすと、勢いよく水が噴きだした。

『カレエエエエエエ！』

　水はカーレムを直撃し、カーレムに混じって温度を下げる。あつあつカレーだったカーレムは冷えたカレースープ状態になってしまい、体の形を保たもっていられなくなって道路に流れだした。

「やった！」

　シエラが目を輝かせる。ラマスンは一転して形勢不利となり、じりじりと後ずさった。

『グッフッフ……なかなか味なまねを……カレーだけに』

「言うと思ったわ、さあ次はこちらが攻撃する番ね。やっちゃいなさい、ゴーレム！」

　シエラが思いっきり勝てる気まんまんムードで命令したが、

「やめな！」

　と、意外にもアルフが止めた。シエラはびっくりして、目をぱちくりしながらアルフに視線を向ける。アルフはよろよろしながら、シエラと陣に近づいてきた。

「そいつのキンキラ悪趣味メタボな外見で妖魔ダイモンやアークダイモンと間違えてるようだけど、魔神の家系の一族ってことはあたしやシエラ、あんたと同じふつうの人間なんだよ」

『おまえ、わしをかばうつもりなのか個人攻撃するつもりなのか、どっちだ』

　ラマスンの目が静かに怒っている。

「とにかく！　相手は戸籍も人権もある人間なんだ、うかつに怪け我がでもさせたら逮捕されちまう。そうしたら、もう旅を続けられなくなるんだよ！」

「で、でもそれはラマスンだって同じでしょ！　わたしたちを殺そうとしたじゃない！」

　シエラがラマスンを指さしてうったえる。彼はフンと鼻を鳴らして笑った。

『わしは良いのだ、わがカレーのファンには警察長官もいるからな』

「それじゃわたしだって、座ざ堂どう家の財力にものを言わせて警察を買収しちゃうんだからっ！」

「座堂座堂、その悪役と全く同じ考え方と行動パターンはやめろ」

　むきになっているシエラの肩を、陣が引っぱった。

「アルフの言うとおりだ。暴力にうったえても、何も解決しない」

「でも、じゃあどうするっていうの？　『ゲーンの書』をあきらめるっていうの？」

「大丈夫、あたしに考えがある」

　と、アルフは自分の頭を指さして、ラマスンに視線をうつした。

「カレーの魔神は、自分が作ったカレーが人々から『おいしい』と賛辞を集めることで『魔力』を得る。『信仰』が神の力になるのと同じだ。つまり、その『信仰』が別のものに向けば『魔力』を失う。魔力を失った魔神なんて、雑ぞう巾きんよりかんたんにひねってポイさ」

『グッフッフ、わしから〈魔力〉を奪おうというわけか？　だが、わしの魔力は人々の賛辞。それを奪うことは不可能、あきらめるがいい！』

「あきらめないよ、あたしだって食堂の娘だ！」

　アルフはシャムシールの先をビシッとラマスンに向ける。

「ラマスン、勝負だ！　明日、お互いにここでカレーを作って客に食べさせる！　あたしのカレーが勝てば、あんたは『まずいカレー屋』に格下げだ。何もしなくても人々の足は遠のき、あんたは『賛辞』と『魔力』を失うって寸法さ。どうだい！」

『勝負？　グッフッフ、なんでこのわしがそんな下らない勝負を受けねばならん？　何の得にもならんではないか』

　ラマスンにあっさり断られてアルフはとまどう。

　そのとき、シエラが猫なで声で言った。

「そうよねぇー。自分が負けるかもしれないのに、そんな勝負受けるおバカさんはいないわよねぇー」

　そのことばは、直球でラマスンをカチンとさせる。陣じんは思わず感心した。

（うわー、さすが座ざ堂どう。性格悪いだけあって、人を挑発するテクは天下一品だなあ）

「誰だれが性格悪いのよっ！」

「テ、テレパシーっ？」

　シエラににらまれて、陣は後ずさる。ラマスンは、ものすごく腹が立っているのを必死でおさえているようすで、ふーふーと鼻息を荒くしながらシエラを見下ろした。

『今何と言った、小娘？　〈ゲーンの書〉を持っているわしが、カレー勝負で負けるはずがなかろうが！』

『そんなの、やってみなくちゃわからないわよ？』

　突然、シエラは続きをわざわざ英語で話しはじめた。魔神同士なら、言語が違っていても意識で通じるというのに。

『世界にあるカレーは、〈ゲーン〉のようなタイカレーだけじゃないのよ？　アルフのペルシャカレーは、そんなのとはもう次元が違うんだから。青唐辛子や香草や魚介類がメインのあっさりしたタイカレーと比べて、ペルシャカレーはまず、ほとんど唐辛子を使わないの。乾燥地で実る濃厚な味のトマトをベースに、西方の珍しいスパイスとこっくりした羊肉を合わせたペルシャカレーの奥深さといったらもう、口の中に香こうばしさとスパイシーさがはじけるかのようよ。ここにいる庶民なんか、超大盛りの〈スペルシャカレー〉を一瞬で食べつくしてしまったほどよ！』

　ふっふん、とシエラは腕組みをして笑う。顔立ちが可愛かわいらしいがゆえに、何だかものすごく小憎たらしい。ラマスンはぎりぎりと音を立てて歯は軋ぎしりをするが、必死に挑発に乗るまいとして自分を抑え、鼻息を荒くしていた。

　陣じんはシエラの説明を聞いているうちに、さっきカレーをたらふく食べたはずなのに、おなかがきゅるるーと鳴ってしまった。

（座ざ堂どうのやつ、いつの間にあんなに英語がうまくなったんだ。夏休みの宿題をがんばったのか？　それにしても……世界中の超高級グルメで舌が肥えてるだけあって、旨うまそうな表現をするなあ。さっきアルフのカレーを食べたけど、あれはシーフードと野菜のタイ風グリーンカレーだったもんなあ。腹いっぱいなのに、アルフのペルシャカレーが食いたくなってきたじゃないか……）

　シエラのことばに食欲中枢を刺激されたのは、陣だけではない。うつろな目で行列を作っていた人々の目にも、らんらんとした光が宿っていた。

『聞いたか、今の？』

『お、俺おれは英語ができないんだ。通訳してくれ』

『あの金髪ツインテール娘が、西方の珍しいスパイスにトマトにこっくりした羊肉を合わせた濃厚なペルシャカレーを作れるらしいんだ』

『な、なんだってー！　そ、それは、タイカレーとは全く違う味わいじゃあないか！』

『食いたい……カレーハウス・ラマスンのカレーもだが、そのカレーも食ってみたい！』

　行列が乱れ、彼らはアルフのほうへふらふらと歩きだした。ラマスンは焦る。

『まっ、待て！　ペルシャカレーなんぞ、カレーハウス・ラマスンのタイカレーの足元にも及ばないのだ！　行列を乱すな、わしのカレーだけを食い、わしだけを〈辛しん神しん〉とあがめるのだ！』

　アルフは、シエラがわざわざ自分のカレーを英語で誉ほめた理由がわかって、不敵な笑みを浮かべた。

「ふっふん、足元に及ばないかどうか、食べ比べてみなくっちゃわからないじゃないか？　少なくとも今の段階では、シエラのＰＲでかなりみんなの気持ちはあたしのカレーに傾いてるようだけどねえ？」

『ぐぬぬっ……！　よ、よし、わかった！　カレー対決、受けてやろう！』

　ついにラマスンにそう言わせた。アルフはガッツポーズをし、シエラは「計画通り」と言わんばかりに腕組みをしてニヤッと笑う。

「カレー対決……！　明日の朝ごはんは控えめにしないと……！」

　状況の深刻さを完全に無視して、陣じんは感動に震えていた。



　勝負は明日の正午。

　決戦の場所はタイ王宮を南にのぞむサナーム・ルワン（王宮前広場）だ、とラマスンは言った。そこは広場というより広大な市民公園で、博物館などが点在し、市民のいこいの場になっている。時には、式典やコンサートや国技ムエタイの興行、デモ集会も行われる。

　ここでそれぞれが千食分のカレーを作り、集まった不特定多数の人々に食べてもらう。カレーは、媚び薬やくなど怪しい成分を入れたりしないように、必ずその場で作ること。そしてカレーの皿が早く無くなったほうが勝ち……というルールだった。

『そんなルールをのんじゃったのっ？　絶対勝てないんだってば！』

　閑静な最高級コンドミニアムの最上階の最高級ペントハウスで、メーカラは叫んだ。

　バンコク市にはスカイトレインというモノレールのように高架を走る鉄道システムが二路線あり、バスやタクシーよりずっと便利だ。ここは王宮から六キロほど離れた、スカイトレインのプロムポン駅前にある最高級コンドミニアムである。

　プロムポン地区には日本人が多く、日系のスーパーマーケットや店舗、日本料理店も数多い。店舗でも病院でも日本語がふつうに通じるので、日本人旅行者にはうれしい町である。陣たちは追っ手の目をくらませることを考慮し、「日本人を隠すには日本人の中」ということで、王宮前広場サナーム・ルワンから離れてはいるものの、この場所に宿を定めたのだった。

「大丈夫だって、アルフのペルシャカレーはめちゃくちゃうまいんだから」

　陣が楔くさび形がた文字の本を読みながら、気楽な口調で言った。

「そうよ。料理をすると思って、ホテルじゃなく、キッチンがついているコンドミニアムを借りたんだもの。がんばってごらんなさい」

　と、シエラも言った。ちなみにキッチンは、シエラたちがいる応接間から数部屋離れた場所にある。

　シエラたちは、応接セットのソファに座っていた。ニコライはポットやアイスバケツを乗せたワゴンを傍らに置いて、冷たいタイ紅茶「チャー」を全員に供している。シエラもアルフも、変身を解いていた。メーカラは、ぶんぶんっと首を横に振る。

『だっ、だめだよ！　いくらおいしくたって、いくらがんばったって、〈ゲーンの書〉を持ってるラマスンには勝てないんだってば！』

「やってみなきゃわからないじゃないか。あたしの腕が信じられないなら、あんたが手伝えばいいだろ。そのほうが、タイの人の舌に合ったカレーを作れるだろうしね」

　と、アルフも言った。メーカラは、さらに首をちぎれそうなぐらい横に振る。

『絶対に無理だってば、〈ゲーンの書〉無しでカレーだなんて！　あたいたちカレーの魔神は、もともとは、ものすごい味オンチなんだ。あたいたち一族は、あの本がなければおいしいカレーを作れないんだってば。あれが無くなったら、たとえ市販のカレールーのもとから作っても、死ぬほどまずいカレーしか作れないんだってば～！』

「それで、本を盗まれただけでカレーを作れなくなっちまったんだな」

『それにカレー千食だよっ？　十食や二十食ならなんとかなるけど、そんな大量のカレーをお客さんに出すなんて大変だってば。よほど分業しても、お客さんに出す前に冷めちゃって、どんなにおいしいカレーもまずくなっちゃうんだってば』

「確かに。カレー屋で一番気になるのは、カレーが六十度ぐらいにぬるくなってることだよな」

『だろ？　ラマスンはタイじゅうのチェーン店からプロのコックを集めてくる。あたいたちの人数じゃ、勝機なんてまるっきり無いんだってば』

「そうでもないわ」

　と、シエラはテーブルの上に座っていたトーレムを指先でつーっと押して、メーカラのほうに寄せた。

「わたしの泥魔法トウイーンを使えば、何百人でもゴーレムを作れるもの。これで人手不足は解決でしょ」

「そのとおり！　あとは、〈ゲーンの書〉で作ったカレーよりももっとうまいカレーを開発するだけさ！」

　アルフがそう言って、メーカラの腕を引っぱった。

「さっ、メーカラ、スーパーに買い物に行こう！　日系スーパーがあるってことは、いつもアルフライラで使ってる調味料が手に入るってことだし、完かん璧ぺきだね」

『で、でも……』

「でもじゃない！　こうしてる間にも時間は経たっちまうよ。勝負に勝つにはまず勝つ気モードで行かなくちゃ、負ける気になったときが勝負に負けるときなんだ！　二人でがんばってみよ！」

　アルフのことばが熱い。あきらめムードだったメーカラの心も、つられて熱くなった。

『ど、どうして見ず知らずのあたいのために、そこまでしてくれるんだってば？　あんたたちも、先を急ぐ旅の途中なんだろ？』

　メーカラがとまどいがちに尋ねた。アルフは気き風ふうよく笑って、彼女の肩をポンとたたく。

「江え戸どっ子こってのは、義理と人情ってな気質かたぎなのさ。それに悪党をのさばらせてちゃ、夢見が悪いってなもんだ。さっ、行こ行こ！　あっ、陣じんたちもあとで味見に来てねー！」

　アルフがぱちんとウインクして、まだとまどっているメーカラを押していった。ニコライが立ちあがる。

「お二人だけで買い出しは大変でしょう、わたくしも荷物持ちについてまいります。よろしいでしょうか、シエラお嬢様」



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあわしもついて行こうかのう。考古学の発掘で腕力には自信があるし、部屋の中でじっとしているというのは性に合わん。○ピタヤで『インディ・ジョ○ピンズ』のＤＶＤでも借りてこようかのう」

　大だい胡ごも立ちあがった。陣が驚いて尋ねる。

「えっ？　プロムポンには、ツタ○ピまであるのかっ？」

「ほうほう、ではわしもついて行くとしよう」

　シエラパパまでが、立ちあがった。

「タイの通称『ジェームズ・ボンド島』に、『○ピー○ピー７セブン』のロケに使われた岩があって観光名所になっていると聞く。たしか『黄金銃を持つ○ピー』だったか。ちょっとＤＶＤを借りてきて、確かめてみるとしようではないか」

「ぶっちゃけ確かめたいのは、岩ではなくボンドガールのナイスバディじゃよな？」

　大胡がニヤニヤしながら、シエラパパのわき腹にひじ鉄を連打した。シエラパパも、細い目をカマボコ形にしてニヤニヤと笑う。

「ははは、これは参りましたな。そこにツッコミを入れる新あら木きさんも、意外になかなか」

「ははは。魚うお心ごころあれば水みず心ごころといいますからな」

　妙に仲良く肩を組んで、二人は部屋を出ていった。ニコライが一番最後に、一礼して部屋を出る。残ったのは本を読んでいる陣じんと聡さと子こ、そして暑いのが苦手で外に出たくないシエラの三人だ。

「……最悪だな、オヤジども」

　陣は楔くさび形がた文字の本を読みながら、苦々しい表情をする。聡子が、陣に尋ねた。

「新あら木き先輩は、ついて行かれないんですか？」

「ああ、俺おれはちょっと調べたいことがあるから……」

　陣は、ことばをにごした。調べたいことというのは、シエラがランプの魔神、すなわち「火」の属性の魔神でありながら、魔法書には「土」属性の魔法しか無いという、陣が最近気づいた矛盾についてである。

「それに、俺がついて行かなくても……あれだけ大人数なら大丈夫だろ」

　アルフが出ていった扉を見やって、陣は笑みをこぼす。

「それにしても、アルフはほんとにお節介だな。そこがいいところだけど」

　扉をじっと見つめている陣の目が、ひどく優しい。それに気づいたシエラは、彼の視線をさえぎるように、すすーっと横方向に移動した。

「……？　座ざ堂どう、なんか今、すごく不自然な動き方しなかったか？」

「えっ？　ううん？　どこが不自然？」

「体全体が横スクロール移動したような……」

「ううん？　ううん？　すっごく気のせい！」

　シエラが作り笑顔を浮かべて、ぷるぷるぷるっ、と首を横に振った。トーレムも応接テーブルの上で、プルプルプルッと首を振る。

　ずっと黙って漫画雑誌を読んでいた聡子が、低い声で笑った。

「ククク……」

「ちょっ、ちょっと本ほん田ださん！　何がおかしいのっ？」

　シエラが真っ赤になって聡子にかみつく。聡子は、漫画のページをめくりながら涼しい顔で答えた。

「いえ、別に他意はありません。○ピタヤで買ってきた漫画が面白いんですよ、やっぱり日本の本は面白いですねえ、ククク……」

「気になるなあ、その笑い方」

　シエラは、引きつった顔でつぶやく。聡子は完全に無視をきめて、言った。

「一晩暇ひまですし、暇つぶしに、あとでド○ピフの『８時だ○ピー！　全員集合』のＤＶＤでも借りに行きますか？」

「なんか、艱かん難なん辛しん苦くの旅を乗りこえて、はるばるタイまでやってきたっていう気がしないんだけど」

　そう答えた陣のおなかが、ぐるるー、と鳴った。陣はおなかを押さえた。

「それより、腹減らないか？」

「アルフさんたちがキッチンを使われる予定だから、晩御飯を作れないんですよねえ。ホテルと違って、コンドミニアムは自分たちで食事を作るしかありませんし……店屋物でよければ、ひつまぶしでも取りますか。暇ひまつぶしだけに」

「ひつまぶしまであるのかよ。ここ、ほんとにタイかよ」

　ちなみに、ひつまぶしとはひまつぶしではなく、「おひつ」に入ったごはんに、ウナギのかばやきを「まぶして」混ぜたごはんのことである。

「新あら木き先輩、『暇つぶし』って十回言ってみてください」

「はいはい、答えはひつまぶしな」

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは……」

「十回クイズを見抜かれたぐらいで、生骸ゾンビを召喚するなっ！」

　聡さと子こはいつの間にか、ドクロが描えがかれた黒い表紙の本をポシェットから取りだしていた。陣じんに見抜かれ、聡子は低いテンションながらつまらなそうな表情をする。

　シエラが、クーラーのリモコンを操作して設定温度を低くしながら言った。

「ねえねえ。料理対決なんて悠長なことをしなくても、たかがカレーの魔神ぐらい本ほん田ださんの『死者の書ネクロノミコン』でキュッとひねっちゃえばいいじゃない？」

「おまえ、まだ室温低くするのかよ」

「だって暑いんだもの」

　シエラはもともと細っこかったが、タイに来てからいっそう細くなったように見える。ベトナムで夏バテしたときに比べれば暑さに慣れたとはいえ、夏といえば高原や外国の避暑地で過ごしていたシエラにとって、いわゆる「熱帯気候」、平たく言うと「地球で一番暑い気候」のタイにやってくるというのは、かなりしんどいようだ。

　一年中暑いバンコクで一番暑いのは乾季の終わりの四月なので、八月は少しは過ごしやすい。いや、四月より二度ぐらいしか涼しくないので、あまり違わない。というか、雨が降るのでやっぱり八月も蒸し暑い。

「ご期待いただいて申し訳ないのですが、座ざ堂どう先輩。わたしは妖魔ダイモンですから、その土地で崇すう拝はいされている『神』には弱いんです。多数の現地のファンを擁して崇拝の対象になっている『カレーの魔神』なんて、相手にしたくありませんね」

　陣が、意外そうな目を聡子に向けた。

「本ほん田だにしては気弱な発言だな。カンボジアで象に襲われたから慎重になってるのか？」

「永遠に横たわると見えるもの、しかれども……」

「だからっ！　会話のキャッチボールをガン無視して、いきなり生骸ゾンビを召喚するなっての！」

　どうやら聡子は、カンボジアでのことに触れられたくないらしい。陣にどなられても、聡さと子こはしれっとしていた。シエラが言った。

「まあ、そこのラスボスの人が参戦したら、敵味方一般市民関係なく血の海になるでしょうからね。これしきの敵相手に彼女を出すのは、線香花火をつけるのに火炎放射器を持ってくるようなものだわ。漫画でも読んでもらっていたほうが、こちらも安全よ」

　彼女も、完全に聡子をラスボスと決定しているようだ。陣じんがうなずいた。

「だな。それに、アルフのカレーならすぐに千食売り切れてさっさと出発できるはずさ。何たって、アルフの料理は最高だからなっ」

　陣が自分のことのように得意げに言うので、シエラはまた少し複雑な表情になった。



　ところが……アルフは大丈夫でも、キッチンは大丈夫ではなかった。

「うわああああ！　タマネギ焦げてる！」

　買い物から帰ってきたアルフとメーカラだったが……さっそくどす黒い煙を上げているフライパンを見て、三さん角かく巾きんとエプロン姿のアルフがあわてて火を消しにきた。タマネギのみじん切りを炒いためていた同じく三角巾とエプロン姿のメーカラが、アルフに反論する。

『だって、アルフさんがタマネギをよーく炒めろって言ったんだってば』

「よーくって、焦げないようにあめ色にするんだよ！　カレーに甘味を加えるためのものなんだから！」

『甘味なら、砂糖やココナッツミルクを加えればいいんだってば』

「そういううわべだけの小技は、化学調味料を入れまくった中華料理と同じで、一口目はおいしいけど二口目から飽きられるんだよ。カレーにチョコレートやカルピスやコーラや味み噌そ入れるのも同じだよ。味見して一口目がおいしいからだまされるけど、ふつうに食べてると隠し味が鼻についてきて、完食するころには『あーまずかった』って思うから」

『だって……今までは〈ゲーンの書〉で、特に考えなくてもおいしいカレーができてたし。どんなに上手にタマネギを炒めたって、〈ゲーンの書〉には勝てっこないんだってば！』

　メーカラは、タマネギを炒めていたフライパンを引っくりかえしてひざをかかえてしまう。アルフはため息をついて、彼女の頭にポンと手を置いた。

「確かにラマスンが作るカレーは魔法のぶん、うまいだろうさ。でも、どんな三ツ星レストランの味よりも愛情をこめた家庭の味のほうがおいしいってことだってあるんじゃないのかい？　あっちが料理に魔法をこめるなら、こっちは愛情をこめればいいじゃないか」

　と、アルフは新しいタマネギをフライパンに入れ、木べらでゆっくりと炒めはじめる。メーカラは、納得行かなさそうな視線をアルフに向ける。

『そんな漠然とした精神論ぶたれても、どうすればいいのか解んないんだってば』

「精神論じゃないさ。こうしてタマネギを炒めるときにも、食べる人の顔を思い浮かべてだね」

　アルフはタマネギを炒いためる。甘くて香こうばしい匂においが立ちのぼってくる。それだけで食欲が刺激されるようだった。メーカラは、思わず立ちあがってアルフの手もとをのぞきこむ。

『ほんとだ……あめ色ですっごく綺き麗れい。〈火フアイ〉の呪じゆ文もんを使ったみたいだってば』

「だろ。誰だれかに喜んでもらうことを考えて、喜んでくれる笑顔を思いうかべて優しく丁寧に料理すれば、誰にだって自然においしい料理が作れるのさ」

　アルフが微笑ほほえむ。メーカラはその横顔を見て、ちょっと頬ほおを赤くした。

『その〈誰か〉って、あの三度の飯より楔くさび形がた文字が好きそうな男の子のこと？』

「陣じんの性格、見透かされてるなあ。っていうか、えっ？　いっいや、別に『誰か』って特定の誰かのことじゃないし！　だいたいあたしはもともと、陣を妖魔ダイモンだと思って食べる気で近づいたわけだし、今も陣を狙ねらって近づいてくる妖魔を食べる気でついてきてるわけだし！　自分が剣の魔神としての魔力を上げたいだけで、それだけでっ！」

　アルフがうろたえればうろたえるほど、メーカラの表情は沈んでいく。

『いいなぁ……。あたい、まだ好きな人とかいないから、〈愛情〉だってこめられないんだってば』

「いやいや、だから好きとかじゃなくて！」

　と、アルフが両手を顔の前で必死に振る。

「『愛情』って、それだけじゃないじゃないか。相手が誰でも、食べる人とか、お客さんのことを考えるんだよ」

『食べる人や、お客さんのこと……？』

　メーカラは考えこむ。そして、これから焼かれて投入されようとしている羊肉を見て、ハッと顔を上げた。

『そうだ！　アルフさん、カレーの具だけど、フルーツカレーに変えようよ！』

「フルーツカレー？　なんでまた」

『この勝負に勝つには、早く千人にカレーを食べてもらわなきゃだろっ？　タイは基本的には仏教の国だけど、南部のヒンドゥー教徒にとって牛は聖獣だし、イスラム教徒は豚や一部の鳥や家畜がタブーで食べないんだってば。それに仏教徒には、殺生を禁じるベジタリアンや、マハトマ・ガンジーみたいに野菜を食べるのも植物を殺すことになるから食べるのは果物と蜜みつとミルクだけって人もいるんだってば』

　メーカラの話を聞いて、アルフはピーンときた。

「そうか、解った！　日○ピンのチキン○ピーメンの開発秘話で、そんな話聞いたことがある！　チキン○ピーメンが世界中で食べられるようになった秘密は、お湯を入れてすぐに食べられるお手軽さだけじゃなく、たまたま味付けがチキンだったから食のタブーに引っかかることが少なかったからだってさ。つまりあんたは、客を逃がさないために『最大公約数』的なカレーを作ろうと、そう言いたいわけだね？」

『そうそう、そういうことだってば！　特に、王宮前広場サナーム・ルワンには国内外からの観光客もたくさん来てるから、その全員に受け入れられる具じゃないと』

「えらいえらい、きちんとお客さんのこと考えたね」

　アルフがメーカラの短い黒髪をわしゃわしゃと撫なでた。メーカラは照れくさそうに、てへへと笑う。

『アルフさんって何だか、お姉ちゃんみたいなんだってば。親切だし優しくしてくれるし、あたいにいろいろ教えてくれるし……』

「まあ同じ料理人として放ほうっておけないからね。それに、あたし一人っ子でずっと妹が欲しいと思ってたしね」

　しかし、アルフの笑顔はふと曇る。「考える人」の像のように腕を組んで、うーんと考えこんでしまった。

「でも……フルーツを具にしたカレーだと、甘ったるいカレーしかできないんじゃないかな。ＣＭを真に受けてリンゴとハチミツをたっぷりカレーに放り込んだら、すごい味になったことがあるし……」

　なお「○ピーモントカレー」に「リンゴとハチミツ」が入っているのが何やらエキゾチックな感じがするので、本場のカレーにはリンゴとハチミツが入っていると思われがちだが、それは違う。「○ピーモント」と名がついているように、アメリカのバーモント州（あっ言っちゃった）で行われていた「リンゴとハチミツ健康法」に目をつけ、それまで辛からいイメージのあったカレーに入れることで、健康に良さそうなうえ甘くて食べやすいカレーを作ったというのが真相だ。以上、役には立たないけど胸のモヤモヤがすっきりしたような気がする豆知識。

『熟した果物だと甘ったるいけど、青パパイヤみたいな熟してない果物なら野菜がわりに使えるんだってば』

「お、いいね。タイにどんな食材があるのか、あたしはよく知らないからなあ」

『イカのかわりにナタデココを具にするのはどう？　タイはナタデココの産地だし、カレー味つけちゃえばイカとしか思えないんだってば、きっと』

「いいねいいね。肉が使えないぶん、バターや生クリームをいっぱい使ってカレーにコクを出そう。ペルシャカレーではトマトをベースにするんだけど、果物を使うってことでオレンジをベースにしてっと……」

『料理にオレンジっ？』

「フランス料理ではよく使うんだよ。オレンジソースは、日本でいえば砂糖醤じよう油ゆ系の味の食材によく合うんだ。ナタデココとパパイヤをメインの具材にするってことは、イカととうがんの甘辛煮をカレー風味に持っていけばいいってことで……」

　アルフはルーを作って、煮た具に加える。

「さ、計算ではこれでうまくなってるはずだ。メーカラ、味見してみな」

　今まで全く食べたことのない食材を組み合わせたカレーである。メーカラはおそるおそるスプーンで口に運んだが、その瞬間、目が点になってしまった。

『……っ！　おいしーい！』

「だろ？」

　アルフは想定どおり、という様子で腰に手を当て、余裕の笑みを浮かべている。

『スパイスの辛からさの後からフルーツの甘味が追ってきて、かといって決して甘ったるくないんだってば！　砂糖醤じよう油ゆに合う具材というだけあって、〈魚醤ニヨクマム〉ベースのカレーに慣れたタイ人の舌にも合うよ！　さらに、未熟な果物を加熱して料理に使うというややもすればあっさりしすぎる南国風の素材に、ミルキーでスパイシーなルーが濃厚なコクを与えてる！　これなら、甘口が好きな人も辛口が好きな人も、あっさり系が好きな人もこっくり系が好きな人も、全員に喜んでもらえそうだってば！』

「ふふふ、どう？　『ゲーンの書』が無くても、ちょっとお客さんのことを考えれば究極カレーができるってことよ」

『う、うん。今思うと、あたいたちの村……みんな〈ゲーンの書〉にばかり頼っていて、自分たちの頭で考えて創意工夫するってことがなかったんだってば。だから、自分たちで作ったらまずいカレーしか作れなかったんだ。でもそんなやり方じゃ、たとえ〈ゲーンの書〉に素晴らしいレシピが書かれていても、そのうちお客さんに飽きられちゃってカレーの魔神は全滅してたかもしれない。あたいたちがすべきだったのは、〈ゲーンの書〉のカレーを踏襲することじゃなく、あたいたちの力で〈ゲーンの書〉に新しいカレーのレシピを書きこんでいくことだったんだってば！』

「えっ。魔法書って、新しく書きこんだりできるの？」

　アルフは目を丸くする。

「それもそうか。だって、最初に誰だれかが自力でカレーを開発してレシピを書いたからこそ、今『ゲーンの書』があるわけだもんね」

『ということは、あたい、ラマスンから〈ゲーンの書〉を取り返さなくても良くなった？』

「いや、それはそれ、これはこれだよ。カレーを悪用して世界を支配しようなんて悪党に、このまま『ゲーンの書』を持たせておくのは危険すぎるからね。邪魔者であるあんたたちの村を、『ゲーンの書』を悪用してぶっ壊そうとするかもしれないよ」

『そっか。カレーの魔神の責任において、やっぱりラマスンとはきっちりけじめをつけておかないとなんだってば』

　メーカラは腹をすえ、キリッとした表情で言った。アルフは微笑ほほえんだ。

「そういうこと。じゃ、明日はこれを千人分の分量に直して作ればいいわけだ。スーパーに頼んで、明日の朝、食材を王宮前広場サナーム・ルワンに持ってきておいてもらうか。千人分っていうと、二百リットルだから……四十五センチの寸ずん胴どう鍋なべ三つ分だね。そっちも注文しておこう」

　アルフが、今作ったカレーの材料から千人分のカレーの材料を計算して、注文リストを作る。さすが食堂の手伝いをしているだけあって、手て馴なれたものだ。メーカラは、そんなアルフに思わず見とれてしまう。

『アルフさんはすごいなあ……剣の魔神なのに、カレーの魔神よりおいしいカレーを作れるなんて。あっ、剣の魔神だけあってたまねぎのみじん切りは上手だったんだってば』

「ふふっ、ありがと。本当はここから一晩おくとカレーはダントツにおいしくなるんだけど、明日のルールでは現地で作らなきゃいけないから仕方ないか。そうそう、ライスのことも考えないと……」

『大型の電気炊飯器ならレンタルしておいたんだってば、レンタルショップのイベントアイテムカタログで一番大きかった二十リットルのをいくつか』

　もちろんタイ米炊飯専用の、タイ製の炊飯器である。

「炊飯器のことじゃなくて、中身のことさ。あっさりした薄黄色のサフランライスがいいかな、って考えてるんだけど。オレンジベースのカレールーをかけるとソフトなグラデーションになって手に取りやすそうだね。薬味はミックスピクルスでどうかな、味も爽さわやかだし見た目も綺き麗れいだし」

『すごい、ビジュアルまで考えてるなんて！　黄色系のパステルトーンの組み合わせって可愛かわいいし、黄色は食欲を増進する色っていうし、そこにミックスピクルスの赤緑オレンジのビタミンカラーが映えるわけだね！　アルフさんって、料理の天才なんだってば！』

「ははは。もっと誉ほめてかまわないよ」

『明日が楽しみだよ！　で……今作ったこのカレーはどうするんだってば？』

　と、メーカラが大きなバケツぐらいの大きさの寸胴鍋を指さす。最初からコンドミニアムのキッチンについていた鍋だ。

「さっきも言ったけど、勝負用のカレーは明日、その場で作るのがルールだからこれは使えないよ」

『だよね。……もったいないなあ』

「大丈夫、旅のお弁当に持っていくから。百人分ぐらいの量しかないから、陣じんと陣のお父っつぁんなら朝昼晩で食べつくしちゃいそうだしね」

『そっか。じゃ、これは冷蔵庫に入れとく？』

「冷蔵庫ねえ……。ほんとはおいしいカレーにするために、弱火で煮込んでおきたいところだけどね。明日のためにちゃんと寝とかないといけないし、無理かなあ……」

『あっ、アルフさん！　これがあるんだってば！』

　メーカラは台所のすみっこに置いてあった巨大な炊飯器を抱えた。レンタルを頼んだとき、炊飯器の炊きムラのクセを見るために一台だけコンドミニアムに届けてもらったのだ。

「炊飯器なんてどうするのさ」

『〈ゲーンの書〉に書いてあったのを思いだしたんだってば。じっくり煮込んだカレーが食べたいときは、炊飯器を使えばいいって。ふきこぼれずに生の材料からカレーが完成するし、保温にしてほっとけば、ずっと適温で煮込まれつづけるんだってば』

「それ〈ゲーンの書〉じゃなくて〈おばあちゃんの知恵袋〉とかじゃないのかい？　まあでもいいアイディアだね、カレーを入れてから一度〈炊飯〉にしておけば、炊飯器の中で腐ることもなさそうだし。けっこう頭が回るようになったじゃん」

　と、アルフはメーカラの頭をなでなでとなでた。誉ほめられたメーカラは嬉うれしくて、得意げに肩をすくめた。



　明けて翌日、正午前……王宮前広場サナーム・ルワンには立食パーティのようなロングテーブルが並べられ、大勢の人が集まっていた。テレビカメラが何台も来ていて、上空にはヘリコプターまで飛んでいる。

　ラマスンチームは、ラマスンがチェーン店から百人のコックを駆りだしていた。テレビカメラは、彼のところに集まっている。相変わらず黄金のコック服を来たラマスンは余裕の表情で、胸をそっくり返らせながら笑った。

『グッフッフ、超有名なこのわしが超無名な小娘の挑戦を受けるなど、最初から勝負の行方は火を見るより明らかだが、たまにはこんな余興もよかろう。お茶の間の皆様、今夜の夕食はご家族そろってカレーハウス・ラマスンでお金を落とし……じゃない、お食事をお楽しみください！　グッフッフ！』

　だが、なぜかカメラクルーたちはそわそわしている。メーカラチームのほうが気になっているようだ。それもそのはず、メーカラチームは百人のコックのかわりに、何百体という小さなゴーレム「小コーレム」たちが手伝っていたのだ。魔神モードのアルフは、メーカラと協力して、朝から作っていたカレーの仕上げをしていた。

『ぷきゅっ、ぷきゅっ、ぷきゅっ』

　コーレムたちも朝から、果物を切ったり野外調理用のプロパンガスのボンベを運んだり、今はお皿やスプーンを運んだりして、けっこうよく働いていた。トーレムは陶器になって焼きしめられているぶん体が小さくて役に立たないうえに、久々に仲間のコーレムたちがいっぱいいて嬉しくて、

『ぷきゃーっ♪　ぷきゃきゃーっ♪』

　と、興奮して叫びながら右往左往していたので、ほんとに全く役に立たない。でも可愛かわいい。カメラクルーたちが、それを見て驚く。

『見ろっ、あれ！　二足歩行ロボットか？　もしや、日本の○ピンダのア○ピモの新型かっ？』

『その割には筐きよう体たいがぞんざいな感じだが……気になるなあ、あっちを撮影したいなあ』

『踊ってるちっちゃいの可愛かわいいなあ。撮っちゃおうか』

『こらー！　もっとわしを撮影せんか、そのためにテレビ局の幹部に高い金をいやいやげふんげふん』

　ラマスンがあわてて咳せきこむ。

　通りがかった客たちも、コーレムの群を物珍しげに見ていた。

『ここって、ただでカレーが食べられるっていうイベントの会場よね？　ロボットショーじゃないわよね？』

　女性観光客二人が、顔を見合わせている。そこに、日中三十五度を超える灼しやく熱ねつのタイの夏まっさかりだというのに、シベリアのツンドラを思わせるひんやりした風がサッと通った。タキシードに身を包んだ、長身銀髪の執事ニコライだった。座ざ堂どう家のメイド長メアリー・サバントに仕込まれた優雅なクイーンズ・イングリッシュで、彼女らに声をかける。

『その通りでございます、お嬢様がた。果物をテーマにしたフルーティなカレーはビタミンＣもたっぷりで、タイの強い日差しからお嬢様がたの麗うるわしき真珠の素肌を守ることでしょう。ぜひとも、わがメーカラ・カレーを召し上がってみてください』

　ニコライの後ろには、手伝いに借り出されたタキシード姿の陣じんもいる。香港ホンコンで旅費を稼ぐためにオープンカフェをしたときの成功経験があるので、今回も総力戦で勧誘するという作戦に出たのだ。果たして、女性観光客たちは目をハートにし、ニコライにいざなわれるままにメーカラがわのテーブルにやってくる。そこでは、アルフとメーカラがコーレムたちと手分けしながら、忙しくカレーをよそっていた。

『ヘイらっしゃい！　メーカラカレー二丁、お待ちどう！』

　二人がカレーを受け取ると、双方のテーブルの中央に立てられた大きなボードのメーカラがわに、チュッタイと呼ばれるタイの民族衣装を着たアシスタントの美女が、タイの国花である黄色いキングサリの花を二つ貼はりつけた。チュッタイは長い巻きスカートの上に、インドのサリーに似た上着を着るものだ。

『お嬢様がた、お席にご案内いたします。お食事のあとでサービスのタイ茶チヤーをお持ちいたしますので、ごゆっくりお召し上がりください』

　ニコライの典雅な立ち居振る舞いに、周りの女性観光客たちのテンションが上がった。

『何これ！　カレーのイベントなんてダサいと思ってたら、執事喫茶だったなんて！』

『わたしは、あっちの若い執事を指名していいかしらァァ～ん？』

　熱い視線を向けられて、陣はギクッとする。

（いかんいかん、いくら人としゃべるのが苦手でも、アルフがこんなに頑張ってるんだから俺おれも協力してやらないと）

　陣はその一念で自分を奮い立たせて、女性たちに英語で声をかけた。

『あ、あの、お美しいお嬢様がた。お美しいお嬢様がたも、わがメーカラカレー特製、フルーツのオレンジカレーはいかがでしょうか。爽さわやかな甘酸っぱさが暑い夏の日にひとすじの清涼感を与えるうえ、豊富にふくまれるビタミンＣが強い紫外線によるダメージもリセットして、その麗うるわしいお肌をいっそうみずみずしくしてくれると存じます』

　さすがにニコライほど息をするように嘘うそをつけるまでには修業を積んでいない陣じんは、いっしょうけんめい頭の中で考えながら話す。

「プ」

　彼の隣で、メイド服を着て銀色の水さしを手に客の水くみをしていた聡さと子こが、無表情のまま小さくつぶやいた。

「本ほん田だ、今『プ』って言ったか？」

「ククク……別に。それより新あら木き先輩、もっと頑張らないとお父様に負けてますよ」

　聡子が指さした先には、いつものタキシード姿のシエラパパと、貸衣装のタキシードに身を包んだ大だい胡ごがいた。ひげの紳士二人組は、さりげにニコライより人気である。そうでなくても執事喫茶では「執事っぽい」ということで、シルバー人材が人気なわけだが、

『ボンジュール、コマンタレブー？　さあメーカラカレーのお席にどうぞ、トレビア～ンなマドモワゼル』

　と、シエラパパはセレブとして超一流のレストランでいつも食事している経験を生かし、完かん璧ぺきな執事として行動していた。大胡のほうは陣同様、こういうことには不慣れだが、

『こちらのお客様はどちらからお越しでしょうか？　ほうモンゴルから。それはそれはサェン・バェ・ノー（こんにちは）』

　と、持ち前の語学力を駆使してどこの国の観光客からでも注文を取りつけてくる。陣はムッとして、観光客の群れに突っこんでいった。

「父さんなんかに負けるもんか！　俺おれもどんどん声をかけるぞ、ハロー、ボンジョルノ、グーテンターク、サワディー、らっしゃいらっしゃい！」

「ククク……御ぎよしやすい方ですね」

　聡子は、黒い笑みを浮かべた。

　しかし、そんな執事たちよりもはるかに客寄せになっているのは何といってもメイド姿のシエラだ。ニコライには「ランプの魔神」であることを隠しているから、コンドミニアムでこっそり変身したのである。タイの灼しやく熱ねつの日中にメイド姿というのは苦行にも等しいが、天下御免の猫っかぶりであるシエラは汗ひとつかかずににっこり笑って客引きをする。

『ご主人様がた、お帰りなさいませ。メーカラカレー特製のフルーツカレーができております、ぜひお召し上がりくださいませ』

　おおお、とどよめきが走る。世界共通の支配力を誇るシエラの美び貌ぼうに引き寄せられて、世界中の観光客がフラフラとメーカラチームのほうに歩いてきた。

『う、美しい……。こんな可愛かわいいメイドさんに〈ご主人様〉と呼ばれたら、カレー百杯いけるかも……』

『食べます！　カレーいただきます！』

　男たちが波のようにメーカラがわのテーブルに押し寄せた。ラマスンを撮影して彼のＣＭをするために来ていたカメラクルーたちも、ついに抗しきれず、テレビカメラを向けた。

『美しい！　このバンコクで、本場・日本のメイド喫茶のメイドさんを見られるとは！』

『しかもこんな超絶美少女とは！　モノトーンの清せい楚そなメイド服や謙虚な立ち居振る舞いでどんなに押し隠そうとしても、セレブリティな気品がこぼれ出してくるッ！』

『こらー！　おまえら、わしを撮らんかー！』

　ラマスンが怒鳴ったが、カメラクルーたちは聞く耳を持たずシエラのほうへと殺到する。さすが、陣じんたち執事四人組をはるかに凌りよう駕がする恐るべき集客力である。陣は目を点にして、シエラのほうを見ていた。

（すごいな座ざ堂どう、さすがというか……ほんとに、あいつの綺き麗れいさってのはグローバルでインターナショナルなんだなあ）

　シエラはその視線に気づくと、怒ったように顔を赤くして、ぷいっとそっぽを向いてしまった。陣は「あれっ」と首をかしげる。

（見て悪かったのかな？　確かに、セレブの座堂が一般庶民を『ご主人様』って呼んでるところを見られるなんて、ふつうプライドが許さないか。なのにがまんして、アルフのために協力してやってるんだな……いいところあるじゃん。じろじろ見ないのが礼儀だよな、俺おれも嫌がらずにがんばろう）

　陣は優しく微笑ほほえんで、勧誘を続けた。

　確かに、セレブの誇りを殺してメイドになりきるのは、シエラにとっては屈辱だった。しかしセレブにとってそれ以上の屈辱は、「誰だれかに負ける」ことである。

（べ、別にアルフが活躍してるから、それに負けたくないとかじゃないんだから、庶民のくせに思い上がらないでよねっ！　わたしはただ、セレブの美学を侮辱したラマスンに負けたくないだけなんだからねっ！）

　誰にツッコミを入れられているわけでもないのに、シエラは脳内で勝手に想定ギレしていた。



　取りあえず、そんなシエラたちの努力の甲か斐いと、何よりもアルフが作ったカレーのおいしさから、客はどんどんメーカラチームのテーブルに流れこんでいった。メーカラチームのボードには、キングサリの花がいっぱいになる。すでに八百を突破していた。

　いっぽうラマスンチームの花は、まだ五百ほどだった。ラマスンはイライラし、コックたちの胸ぐらを数人まとめ、ひとっからげにしてつかみあげる。

『どういうことだ！　おまえらの店の客を最低十人ずつ来させるように言っておいただろう！　そのうえテレビ局に大金を積んで、朝のおしゃれ情報番組で一時間もＣＭを流したのに！　テレビカメラも呼びもどせ、もっとうちのカレーを撮らせんか！　なんであいつらは、メイドばっかり撮影しておるのだ！　確かに可愛かわいいが！』

『ちゃ、ちゃんと客には来るように言いましたよ！　だけど、客たちもみんなあっちの店に行っちゃったんです！』

『何だと！　わがカレーの信者になったはずの奴やつらが、なぜ！』

『だってあっちはちっこいロボットみたいなのがいて可愛いし、今はやりのメイド喫茶・執事喫茶体験ができるわけですし、眼鏡っ娘こメイドもなんか正体不明でいい感じですが、何といってもあのサラサラロングヘアのメイドさんの圧倒的な美しさといったら……』

『メイドなんぞ邪道だ！　料理は味だろうが！』

『ご、ごもっともですが……カレーハウス・ラマスンの信者になった常連客ということは、わが店のカレーは食べ飽きてるわけですし』

『食べ飽きるだと！　完かん璧ぺきにうまい〈ゲーンの書〉のカレーを食べ飽きることなどあるものか！　今回も、全すべての店で一番出ているダントツ人気メニューの〈手て羽ば先さきとたけのこのココナッツカレー〉を当ててきたというのに！』

『そりゃあ、フルーツカレーのほうが新しい感じがしますよう』

『なんだとー！』

『ベ、別にいいじゃないですか。勝負に負けたって、約束を守らなきゃいけないというわけでもないですし……』

『ばかもん！　わが〈カレーハウス・ラマスン〉のＣＭになると思ってテレビ局も雑誌も呼んであるし、何より今はインターネット時代だぞ！　観光客が自分の旅ブログに〈タイで一番おいしかったのは、雑誌で有名なラマスンのカレーじゃなくてメーカラのカレーでした、ミャハ☆〉とか書いたのを世界中の人間が見るのだぞ！』

『で、でも仕方ないですよ。あっちのメイドさんはすごく可愛くて上品で荘そう厳ごんで天使のように崇すう高こうで可か憐れんですから、正直われわれもここの手伝いが無ければ、あのニーソとスカートの隙すき間まに見える絶対領域を近くで拝見したいなーと……』

『バカモン、寝言を抜かすな！　何が天使だ、絶対領域だ！　メイド服ごときで客をたぶらかしおって！　よしわかった、ここはわしが一肌脱いでメイド服を着る！』

『そっ、それだけはやめてくださいー！』

　コックたちは悲鳴を上げた。そのとき、ラマスンはハッとして、コックたちをつかみあげていた手をはなした。コックたちは、石のタイルが貼はられた地面に落ちて尻しり餅もちをついた。

『待てよ……〈天使〉と言ったな？』

　ニヤリ、とラマスンは口ひげをなでた。

『そういえば〈メーカラ〉とは〈雷の天使メーカラ〉という意味なのだ。そして、わしの名ラマスンは〈雷神〉のこと。われらカレーの魔神はみな、雷に由来する名をつけられる……なぜならカレーの辛からさは稲いな妻づまが大気を切り裂くごとく人の舌を切り裂き、雷が地面を焦がすように人の舌を焦がすからだ。こんな大事なことを忘れておったぞ、グッフッフ……』

　ラマスンは不気味な笑い声を立て、地面に座りこんでいたコックの一人を立たせた。

『貴様。客のフリをしてメーカラのところへ行き、これをこっそり入れてくるのだ』

　ラマスンが彼に手渡したのは、親指ほどの大きさしかない小さな瓶だ。透明の瓶の中には、真しん紅くの液体が入っていた。コックは不安になって、息をのんだ。

『い、いけません、ラマスン様！　仮にも料理人が毒を入れるなんて……！』

『毒ではない、それは〈ゲーンの書〉に記された辛味魔法で作った香辛料〈超絶激辛ジョロキア〉だ。これを一滴入れるだけで、どんなカレーも三百倍カレーの辛さになるのだ』

　ジョロキアはハバネロより三倍辛い、地上最辛の唐辛子だ。ラマスンはこの鬼のように辛い唐辛子にさらに辛味を増す魔法をかけ、超絶激辛ジョロキアとしたのである。コックは、聞くだけで舌が腫はれてきそうな錯覚を起こして、息をのんだ。

『さ……三百倍カレーとは、すさまじい……グ○ピコの激辛レトルトカレー〈○ＥＥピー〉でも、辛さ増強ソースをかけてすら上限四十五倍だというのに……！』

『完食できなければカウントはされぬ、これでわしの勝ちだ！　ゲーンの書は誰だれにも渡さん、わしの野望は誰にも邪魔させん！　同じ一族だと思って、ゲーン村を放置していたのが仇あだになった。この勝負が終わればわしのカリスマ度はいよいよ増す、その勢いでゲーン村を排除し、わしの野心を邪魔する禍根を断つとしようぞ！』

　ラマスンは腹を抱えて笑った。



　超絶激辛ジョロキアの小瓶を渡されたコックは、私服に着替え旅行者の群れに混じって、メーカラチームのカレーを受け取りに行った。

『ヘイらっしゃい！　カレーお待ち！』

　アルフが、朝からずっと働き続けているというのに疲れを見せない笑顔で威勢良く言いながらカレー鍋なべからおたまじゃくしでカレーをすくい、皿に盛ったライスにぶっかける。長時間の立ち仕事も食堂の手伝いで慣れているのだろう。長い棒で焦げないようずっと鍋をかき回していたメーカラのほうは、疲れてへとへとだった。コックの目がキラリと光る。

『お疲れですね。タダ飯をいただくのも心苦しいので、交替してさしあげましょうか』

　と、彼は調子の良いことを言いながら、メーカラが鍋をかき回していた棒を手に取った。三個あった寸ずん胴どう鍋なべのうち、二個はすでにからっぽになっているので、残りは一個のみだ。それも、すでに半分無くなっている。コックは棒を握った手に隠した瓶から、こっそりカレーの中に超絶激辛ジョロキアを垂らした。

『あっ、いっいや、大丈夫だってば！　登録メンバー以外の人が手伝ったら、ルール違反になるんだってば！　もうすぐ終わるから、大丈夫なんだってば！』

　メーカラは焦って、コックから棒を奪いかえす。コックは手の中に小瓶を隠して言った。

『それは失礼、では自分のカレーをいただくとしましょう』

　コックはカレーを手に持つと、テーブルのほうへ向かう。彼の後ろには客がずらりと並んでいて、うきうきしたようすで話しあっている。

『友達から携帯で連絡があったんだ、王宮前広場サナーム・ルワンですごくうまいカレーがタダで食えるって。それで、飛んできたんだよ』

『俺おれも！　甘酢っぱくてフルーティで食べやすいんだってな、三口で食っちまうかも』

　客たちの声を背中で聞いて、コックはぶるぶる震える。とてもカレーに手をつけられない。気づいて、ニコライが声をかけた。

『もしもし、ご主人様。お加減がお悪いのでしょうか？　カレーは完食しなければカウントになりませんので、もしギブアップでしたらそのように……』

『あ、いえ！　だ、大丈夫です！』

　コックがそう言った後ろで、カレーを食べはじめた客たちの悲鳴が上がった。

『うぎゃー！　辛からいーっ！』

『水水水！　水くれ水！』

　あちらでもこちらでも悲鳴が上がった。のんびりペースで仕事をしていた水くみの聡さと子こは、とたんに大忙しになって右往左往した。コーレム数体が頭の上に水さしを乗せて手伝いはじめたが、いかんせん泥人形なので、灼しやく熱ねつの中、水さしについた大量の水滴のせいでドロドロと溶けてしまった。聡子が冷ややかに泥のかたまりを見下ろす。

「ああ、さすが座ざ堂どう先輩の魔法。肝心なときには、さっぱり役にお立ちにならない」

「なんですってー！」

　シエラが怒る。どうどう、と聡子が両手を前に出して彼女を制止した。

「まあまあ。大丈夫ですよ。カレーの魔神と喧けん嘩かするのは気が乗りませんが、わたしの『死者の書ネクロノミコン』を使えば、たちまち賃金の要らない労働者が」

「食べ物を出す仕事に、腐った生骸ゾンビなんて使えるわけないでしょ！　保健所の営業停止を喰くらうわよ！」

「生骸ゾンビが使えない理由が現実的過ぎて驚きました」

『おいちょっと！　水はまだかっ、こんなカレー食えないぞ！』

　客から悲鳴じみた叫びが上がり、聡子はあわてて水をくみに行く。シエラも、非常事態のようだと察して水くみの手伝いをはじめた。この状況を見て、今まで体が小さいため傍観に回っていたトーレムが奮起した。

『ぷっ、ぷきゅー！』

　トーレムは小さなエプロンドレスとヘッドドレスをきゅきゅっと装着し、コーレムの残ざん骸がいである泥の上に乗っていた水さしを必死の思いで持ちあげて、よろよろしながら水くみに回った。トーレムは陶器だから、水がついても溶けないのである。

『ぷ～……ぷきゅっ、きゅきゅきゅぅぅ……っ！』

　小さな体に対して大きすぎる水さしを、トーレムは必死に背負っている。シエラパパが、感心してひげをなでた。

「ほほう、がんばっておるな、トーレム。すっぱだかにエプロンドレスとヘッドドレスとは、なかなかお客様サービスをがんばっているではないか、はっはっは」

「がんばってるのはそっちじゃないわ、バカなこと言ってないでパパも手伝いなさい！」

　シエラが怒って、シエラパパの顔面に水さしをたたきつけた。

　あちこちから阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が上がっているのを見て、陣じんはアルフのもとに駆けつけた。アルフとメーカラは異常事態に動揺し、カレーを必死に混ぜながら味見している。

「アルフ、いったい何があったんだっ？」

「わからないよっ、急にカレーがめちゃくちゃ辛からくなったんだ」

『あ、あたい、きちんと混ぜてなかったのかな？　底のほうに香辛料が沈んで、最後のほうのカレーが辛くなっちゃったとか……』

　メーカラはおろおろする。陣は、キングサリの花が貼はられたボードに目を向けた。メーカラ・チームのボードの花は、すでに九百を突破している。あと百皿弱……なのだが、今食べている客が誰だれも完食できずにリタイヤしているため、新しい花が追加されない。そのあいだに、ラマスンチームの花がどんどん数を増して追いあげてくる。タダでカレーを食べるために集まってきた客が、メーカラチームのカレーが食べられないと聞いて全員ラマスンのほうへ行ったため、倍の速度で客が増えているのだ。

　メーカラチームのカレーが一皿も増えない以上、このままではすぐに追い抜かれて負けてしまうだろう。まったく想定外の事態を前に、アルフとメーカラはおろおろしている。だが陣は、冷静に考えて口を開いた。

「混ざってなかったってことはないさ、ほかの二つの鍋なべは大丈夫だったんだから。アルフ、ほかの二つの鍋のカレーはもう残ってないのか？」

「うん、ぜんぶ空っぽ。今から作っても、煮こみ時間が一時間はないとおいしくならないから、間に合わないし……」

　そのとき、メーカラがポンと手をたたいた。

『あっ、アルフさん！　百人前のカレーならあったんだってば、きのう最初に作ったあれが炊飯器の中に！』

「だめだよ、『その場で作ること』ってルールじゃないか。でなきゃ、三つ星レストランのカレーをもらってきて『オリジナルの自作カレーです』って言ったって通っちゃうよ。まああたしのカレーは、三つ星レストランのカレーよりおいしいわけだけどさ……それに、取りに行くにしてもコンドミニアムまで往復十二キロだよ？」

『タクシーで行けば……ああ、だめだ。道路が渋滞しまくりでタクシーが使えないから、スカイトレインができたんだってば！　そして、この近くにはスカイトレインの駅も無いんだってばああ！』

　メーカラは頭をかかえてしまった。

　ラマスンチームのほうから、わっと歓声が上がった。彼らのカレーが九百皿を突破し、メーカラチームを追い抜いたのだ。メーカラはへなへなと地面にへたりこんでしまう。

『もう終わりだってば、〈ゲーンの書〉が取り返せなきゃ村が滅んじゃうんだってばあああー！』

「っていうより、あんなやつがカレーで世界を独裁してしまったら、世界が滅ぶんじゃないのかい」

　と、アルフが憎々しげにラマスンのほうをにらんだ。

「ただのおいしいカレー対決でウマウマだと思ったのに、世界の存亡まで行くのかよ。まいったな……」

　陣じんは額を押さえ、目を閉じて考えこんでしまう。

　その瞬間、まぶたの裏に、翼を持った虹にじ色いろの蛇がきらりと身をひるがえして飛ぶ幻が見えた。黒く曇ったような頭の中が虹色の蛇に切り裂かれて、ホウキではかれたようにサアッと明るくなり、青空から光がもれてくるのが見えた。

「……そうだ！」

　陣はぱちっと目を開き、アルフに言った。

「大丈夫だ、何とかする。百人分のライスを確保しておいてくれ、ライスだけでいい！」

「ライスだけ？　……よく判らないけど、何か思いついたんだね。陣の『ソロモンの知恵』、信じるよ」

　アルフはニコッと笑う。この状況でも、何も聞かずに信じてくれるアルフの気き風ふうの良さが、陣は心地よいと思った。

「じゃあ待っててくれ！　座ざ堂どう、ちょっと来てくれ！」

　陣は、水をくんでいたシエラの腕をつかみ、少し離れたところにあるしげみの陰へ引っぱっていった。彼の突然すぎる行動にシエラは焦って、目を白黒させる。

「な、な、何よ！　負けそうだってときに、こんなところに連れてきて！」

　ひそひそひそ、と陣はシエラに耳打ちした。ぷりぷりしていたシエラの目が、点になった。

「……あったまいい。冴さえてるじゃない」

「頭の中を蛇が走った。たぶん、カンボジアで蛇神ナーギに知恵をつけてもらって、ちょっと『賢いレベル』が上がったんだろう」

「わかったわ、やってみる」

「ありがとう、座ざ堂どう」

　陣じんは、ソロモンの指ゆび環わを中指にはめた右手でシエラの頭をなでた。ヘッドドレスが扇形のゲージメーターのように光り、ふわっとした光の粉がこぼれてシエラの全身を包みこむ。

「あら？　けっこう感謝ゲージが上がってるじゃない」

　シエラは期待して魔法書を開く。そこには新しい呪じゆ文もん「石魔法ハジヤル」が刻まれていた。

「石魔法ハジヤル！　前の魔法書のとき、呪文だけ出て使わないまま魔法書を盗まれちゃった、あの呪文だわ！　やっと元のレベルまで戻ってきたんだわ！　やったーやったー！」

　うれしそうなシエラを見て、陣は少し後ろめたい気持ちになる。

　シエラはランプの魔神、「火」の属性だ。その彼女がどんなに「土」属性の呪文を集めたところで、ろくな戦力にはならないのではないか……という懸念が、陣には常につきまとっていた。しかし、一生懸命なシエラにはがっかりさせそうでとても言えず、かといってこれから激しくなるかもしれない戦いの中にそんな彼女を参加させて大丈夫なものだろうかという心配もあり、陣はこのところずっと悩みつづけていた。

　陣が暗い顔で考えこんでいるのを見て、シエラが声をかける。

「ちょっと、庶民。ほんとに感謝してるの？　いえ、新しい呪文が出てきたんだから、感謝してるんだろうけど。それにしては、どうしてそんな暗い顔をしてるわけ？」

「あ……いや、感謝してるさ。変身を解いたあとで働いてもらうから、感謝の前払いさ」

　陣が微笑ほほえんだ。その笑顔を見て、シエラの白い顔が赤くなる。

「かっ、勘違いしないでよ！　べっ……べつに、庶民の命令に従う気なんて無いんだからね！　セレブの辞書に『敗北』の文字は無いだけなんだからっ、ラマスンなんかに負けたくないって、それだけよ！」

「なんでいきなり怒りだしてるんだ、おまえは」

「怒ってないわよっ！」

　と、シエラは激怒した。

「とりあえず、手順はわかったな。俺おれはアルフのところに戻るから、あとは頼んだぞ」

　陣はランプを持って、バタバタとアルフのほうへ走っていった。シエラはムッとする。

「ふんだ……何よ、アルフアルフって。わたしのほうが、ずっと役に立つってところ、見せてやるんだから！」

　ぷんすかぷー、とシエラは頬ほおをふくらませ、

「行くわよ、トーレム！」

　と、トーレムをエプロンのポケットにねじこむと、紫色の煙と化した。煙は、陣が持っているランプのもとへ飛んで行き、吸いこまれる。ランプの口の周りには、まだ紫色の煙が滞留していた。シエラがランプから登場するときと戻るときの二度、煙が消えるまでの数分ほど、シエラのもといた場所とランプとの間にゲートがつながるのだ。

「シエラ、行ったんだね。うまく行くかな？」

　アルフが心配そうに、陣じんにたずねた。

「ああ見えて座ざ堂どうはやればできる子だから大丈夫さ、それよりライスをどんどん持ってきてくれ。『煙』が消えるまでが勝負だからな！」

　陣はそう言って、ライスの上に、なぜか「魔神のランプ」をかかげた。



　賢明な読者の皆様は、陣の作戦について察しがつかれたことだろう。

　果たして、変身が解けたシエラはもとのコンドミニアムの部屋に戻っていた。召喚を解除されると、最初に召喚された場所に戻るのがランプの魔神の法則なのである。

「行くわよ、トーレム！」

『ぷっきゅー！』

　二人はキッチンへ走っていった。トーレムはテーブルの上に置かれた炊飯器のコンセントを引っこぬき、その間にシエラはニコライが使っていたワゴンを転がしてきて、

「うーんっ、……うぅうんっ……お、重いっ……！」

　二十リットルのカレーが入った炊飯器をワゴンの上に移動させようとしたが、非力なシエラは頼りない声を上げるばかりだ。トーレムが手伝って、何とか移動に成功した。

　そのままワゴンを転がしてもとの部屋に戻ると、ほわほわと滞留している紫色の煙に向かって、シエラはトーレムと力を合わせ、炊飯器を傾けた。

「ううう……よっ、よいしょーっ！」

　一晩中保温されて、アツアツの上に長時間煮込まれたおいしそうなカレーが次々と煙の中に吸いこまれていく。全すべて注ぎ終えると、力を出し切ったシエラはその場に座りこんだ。

「はあっ、はあっ、はあっ」

　さすがにシエラには重すぎたらしく、息が上がってしまう。トーレムがテテテッと駆け寄って、シエラの額を小さなハンカチでふきふきした。

「ありがとう、トーレム。あとは、アルフたちしだいね」

『ぷきゅ～……』

　トーレムは心配そうに、煙の中をのぞきこんだ。



　いっぽう、カレー対決の会場では大変なことになっていた。

　陣の手のランプから、滝のようにカレーが吹きだしていたのだ。アルフとメーカラが手分けして、次々にライスの皿でそれを受ける。できあがったカレーは、ニコライたち執事四人組と聡さと子こがどんどん取りあげて、先のカレーが辛からすぎて食べられず水を飲んでも口の熱さが止まらなくて苦しんでいた人々のもとへ運んでいく。

『どうも失礼いたしました、お客様。カレーを交換いたしました。新しいカレーならば、さぞかしおいしいものと自負しております』

　と、彼らはうなだれている客の前にどんどんカレーを置いていった。

　客たちは最初、「どうせまた激辛だろう」という、一歩引いた目で見ていた。しかし、匂においがいかにもおいしそうである。ついついスプーンが伸びてしまう。口にぱくりと入れた。その瞬間、どよめきが起こった。

『おいしい！』

『うまい！』

『ンマ～イ！』

「今、藤子不○ピ雄先生がいたような……」

　陣じんが思わず会場を見まわす。今までのアルフのカレーも絶賛されていたが、それをはるかに超える大絶賛の嵐あらしが吹きまくった。作りたてのカレーではなく、ゆっくり一晩煮込んだカレーなのである。一晩おいただけのカレーでも百倍ぐらいおいしくなるのに、一晩煮込んだカレーならば五百万倍おいしくなるのだ。食べていた人々があまりに大絶賛しているので、ラマスンのテーブルに並んでいた人々の列が乱れた。

『何だ、すごくうまそうだぞ！』

『あと百食もないぞ！　急がないと無くなるぞ！』

　彼らはいっせいに駆けだした。ラマスンが蒼そう白はくとなる。



    

  
    
      



    

  
    
      『な、何だ、いきなり何がどうなっているのだ！』

　彼は、焦った目をボードに向けた。メーカラチームがどんどん追い上げているが、ラマスンのほうもあと十個弱で終了というところまで来ている。

『そうだ！　コックども、白衣を脱いで一般人のフリをしてカレーを食え、百人もいるんだから十人ぐらいバレはせん！　一気にぶっちぎるぞ！』

　ラマスンはどなった。だが、返事は無い。シーンとしている。

　怪け訝げんに思ってテーブルのほうに視線を戻すと……百人のコックは、誰だれ一人いなくなっていた。全員、先を争ってメーカラチームのテーブルへと走っていたのだ。

『なっ……何ぃいーっ！』

　ラマスンは呆ぼう然ぜんとする。コックたちは押し合いへし合いしながら、アルフに手をのばした。

『カレーをくれ、頼む！』

『俺おれが先だ！　カレーを！』

　陣じんはいっしょうけんめいカレー用ソースポットでカレーを注ぎつづけていたが、流速が落ちた……と思ったとたん、カレーが尽きた。テーブルの上に並べてあったライスも、無くなっている。アルフは目を輝かせた。

「終わった！　千食、全部はけた！」

　民族衣装のアシスタントが、最後のキングサリの花をメーカラチームのボードに貼はった。花の数も、ちょうど千。対してラマスンチームの花は九九二で、一歩及ばなかった。

『あ、ありえない……わしが負けるなんて……！　〈ゲーンの書〉のカレーが……負けるなんてっ！』

　ラマスンは、その場にへたりこんだ。食べられなかった客たちが、やいのやいのと騒いでいる。テレビカメラとインタビュアーがアルフに勝利インタビューを求める。アルフが、カメラに向かってにっこり笑い、英語で語った。

『大丈夫、このカレーのレシピはメーカラに教えたからゲーン村で食べられるよ。そのうちゲーンの村の人たちがレトルトカレーとして売りだすから、地方の人や外国の人も大丈夫。お茶の間の皆さん、ゲーン村の超おいしいフルーツカレーをどうぞよろしく！』

　その場にいた人々も、お茶の間で放送を見ていた人々も、思わずゴクリとつばをのんだ。

　いっぽう、ショックでまだ動けないラマスンの前に、メーカラがやってきた。

『さあ、ラマスン。〈ゲーンの書〉を返してもらうんだってばっ！』

　ラマスンは彼女をにらみ、悔しそうに歯ぎしりをした。

『な、生意気なっ……！　勝ったつもりでいるようだが、まだわしには〈ゲーンの書〉があるのだぞ！』

　ラマスンは、ゲーンの書を開いてどなった。

『バンコク中のわがチェーン店から集まり来たれ、わしに逆らう者どもを皆殺しにするのだ〈カーレム〉っ！』

　メーカラはギョッとする。ラマスンは勝利を確信して、ニヤッと笑った。

　だが……何も起こらなかった。唯一、わずかに残ったラマスンのカレーが鍋なべからちょろちょろと這はい出てきて、人の形を取るだけのパワーも無く、スライムのように這いずって逃げていっただけだった。ラマスンは、ガーンとショックを受ける。

『なっ、何ーっ！　なぜだっ、なぜ〈カーレム〉が現れぬっ！』

「簡単なことさ」

　と、陣じんがメーカラの隣に立った。彼の右手には六ろく芒ぼう星せいを刻んだ黄金の「ソロモンの指ゆび環わ」が光り、左手には魔法のランプを持っている。

「あんたたちカレーの魔神の『魔力』の源は、カレーをうまいと思う人々の感動や賛辞だった。今まであんたのカレーに向けられていたそれが、今はアルフとメーカラのカレーに向けられてる……そういうことさ」

『納得できん！　どうして〈超絶激辛ジョロキア〉が入っているはずのカレーを、皆がパクパク食べることができたのだ！』

『ああ、あの辛からさって〈超絶激辛ジョロキア〉だったんだってば？』

　ポン、とメーカラが手を打った。陣が眉まゆをひそめる。

「っていうか、なんで食ってもないのにそれがわかるんだ？　さては、カレーが突然辛くなったのは、メーカラのかき混ぜ不足なんかじゃなかったんじゃ？」

『うっ、うるさい！　ズルをしたのはそちらではないかっ、おまえが手に持っているそれは〈魔法のランプ〉ではないのか！』

「ははは、魔法のランプとはまた、魔神だけに夢があるなあ。どこからどう見ても、カレー用ソースポットじゃあないか」

『嘘うそをつけ！　なぜカレー用ソースポットにフタがついておるのだ！　インチキだ、勝負のやり直しを要求する！　このインチキを明らかにし、わしの権力でマスコミを買収して貴様らを叩たたけば、人々の〈崇すう拝はい〉は再びわしの手に……』

　ラマスンのことばが終わるのを待たず、陣はテーブルの上にあった胡こ椒しようの小瓶を右手に取ると、天使語の呪じゆ文もんをとなえた。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　胡椒の瓶が電球のように光を放ち、光は竜のようにらせんを描えがきながら天に向かって伸びる。光の筋から鋭い牙きばが生えた巨大な口が開いて、ラマスンを飲みこんだ。

『あ～れ～っ！』

　光はくるりときびすを返し、胡椒の瓶の中に再び吸いこまれていった。「ゲーンの書」だけが飲みこまれずに、ぽとりと地面に落ちる。光がおさまると、瓶の中でガラスの壁をドンドンと叩いている小さなラマスンの姿が現れた。

『わー！　出せー！　はっくしょん！』

　瓶の中は胡こ椒しようでいっぱいなので、ラマスンはくしゃみが止まらない。メーカラはゲーンの書を拾いあげて、ぎゅっと抱きしめた。

『〈ゲーンの書〉……やっと戻ってきたんだってば！』

「すごいねえ、『封印の呪じゆ文もん』ものすごく久し振りに見たよ」

　インタビューが終わり、アルフが陣じんのもとにやってきた。

「ずっとアークダイモンが相手で、俺おれの力じゃ歯が立たなかったからな」

「ラマスンが『崇すう拝はい』を失って魔力が弱まったってのもあるだろうけど、陣自身の魔力もさりげに上がってるのかもしれないね。あたしも、ペルシャに近づくにつれ体にエネルギーがわいてくるような感じがするわけだしね」

「剣の魔神の故郷だから？」

「厳密に言うと、剣の魔神の先祖が生まれたのはペルシャのもうちょい西でイスラエルの手前、シリアなんだけどね」

「ああ。シリアの『ダマスク鋼』は、古代から世界一鋭い刀剣の材料として有名だもんな。今でも包丁とかハサミとかの刃物の生産が盛んらしいし……」

「それとダマスクローズ、香水の原料になる薫り高いバラだよ。バラと剣の地、そこがあたしたちの故郷。その近くに行けばあたしたち剣の魔神の魔力が最大になる、ホームグラウンドみたいなものなんだ」

　微笑ほほえんだアルフの笑顔が、いつものチャキチャキの江え戸どっ子こという雰囲気ではなくずいぶん神秘的に見えて、陣は少しとまどった。

（そうか。つい忘れがちだけど、アルフも古代の魔神の末まつ裔えい……。俺が楔くさび形がた文字の中に追い求めている歴史を、脈々と引きついでるんだなあ……）

　陣は感嘆したような感動したような、ぽかーんとした表情でアルフを見つめた。アルフは浅黒い顔を赤くして、

「なっ、何ひとの顔じろじろ見てんだい！　らしくないじゃないか、陣！」

　と、無理に気き風ふうの良い笑顔を作り、陣の肩をはたいた。そこに、聡さと子こがやってきた。

「ずいぶん、仲がおよろしいですね……」

　彼女のテンションが低いのはいつものことだが、ちょっと面白くなさそうなオーラを出しているような気がして、陣はフォローする。

「べ、別に！　歴史のことを、ちょっと考えてただけで！」

「で、こいつはどうするのですか……？　アルフさん、食べられます？」

　陣が手にした胡椒の瓶を指さしながら、聡子がたずねた。ラマスンが、びくーっと身をこわばらせる。アルフは、首を横に振った。

「要らないよ、これっぽっちの魔力になっちまった奴やつを食ったって腹の足しにならない」

「わかるわかる。キャベツの千切りってカロリー低いから、消化に必要なエネルギーのほうが大きくて、食べれば食べるほど腹が減るんだよなあ」

　陣じんは腕組みをして、うんうんとうなずく。聡さと子こが感情の無い声で、つぶやく。

「そうですね……『崇すう拝はい』を失った魔神など、千切りキャベツにも勝てぬ存在。妖魔ダイモンも神も、その魔力のもとは人の心、崇拝や畏い怖ふなど人の意思で作られているのです。古代の遺跡に残る死んだ神々の像のように、誰だれも信じなくなればどんな偉大な神も石のかたまり……『偶像』にすぎません。逆に言えば、人の心が集まれば、神よりアークダイモンより強い力を生みだします。ですから『偶像崇拝』であるわたしは、人が本気で信じているのならばイワシの頭でも苦手ですし、そんな人間の思想が詰まった『本』には強大な魔力が秘められている……ということです」

　ちらり、と聡子がメーカラに視線を向けた。メーカラは青ざめて、「ゲーンの書」をぎゅっと胸に抱く。

『だ、だめ！　これはだめだってば、せっかく取り返したのに！』

「ちぇっ。……まあ、わたしにはもっと欲しい本がありますし……料理の本は基本的に読まない主義だから、良いのですけれどね」

　以前シエラの魔法書を無理矢理うばった聡子にしてはずいぶんあっさり引き下がったので、陣は内心ホッとした。

　聡子の親友・安あん藤どう奈な津つは家庭科部の部長で、料理など家庭科関係のうんちくを人に教えるのが好きだ。人間の歴史上のあらゆる書物を読み、世界中の知識を吸収してきた聡子だが、奈津のお株だけは奪わないようにしていた。周りの誰も、自分自身も、そんな気づかいに気づいてはいないのだが……。ちなみに、聡子がいつも「死者の書ネクロノミコン」を入れているポシェットも、奈津とお揃そろいで買ったものだ。奈津の好きな、キモブサ系のカエルのイラストが描えがかれたものである。

　聡子がすんなり諦あきらめてくれてメーカラも胸をなでおろし、陣から胡こ椒しようの瓶を受け取った。

『ところで……これって、陣さんが封印を解かないと出てこられないんだよね？』

「そう。ランプと同じシステムなら、俺おれが指ゆび環わをはめた手でこすれば出てくるはずだ」

『じゃあ、陣さんが旅を終えて帰ってくるまでここで反省しておいてもらうだってば。二度と、みんなが大好きなおいしいカレーを悪事に使おうなんて思わないように』

　メーカラがくすくす笑った。ラマスンが泣きながら、瓶の中で暴れている。陣が帰ってこられなかったら、ラマスンは永遠に瓶の中だ。陣は、さすがに少し自信が無くなった。

「あ、あのさ……たぶん、今のメーカラなら『賛辞』を集めてるから、カーレムぐらい作れるだろ？　こいつは瓶から出してやるから、カーレムに連れて行かせたほうが……」

「なに弱気なこと言ってるんだよ、陣。当然、陣は『生きてまたここに帰ってくる』に決まってるじゃないか」

　アルフが明るく言って、陣じんの肩を叩たたいた。メーカラもこくこくとうなずく。

『そうだってば、そのときにはうちの村でゆっくりカレーを食べてってだってば。それにラマスンは人のカレーに〈超絶激辛ジョロキア〉を入れるような油断ならないやつだから、お人好しなゲーン村の人たちがまた騙だまされちゃうかもしれないし。胡こ椒しようの瓶の中で反省するのが、お似合いなんだってば』

『そんなぁぁ～！』

　胡椒瓶の中で、ラマスンが泣き伏した。それでも、陣はどうもまだすっきりしない。

「でもなあ……万が一ってことがあったら、このままじゃ気の毒だと思うんだ。ソロモンの封印がかかってるから、フタを開けたり瓶を割ったりはできないだろうし」

「そんな弱気モードじゃだめだよ、勝負に勝つにはまず勝つ気モードで行かなくちゃ！」

『そうそう、アルフさん、あたいのこともそう言って励ましてくれたんだってば。だから、あたいたちはラマスンに勝てたんだってば。負ける気になったときが勝負に負けるときなんだってば、陣さん』

　メーカラがニコニコしてそう言ったので、慎重な陣の心も少しほぐれた。

「そ、そうかな。安心して大丈夫、かな」

「大丈夫さ、このアルフ様がついてるんだから大船に乗ったつもりでおいでよ。あたし、この旅が終ったらアルフライラのメニューにこのフルーツカレーを加えて大人気メニューにして、バイト代いっぱいもらうんだ……」

　アルフが楽しげに目を細めて、青い空を見上げた。

「ちょ……アルフ、それ死亡フラグだろ。縁起でもない」

　映画などで「俺おれこの戦争が終ったら結婚するんだ……」などと言ったキャラは、たいてい死ぬ。死ぬことが運命づけられた発言をしてしまうことを指して、特定の行動をゲーム内で行うことである条件をクリアするという意味の「旗フラグを立てる」という語から「死亡フラグ」と呼ぶのである。ちょっと役立つ豆知識。

「だから心配要らないって。死神が来たって、あたしのシャムシールの餌え食じきにして食っちまって、魔力の足しにしちゃうさ。死神は『神』がついてるぶん、けっこう食いごたえありそうだし」

　にっこり笑うアルフの顔を見て、陣もつられて苦笑する。

「アルフだと、あり得そうで怖いなあ」

『大丈夫だってば、アルフさんなら！』

　メーカラが念を押して言った。そこに、ニコライが青い顔をして、小走りにやってきた。

「すみません、皆様。シエラお嬢様はどこにいらっしゃるか、お見かけでは？　水を汲くんでおられたのに、カレー対決がラストスパートになって、気がついたときにはどこにも……もしや誘拐でもっ？　そんなことになればこのニコライ・パブロフ、犯人どもをわがサーベルの露としてくれる！」

　あっ、と陣じんは小さくつぶやいた。シエラの召喚を解除してコンドミニアムに戻ったことを、ニコライは知らないわけである。陣は、不器用ながらも架空の話をつむいだ。

「あ、あの、座ざ堂どうは先にコンドミニアムへ帰ったんだ。暑くて夏バテしたんだと思う」

「ホテルへ帰ったっ？　お一人で帰らせたのですか、なぜ使用人がこれだけいて、誰だれ一人シエラお嬢様にお供しなかったのです！」

「設定が違う。俺おれたちは誰一人座堂の使用人じゃないし」

　シエラのことが心配で鼻息が荒くなっているニコライを、陣はどうどうと鎮めた。

「それにトーレムがいっしょだし、大丈夫だろ」

「とにかくわたくしはすぐコンドミニアムに戻ります、あとはよしなにお願いします！」

　ニコライは、バタバタと走りだす。アルフがその背中を見送って、目を細めた。

「ニコライはよほどシエラが心配なんだねえ、まるで騎士ナイトだね。背は高いし顔は美形だし紳士だし、シエラはニコライのことどう思ってるのかな？」

「紳士でなくても、座堂のことは何かと心配だがな」

　陣が、なぜか嫌な予感がして、青ざめた顔でボソッとつぶやいた。



　果たして、陣のカンは当たっていた。コンドミニアムの部屋で、シエラは思いっきり激怒していたのだ。

「何なのよっ！　重いカレーをがんばって送ってあげたのに、お礼の電話も勝敗報告も何も無いなんて！　とっくに魔法のランプの煙は消えているから向こうには行けないし、テレビのチャンネルの合わせかたはわからないし！　いったいわたしたちのチームは勝ったの負けたのっ？　わたしがこんなにがんばってあげたのに、庶民のバカー！　わーん！」

　シエラはベッドに突っ伏して、泣きだした。タクシーででも王宮前広場サナーム・ルワンに戻りたかったが、陣の命令を待っている状態なので動けない。つまり泣くぐらいしかすることがないし、だからこそよけいに泣きたい気持ちになるというわけだ。

　いつもはチャキチャキの江え戸どっ子こであまり陣にもベタベタしていなかったアルフが、今回はカレーすなわち食べ物という陣との共通の話題があったことで、少しばかり接近しすぎではないか……という懸念も、シエラの胸の中でうずまいていた。

（庶民はセレブにひれ伏すものなのに、セレブであるわたしじゃなくアルフの前にひれ伏すなんて、どういう心がけなのっ？　カレー支配をたくらんだラマスンの気持ちも、ちょっとはわかるわ。庶民はわたしだけにひれ伏して、わたしだけを見てればいいのよ！　帰ってきたら、どちらが家来でどちらがご主人様か、思いださせてあげるわ！）

　自分がその設定を思いだす気がさらさら無いシエラは、ベッドのシーツを涙で濡ぬらしながらぶつぶつと文句を言っていた。

　遠く離れた王宮前広場サナーム・ルワンにいる陣じんは、何だかよくわからないけれど背中に氷水を注がれたように感じて、ブルルッと震えあがった。



　ところで、最初のほうにちょろっと出たっきりだった「サロメ」は追跡もサボってどこに行っていたのであろう。

　彼女はずっと、バンコク上空にいた。陣一行はずっとカレーを作っているし、バンコクにはラマスンのカレーチェーン店が林立していたので、彼女にとっては、まさに全土がカレーの結界となっていたのだ。

「ふん……あの『呪のろわれた液体』対決は『ソロモンの知恵者』どもが勝ったのか」

　化石の翼竜の背に座って、サロメは地上を見下ろした。その上を飛びまわっている由ゆ利り鎌かま之の助すけのドクロがツッコミを入れる。

『あの食べ物の正式名称を覚えていただけていないようなので僭せん越えつながらお教えいたすが、〈カレー〉でござる』

「知っている！　口に出すのもおぞましいだけだ、そなたも言うなっ！」

　サロメは両耳を押さえて、ぶんぶんと首を横に振った。

「だが、結果的にあの呪われた液体を販売する店を全世界に広げようとしたあの男が敗北し、わらわが有利になったわけだ。愚かなやつらよ、敵にカレー粉……ではない、塩を送るとは。フフフ……」



    

  
    
      



    

  
    
      『そうでござるな。それに、すでに〈罠わな〉は仕掛けてあるでござる。次なる地……インドがやつらの墓場となるでござろう』

「そうだな。タイではあの呪のろわれた液体のおかげでわらわの動きが封じられたが……インドでは、『偶像崇すう拝はい』の力が封じられる。やつらが少々力をつけようが、勝てはしない……フッフフフ」

　サロメの真しん紅くの目に、邪悪な輝きが宿っていた。



　日本からヘロディオンまで、九〇〇〇キロ。

　シエラたちの現在地、バンコク。ヘロディオンまで、あと六九〇〇キロ……。



    

  
    
      



第二話　屍し鬼きはガンジスに舞う





　インドについてよく言われることに、「インドには三つの季節がある。暑い季節ホツト、もっと暑い季節ホツター、最高に暑い季節ホツテストだ」というものがある。

　陣じんも以前、ベトナムで夏バテしていたシエラにそう語った。熱帯気候のインドで一番暑いのは、乾季の終わりの五月である。平均最高気温は四十度にもなり、最高気温は時に五十度を超える。

　しかし、八月には雨季が来ていてぐっと涼しくなっている。ぐっと涼しいといってもバンコクとほぼ同じ気温なのだが、シエラたちが小型飛行機に乗ってバラナシ空港に着いたときには、かなり曇っていて肌寒いほどだった。

「どういうわけか、タイでもいちおう警戒してたのにニャロメは攻撃してこなかったし……すっかり諦あきらめちゃったのかしらね？」

　空港のＶＩＰ専用待合室のソファで待っているシエラは、バンコクから着てきた半はん袖そででは寒かったので、インドの民族衣装のサリーをＶＩＰルームづきのコンシェルジュ（世話係）に空港内の店舗から買ってきてもらって着がえていた。トーレムも、インドシルクのハンカチをサリーがわりに体に巻きつけて、しゃなりしゃなりとうろついていた。

　ＶＩＰルームの外には、赤茶けた土がむき出しになった空港の風景が見える。その向こうは、緑の木々と畑が豊かに広がっている。

　アルフもサリーに着替えていた。肌の浅黒い彼女には、特によく似合っていた。

「だろうねえ、ベトナムで攻撃してきてからさっぱり姿を見ないね。ベトナムのあれも、攻撃っていうより夕ゆう也やの抱き枕まくらを見せびらかしにきただけとか？」

「意外に飽きっぽいのかもしれないわね。いちかばちかバンコクから飛行機を使ってみたおかげで、ずいぶん旅を短縮できたわ」

「飽きてくれてたらいいなあ。追っ手が来ないなら、空港の近くのホテルを取るのが一番時間の短縮だな」

　と、陣じんも少し楽な気持ちになって答えた。

　ＶＩＰルームの扉がノックされて、コンシェルジュが入ってきた。頭に黒いインド風のターバンを巻き、黒いタキシードをきっちりと着込み、インド人らしい高い鼻が立派な老紳士だ。浅黒い肌に、白銀のひげと髪が上品である。彼は、流りゆう暢ちような英語で語った。

『ホテルのお申し込みの件ですが、残念ながら、空港まわりのホテルはどこも満室でございます』

　そう言って、彼は深々と頭を下げる。

『えっ？　さっきサリーを買ってきてくれたコンシェルジュは、宿は確実に取れそうだっていってたけど……』

　陣が反論したが、老コンシェルジュの意見は揺るがず、首をそっと横に振る。

『無理なものは無理でございます。そもそもバラナシは観光都市ですから、空港のまわりよりも繁華街に宿が多いのです』

『でも天気が悪いし、できればあまり外出しなくてもいいところがいいんだけど』

『天気ならば大丈夫でございます、今は雨季ですがこの一週間ほど雨は降っておりません。天気予報でも、明日までは保つと言っております』

『そうじゃよ、陣。無理なものは、ゴネてもしかたがない』

　と、大だい胡ごが腕組みをしてうなずいている。老コンシェルジュは言った。

『繁華街のほうでよろしいのでしたら、すぐに宿にご案内いたします。繁華街まで二十キロほどございますが、空港からリムジンをお出しいたしますので、どうぞおいでくださいませ』

「そうだな、もうこうなってはどこでもいい。空港に着いて二時間も足も伸ばせず固まっているよりは、どこであろうがずっとましだ」

　シエラパパがうんざりしながら、老コンシェルジュについていった。他ほかのメンバーも、それに続いた。

　空港の建物を出たとき、「にゃーん、にゃーん」と猫の声が聞こえた。物悲しい鳴き声だ。アルフの耳が、ぴくっと動いた。

「猫かな。姿見えないけど……」

「おい、アルフ君。早く来なさい、コンシェルジュさんを待たせたら気の毒じゃぞ」

　大だい胡ごが声をかけた。老コンシェルジュは、無言で立っている。しかしアルフは、きょろきょろしていた。

「ちょっと待って。近くから聞こえてるのに姿が見えないなんて、気になるじゃないか」

　空港のまわりには、植えこみがある。その木の枝の先に、真っ赤な子猫がいた。子猫がいる枝の高さは五メートルぐらいある。猫は木登りが上手だが降りるのは下手で、飛び降りることしかできない。そのため、うっかり高いところに登りすぎて降りられなくなることがあるのだ。子猫も身がすくんでしまい、丸くなって震えている。

「いたいた。待ってな、すぐ助けてやるから」

　と、アルフがサリーのまま、すいすい木に登る。陣じんが、びっくりして目を押さえた。

「おいっ、アルフ！　そんな格好で……ったく、お人好しにもほどがあるぞ！」

「すごいわ、さすが運動神経抜群ね。がんばって！」

　シエラが応援する。アルフはたちまち子猫のもとまで到達し、胸に抱いた。

「よしよし、もう怖くない。大丈夫だよ」

　アルフは子猫を抱いたまま、木を降りてきた。シエラは拍手して、アルフを迎えた。

「すごいわ、アルフ！」

「この子、ガリガリだよ。ずいぶん長い間、降りられなかったんじゃないかなあ」

　アルフは心配そうに、胸の谷間にはさまっている子猫を見下ろす。そのとき、少し離れたしげみの陰から赤い猫が姿をあらわした。とたんに子猫はアルフの腕をすり抜け、地面に飛び降りてそちらへと走っていった。アルフが、ホッとした笑顔を浮かべる。

「ああ、親だったんだ。良かった、ひとりぼっちじゃなくて」

「きっと、人間が来たんで隠れてたんだな」

　そう言って陣がふとアルフに視線を向けると、彼女の大きな目から涙がぼろぼろ零こぼれていたので、びっくりしてしまった。

「どっ、どうしたんだ、アルフ？」

「う、ううん、別に……。親に会えて良かったねって、嬉うれしいだけだよ」

　アルフは気丈に答えながら、涙をぬぐった。しかし、その目がひどく寂しそうなのを、陣は見逃さなかった。

（そうか……俺おれも座ざ堂どうも旅に親がついてきてるけど、アルフは親元を離れてひとりぼっちなんだ。特に、俺や座堂みたいに親がいつも家にいないのがデフォルトなら寂しくもないだろうけど、アルフは親がふたりとも家で仕事していて、ずっといっしょなのが当たり前だったんだもんな。ホームシックになるのは、当然だよな）

　陣じんは気をつかって、アルフに声をかける。

「あのさ、アルフ。もし良かったら、この空港から日本に帰ったらどうだ？　サロメたちも攻撃してこないみたいだし、飛行機を使えるチャンスは今しかないかもしれないぞ」

「ええっ？　な、何言ってんだい、日本に帰るわけないじゃないか！　あたしはこの旅で、陣たちを狙ねらってやってくる妖魔ダイモンをどんどん食って、剣の腕と魔神レベルを上げるのが目的だって言っただろ？」

「でも、ちょっとはレベル上がったみたいだし、もういいんじゃないか？」

「まだまだだって！　剣の魔神の家系に生まれたからには、最強を目指さなくっちゃ。部下のニャロメがあの強さなんだから、ヘロデ王ってさぞかしおいしいんだろうねぇ～。ニャロメがオードブルで、ヘロデ王がメインディッシュって感じかなっ」

　アルフはうっとりしながら、舌なめずりする。

「つまるところは食欲か……」

「食欲に関してはひとのこと言えないでしょ、庶民」

　シエラが的確に鋭くツッコミを入れた。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、空港から真っ白いリムジンが出ていった。老コンシェルジュは、リムジンを見送っている。

　空港の駐車場からはバスも出ているし、タクシーもたくさん並んでいる。気の良さそうな運転手がタクシーに羽根ブラシをかけていると、頭からすっぽりとヴェールをかぶった人物が近づいてきた。バラナシにはイスラム教徒も多いため、女性がヴェールをかぶっているのは特に珍しいことではない。背がずいぶん低いので、子供か老婆のようだ。

『こんにちはナマステ、タクシーの御用で？』

　運転手が声をかけると、彼女は首を横に振り、たどたどしいヒンディー語で答えた。

『この辺りで、いかにも三度の飯より楔くさび形がた文字と大盛りごはんが大好きそうな、光り輝くようなハンサムな男性を見かけなかったでにょろん？』

『にょろん？』

　運転手は、あごをひねって考える。

『うーん？　さっきリムジンに乗ってった東洋人のグループに、いかにも三度の飯より楔形文字と大盛りごはんが大好きそうなやつは混じってたけど、光り輝くようなハンサムってこたあなかったなあ』

『そうでにょろんか……では、まったくの別人だにょろん。失礼したでにょろん』

　彼女は、ぺこりと頭を下げて去っていく。入れ違いに、老コンシェルジュが歩いてくる。運転手は、彼に声をかけた。

『よう、カーラのだんな。小耳にはさんだんだが、あの客は空港の近くのホテルに泊まりたいって言ってたんじゃないのかい？　今日はずいぶん空きがあるようだから、今からでも携帯電話で教えてやって引き返させたらどうだい？』

　カーラと呼ばれた老コンシェルジュは、黙って彼をひとにらみした。運転手は、ゾクッとしてそれ以上何も言えなくなる。

　カーラはそのまま、きびすを返して空港の建物のほうへ去っていった。

『ふう……何だい、いつになく不機嫌じゃねえか。それに、あの死んだ魚みたいな目やこわばった土気色の肌といったら、まるで死体みたいじゃねえか。カーラのだんな、腹でも壊したのかな？』

　ブツブツ言いながら、運転手はタクシーの掃除にもどった。

　少しして、空港の建物のほうから白いターバンを巻いた若いコンシェルジュが焦った表情で、バタバタと走ってきた。運転手が声をかける。

『よう、チャンドラー。血相変えて、どうしたね』

『ＶＩＰルームの客が消えたんだ。日本人の大富豪の七人グループで、背の高い銀髪の白人と金髪の娘、それから天女アプサラスのごとく輝くような見目麗うるわしい美少女……どうしよう、テロリストに誘拐でもされていたら！』

『ああ。その七人なら、リムジンでバラナシの市街地のほうへ行ったぜ。そっちのホテルに泊まるようだったぜ。運転手は俺おれの幼なじみだから、信用できるやつさ。安心しな』

『そうか、良かった。空港の近くのホテルを予約に行って、ＶＩＰルームに戻ったらいなかったのでヒヤッとしたよ。今日は急に人手が足りなくなって忙しくて、目が行きとどかなかったんだ。じゃあ急に気が変わって、市街地に泊まることにしたんだな』

　チャンドラーと呼ばれた若いコンシェルジュは、ホッと胸をなでおろし、額にいっぱい浮かんでいた冷や汗をハンカチでぬぐった。運転手は、キツネにつままれたような顔をしている。

『何言ってるんだ？　カーラのだんなが、空港の近くには空きがないから市街地のほうへ行けって、リムジンに案内してたぜ？』

『カーラがリムジンに案内だって？』

　チャンドラーの声が引っくり返る。

『何言ってるんだっ？　今日人手が足りなくて忙しかったのは、カーラがきのう交通事故で急死したからなんだぞ？』

『何ぃーっ？』

　運転手は青くなって、きょろきょろする。

『そ、そんなわけが……だだだ、だってカーラのだんなはさっきまで確かにここに……！』

　突然、チャンドラーの携帯電話が鳴った。チャンドラーはビクッとして、携帯電話を取る。

『もしもし、チャンドラーです。……えっ？　警察署の霊安室から、カーラの死体が消えたっ？　い、いえ、心当たりは……』

『心当たりは……あるじゃないか！』

　運転手が、震えながらカーラの消えた方へと走る。舗ほ装そう道路から少しそれた、赤茶けた地面の上に、小さなしげみがある。しげみの陰に、カーラが倒れていた。

『カ、カーラのだんな……っ？』

　運転手は、おそるおそるカーラに近づく。仰あお向むけのまま、ぴくりとも動かない。

　チャンドラーも追いついて、カーラの胸に触れた。肺も心臓も、全く動いていない。

『し、死んでる……』

『ばかなっ、さっきまで動いて話していたんだ！』

　運転手が悲鳴を上げた。

　そのとき、しげみがガサガサッと揺れた。二人は、びくっとして後ずさる。しげみから現れたのは、子猫を連れた赤い猫だった。運転手は、ホッと胸をなでおろす。

『な、なんだ、デーヴァダッタかい』

『知ってる猫か？』

『カーラのだんなが可愛かわいがってた野良猫さ、脅かしやがって』

「ニャア～ン」

　猫はからかうように一声鳴くと、カーラの死体をぴょんと飛びこえた。

　とたんに、カーラの死体がガバッと起きあがった。チャンドラーと運転手は、今度こそ悲鳴を上げて逃げだした。

『ぎゃああああーっ！　死体が起き上がったっ！』

『起屍鬼ヴエーターラだ！　あの猫はヴェーターラだったんだっ！』

　叫びながら逃げる二人の上空を、優雅に飛んで行く姿があった。化石の翼竜の背に乗ったサロメである。彼女は、ひざの上に死者の書ネクロノミコンを置いていた。隣には、人の姿に戻った由ゆ利り鎌かま之の助すけが立っている。鋭い目と痩やせた体つきが、カマキリを思わせた。

「起屍鬼ヴエーターラ？　何のことでござるか？」

「インドの怪物の名だ。死体を動かして人を驚かせたり、死体から生前の話を聞いたりするという。わらわが死者の書ネクロノミコンを用いて復活させたあの生骸ゾンビを、その怪物の仕業だと勘違いしたわけだな。これは都合がいい」

　サロメはくすくすと笑う。

「わらわが離れれば、おのずと生骸ゾンビは死し骸がいに戻る。あのコンシェルジュの生骸ゾンビ、なかなか良い働きをしたではないか……あとは『仕上げ』だな」

「ヘロデ王の復活が、拙者も楽しみでござる。わが主君である真さな田だ家けの再興、くれぐれもよろしくお願いするでござるよ」

「任せておけ、鎌之助。そなたの作戦はうまく進んでおる。やつらをここで倒し、『ソロモンの指ゆび環わ』と『ランプの魔神』をヘロデ王にお渡しすれば、すぐにこの世は王の思うがままとなる。そなたの望みも叶かなうだろう」

「まるで他ひ人と事ごとのような言い方をなさるでござる。サロメ王女にも望みはあるのでござろう、さもなければこれほど身を粉にして尽くせるはずがないでござる」

　怪け訝げんそうな鎌之助の問いに、サロメは寂しげな笑みを浮かべる。

「わらわの望みは……わが王ヘロデの全すべての望みが叶うことだ。それが、わらわの望む全てだ」

　サロメは熱い瞳ひとみで、ヘロデが待つはるか西の地平を見つめる。

「さあ、今度こそやつらの息の根を止め、わが王のもとへ戻るのだ！」

　翼竜の翼をいっそう強く羽ばたかせ、サロメはシエラたちが向かったバラナシ市街地を目指して、南東方向へ飛んでいった。



　いっぽう、バラナシ市街地に到着したシエラたちは、リムジンを降りてから宿に向かって川ぞいの道を歩いていた。

「おかしいね、リムジンの運転手も知らないホテルだなんて。いちおう地図はもらったけどさ、不親切ったらないよ」

　アルフがぷんすか起こっている。陣じんがフォローした。

「追っ手をまくために、あまり目立たないホテルで……って注文したからな。隠れ宿みたいなところかもしれないぞ」

「それにせっかくインドに来たのじゃから、いきなりホテルに引っこむより、ちょいとぶらぶら観光がてら散策でもして行ったらどうじゃ。夏休みの絵日記のネタにもなるしの」

「高校の夏休みの宿題には、絵日記無いけどな」

　案外本気で言っている大だい胡ごに、陣は冷ややかなツッコミを入れた。

　しかし、確かに素晴らしい風景だ、と陣は川に視線をうつした。

　聖なる大河ガンジス……そこで沐もく浴よくすれば全すべての罪は消え、魂は楽土へ行けるという。

　ここバラナシはヒンドゥー教徒の聖地であり、巡礼者たちが川に入って沐浴をしている。川幅は三百メートルを超え、対岸のビル群が水面の湿度で蜃しん気き楼ろうのようにゆらめいて見える。

　川ぞいの道は、堤防をかねて、ガートと呼ばれる階段状の構造になっていた。川に沿っていくつも病院や寺が並んでいる。聖なる川のそばで静かに最期を迎える人たちのための施設だ。

　荘そう厳ごんなそのたたずまいを背景に、観光客目当てにガンジス川の水やアクセサリーなどを売る露店、ボートツアーの客引き、水浴びをする子供たちなど、河畔は生き生きとにぎやかだ。

　川ぞいの階段を上がるとそこはもう市街地で、幹線道路にはバスが走り、国営鉄道の駅のまわりには西洋風のホテルが立ちならんでいる。細い路地にも建物がひしめき、狭い道に強い小型の三輪タクシー「オートリキシャ」が行き来している。リキシャとは、日本の「人力車」からきたことばだ。豆知識。

「あ、見て見て！　サリーがいっぱい！」

　アルフが少し先を指さす。サリーを着た女性たちが色鮮やかなサリーの布をガンジス川で洗っては、階段にひろげて干している。ここバラナシは聖地としてだけではなくインドシルクでも有名で、サリーの名産地でもあるのだ。

「聡さと子こもサリー、着ればいいのに。せっかくこんな長くて綺き麗れいな真っ黒の髪の毛なのに。サリーは黒髪が一番似合うんだよ」

「いえ……いいんです、わたしは……」

　聡子は気分が悪そうだ。テンションが低いのはいつものことだが、それにしても今日は何やら弱々しい。陣も、心配して声をかけた。

「どうしたんだ、本ほん田だ。食いすぎか？」

「ご自分の世界観で物事を解釈しないでください……。わかりませんか……？」

　聡さと子こはポシェットからハンカチを取りだして、口に当てる。ハンカチは親友の安あん藤どう奈な津つとおそろいで買った、白地にキモブサガエルのイラストが描えがかれたものだ。

　陣じんは聡子の視線を目で追って、「ああ」とつぶやいた。川沿いの道に、ぼてぼてと牛の○ピーが落ちている。その先では、数頭の牛が川の水を飲んでいた。

「ど、どうして牛がこんなところにっ？　飼い主はどこにいるのですかっ？」

　ニコライが面食らってしまう。大だい胡ごが、当然のように答えた。

「インドでは、牛の放し飼いがけっこう行われているんじゃ。そのうち逃げて、野良牛になるのも多いしな」

「のらうし？」

「町でゴミ箱をあさったり、道路の真ん中に寝て通行妨害をしたりじゃな」

「そ、それ、動物園かどこかが引き取らないんですか？」

「まあ主都デリーでは、交通の便を良くしたり人間が攻撃されるのを防ぐために牛を追放しているんじゃがの。それでもまだたまに、高速道路でバイクが牛とぶつかったりして死亡事故が起きている状態じゃがな」

「それは危ないですね。犬や猫でも、車道をウロウロしていると事故のもとなのに……」

「インドでは基本的に、牛は聖獣として敬うやまわねばならんから、殺してもいじめてもいかん。ヒンドゥー教のシヴァ神の乗り物が、メスの牛じゃからな。というわけで、放し飼いの牛がそのへんでウロウロしておっても、いっさいスルーなんじゃ」

　大胡の話を聞いて、シエラパパがふと首をかしげ、彼にたずねた。

「おや？　牛を殺してはいけないってことは、もしかしてインドには『ビーフカレー』が無いのですかな？」

「イタリアに『ナポリタン』が無いようにですな」

「何ーっ！　広ひろ島しまで『広島焼き』と言わないようなものか！」

「関東に『関かん東と煮だき』は無いしのう」

「ふ、普通に『おでん』ですからな！　それでは『大おお阪さか焼き』も大阪には無いわけか！」

「やめよう、何だか無理矢理になってきたのじゃ」

　大胡はクールに引く。「カステラをあんこではさんだ『シベリア』はシベリアに無い」と次のターンで言おうとしていたシエラパパは、ほとばしりかけたことばの持って行きようがなくて、金魚のように口をぱくぱくしていた。おや、とニコライが眉まゆをひそめる。

「お待ち下さい。インドの紅茶『チャイ』は、紅茶に牛乳を加えて煮出したもののはず。牛はタブーなのではないのですか？」

「歴史的に言えば、牛は農耕や酪農に重要な家畜だからってことで保護されて、神聖視されるようになったんだ。つまり、ミルクは飲んでもいいってことさ」

　と、陣じんが説明する。アルフが、なるほどーとうなずいた。

「そっか、インドの有名な料理には、ヨーグルトカレーにチキンを漬けて焼いた『タンドリーチキン』とか、『ラッシー』っていう乳酸菌飲料もあるもんねえ。牛肉はだめだけど、牛乳はＯＫってわけか」

「そのとおりじゃ。たとえばイスラム教徒は、もともと寄生虫などを用心して豚を『穢けがれ』とし、食べてはいけないと定めておる。この場合は、豚関係の材料はいっさい禁止なのじゃ。ヒンドゥー教の牛のタブーとは、タブーの意味合いが違うというわけじゃ。だから何気にインドの牛乳の生産量は、アメリカについで二位なのじゃ」

「まあ、これだけ牛がいれば牛乳もさぞかしたくさん出るでしょうなあ」

　大だい胡ごの説明を聞いて、シエラパパが腕組みをしながら納得して何度もうなずく。

「……あの。その生物の名前をあまり連呼しないでいただきたいのですが……」

　聡さと子こが低い声でつぶやいた。大胡がきょとんとして、聡子に視線を向けた。

「その生物とは、どの生物じゃ？」

「ですからっ……そこに薄汚い糞ふんを落としている忌いまわしい生き物のことですっ……！」

「ああ、牛のことか」

「ですからっ！　その忌まわしい名を二度と口にしないでくださいっ！」

　聡子は、らしくなく引きつった声でどなった。どなったといっても、もともと喋しやべり方が弱々しい聡さと子こであるから、その語尾も消え入るようだったが。



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんが、川沿いにも道にもウロウロしている牛たちを見て「ああ」とうなずいた。

「そうか。『偶像崇すう拝はい』は悪魔を有効化すると同時に、『神』も有効化する諸もろ刃はの剣なんだったな」

「そういうことです……。たとえイワシの頭でも、人間がそれを信じて信仰心を一身に集めることで『神』となり、わたしに打ち勝つ力を得るのです。それが、このような薄汚い牛ぎゆう糞ふん製造機であってもです……」

「すなおに『牛』って言えよ」

「だから言わないでください！　殺しますよ！」

「『牛糞』はいいのかよ」

　陣は釈然としないながらも、聡子の場合、「殺しますよ」は本当に殺す合図だったりするので黙りこんだ。アルフが、自分のサリーをひらひらさせながら聡子に声をかける。

「それでサリーも着たがらないのかい。民族衣装の模様には、退魔の意味があるのも多いからねえ」

「わかってたら、その服であまりわたしに近づかないでください……」

「やれやれ、聡子は無敵に見えて意外にややこしいねえ」

「あっ皆様、ごらんください。今こ宵よいの宿は、あそこではありませんか？」

　ニコライが、コンシェルジュの老人カーラに渡された地図を見ながら、指さした。狭い路地に囲まれ雑然とした町並みのむこうに小高い丘があり、丘の上に古びたホテルが建っている。石積みの洋館で、ボロボロになっている。

「まるでお化け屋敷だねえ。あれが三ツ星ホテルだって？」

　アルフが呆あきれて、手を目の上にかざす。大だい胡ごが言った。

「インドは気温差が大きく雨も多いから、建物がすぐに朽くちてボロボロになるのじゃよ。それにバラナシには巡礼で長なが逗とう留りゆうをする客が多いので、安宿も多いしな」

「食い物がうまければそれでいいさ。ずっと歩いてて腹へった」

　陣が、きゅるきゅる鳴るおなかをかかえて、力無くつぶやいた。聡子も道路にひしめく牛の群れを前に、青ざめたままふらふらと歩いていた。



　一行が丘の上のホテルの大きな扉を押し開けると、

「ギギギイイイイ……」

　と恐ろしげな音を立てて、ちょうつがいがきしんだ。

　建物の中も古びていたが、意外にホコリなどは落ちておらず、きれいに磨かれている。インドならではのお香こうの匂においが、かなりきつかった。ホテルに入るやいなや、ベルボーイが三人駆けつけて、シエラたちの荷物をパパパッと両手に持った。

『いらっしゃいませ、ご予約の座ざ堂どう様ですね。お待ちしておりました、お部屋にご案内いたします』

　ベルボーイは流りゆう暢ちような英語でそう言うと、ホテルの階段を上がっていった。

　シエラたちは、後ろからついていく。二階に上がると、メイドたちがシーツの束を持って右往左往していたり、ガラス窓をきれいにふいていたり、こまねずみのように働いていた。ニコライが、感心してそのようすを見ている。

「なるほど、外見はボロボロでも中身は三ツ星ホテルにふさわしいですね。たいていどこのホテルへ行っても、ロマノフ王家の執事を代々つとめた執事の中の執事の家系の出であるこのニコライ・パブロフ、使用人に厳しく指導したくてたまらなくなったものですが……これほどまじめに働く文句なしの使用人ばかりというホテルは初めてです。まさに三ツ星ホテルにふさわしい。あの空港のコンシェルジュ、なかなか目が高いですね」

　ホテルの部屋はどこも満室らしい。全すべて扉が閉められていて、中に誰だれかいる気配がした。

『こちらがデラックススイートルームです』

　とベルボーイが案内した部屋は、最上階である四階をまるごと使い、豪華な家具が並んでいた。家具はどれも古びていたが、きれいに磨きこまれていた。

「すばらしい！　真新しい家具を並べて体裁をつけているだけのホテルも多い中、ここのように質素だが古びた家具を丁寧に磨きこんで使っているのは本物ですよ。少々お香こうの匂においがきつすぎるのが外国人には合いませんが、それ以外の部分では満点です。座堂家に雇ってさしあげても良いぐらいです」

　ニコライは窓のさんを指でこすってみるが、ホコリひとつついてこなかったので、満足そうにうなずいている。

『お食事はレストランに来られますか』

「いや、ルームサービスでお願いする。旅で疲れているのでな」

　シエラパパがそう言ったときにはもう、聡さと子こはソファに倒れこんでいた。

「うう……」

「本ほん田だ！　大丈夫かっ？」

　いつも割と無敵な聡子がこれほど弱っているというのは、珍しいを通りこして異常事態である。額を触ると、燃えるように熱い。聡子は熱っぽい目を開け、弱々しい声で答えた。

「だ、大丈夫です……新あら木き先輩……」

「全然大丈夫じゃないだろ？　ちょっと牛がいっぱいいるだけでこんなに弱るなら、バラナシに来るまえにちゃんと言えよ」

「さっきまでは……まだ平気だったんです。このホテルに入ったら、急に気分が悪くなって……お香の匂いのせいかもしれませんが……」

「大丈夫か、吸血鬼がニンニクに弱いようなものか？　もう今日は遅いけど、明日の朝イチで出発するから。しばらく我慢してろ」

　陣じんはベッドから布団を取ってきて、聡さと子この上にポンと置いた。

「そうですね、飛行機の予約を変更しておきます」

　ニコライが携帯電話をポケットから出した。聡子は、ぼんやりした目で陣をじっと見る。

「優しいですね……新あら木き先輩」

　聡子は布団で半分顔をかくし、小さな声でつぶやいた。

「でも、忘れてませんか……。わたしが聖櫃の妖魔アークダイモンだということを……」

「ん？　本ほん田だ、今何か言ったか？」

　ニコライの携帯電話を横で聞いていた陣が、振りかえる。聡子は、布団の下でもぞもぞと寝やすいように姿勢を変えながら答えた。

「いえ、別に何も……？　ククク……」

「気になるなあ」

　陣がつぶやいた。



　そのとき、扉をトントンとノックする音が聞こえた。ニコライが、扉のほうへ向かう。

「おや、ウェルカムドリンクでしょうか。紅茶ならわたくしが淹いれる、と伝えるのを忘れていましたね……」

　つぶやきながら、扉を開けた。そこにニコライが見たものは、巨大な牛だった。

「……えっ？」

　ニコライの顔が引きつる。ただの牛ではなかった。肉が腐り落ち、半分白骨化している。そんな牛が一頭ではなく、何頭も廊下にひしめいている。明らかに、何かがおかしい。

「シエラお嬢様っ、他ほかの扉からお逃げくだ……ぐはぁ！」

　叫んでいる途中で、ニコライは牛の角に突き上げられた。長身の彼がいとも簡単に吹っとび、天井のシャンデリアに叩たたきつけられた。

「きゃああ、ニコライ！」

　シャンデリアに引っかかっているニコライを見て、シエラは悲鳴を上げた。ニコライはシャンデリアを飾る無数のクリスタルガラスで何箇所も頭や顔を切り、血まみれになったまま気を失ってぶら下がっている。右腕が、ありえない方向に曲がっていた。とっさに体をかばって、激突の衝撃をもろに受けたようだ。

「くそっ、牛が！　オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　陣がソロモンの指ゆび環わを牛たちに向ける。しかし、彼らはびくともしない。

「あれ……？　牛のほうがカレー屋より魔力が強いのか？」

「こいつら生骸ゾンビだよ、生骸ゾンビ化させた術者の魔力が強いってことだよ」

　アルフが青ざめて言った。牛たちは次々に部屋の中に押し入ってくる。陣たちは予想外の事態にかなりとまどいながら、牛たちから離れた位置に移動する。動けない聡さと子こは、陣じんがかかえていた。

　陣は窓から脱出しようと考えた。ところが窓を開けようとして外を見ると、下の階の窓からメイドやボーイが這はいだして、ヤモリのように壁を登ってきている。

「ガアアアアア……！」

　墓場の底から響くような不気味な声を上げながら、彼らはスイートルームの窓まで辿たどりついた。陣はあわてて窓から離れる。

「全員生骸ゾンビだったんだ！」

「そりゃあ、掃除も命令どおりまじめにこなしたはずじゃわなあ」

　大だい胡ごが、やれやれとため息をついた。生骸ゾンビたちは窓に貼はりつき、ガンガンと叩たたいてガラスを割ろうとする。これでは、逃げようがない。

　もっとも、仮に窓から逃げだしたとしても、ホテルの外も大量の生骸ゾンビ牛に取りかこまれている。牛は丘を埋めつくし、隙すきあらばホテルの中にねじこんで襲撃しようと、飢えた目でホテルをじっと見つめている。

　バリーン、と窓ガラスが割れた。生骸ゾンビのメイドやボーイが飛びこんできた。

「グルルルゥ……ッ！」

　彼らはまるで野犬のように吠ほえながら、襲いかかってきた。壁を登ってくるときに、服がボロボロになってしまい、わき腹の肉が腐り落ちて肋ろつ骨こつがあらわになっている姿が見えた。陣は吐き気を感じて、口を押さえる。

「お香こうの匂においが強かったのは、こいつらの死臭をごまかすためだったのか……っ！」

「ぼーっとするな、陣！　食われるぞ！」

　大胡が銅の巻物カツパースクロールを手にし、ゾンビたちに向けて放ほうった。

「死せる者に最後の審判を与えよ、『ソロモンの判決』よっ！」

　巻物は吹き戻しの笛のように伸びて、今にも陣につかみかかろうとしていたゾンビを一いつ閃せんする。死者でありながらこの世をウロウロしている邪悪なる者たちに一発で「裁きをくだす」ことができるのが、「ソロモンの判決」である。その端っこにごくわずか触れただけで、生骸ゾンビらは砕け散った。

　しかし、牛の生骸ゾンビは圧倒的に数が多く、「ソロモンの判決」だけではどうにもならない。シエラパパは、あわててイリジウム携帯電話を取りだす。

「警察を呼ぶのだっ！　一一〇番！　つながらん！　あっそうかここはインドだったー！　インドの警察は何番なのかねっ！」

「えーとえーと」

　大胡が必死に頭をひねる。一頭の牛が突進して、角でシエラパパを突き殺そうとした。

「わー！」

　シエラパパはとっさに、携帯電話で身をかばう。携帯電話がこっぱみじんに砕けた。大だい胡ごは、ポンと手を打った。

「あっそうじゃ、一〇〇番じゃ」

「もう遅いわー！」

　携帯電話で角の軌道をそらされた牛が、再びシエラパパを狙ねらった。

「危ない、シエラのお父っつぁんっ！」

　アルフが携帯電話を取りだし、着信音の再生スイッチを入れた。陣じんが唱えた「アブラカダブラ」の声がひびき、アルフの全身が輝いて、剣の魔神モードに変身する。ファミレスのウェイトレス風の制服をまとい、エプロンのポケットにさしたボールペンを引き抜くと、それはたちまち刀身のそったペルシャの剣「シャムシール」となった。

「とりゃー！」

　気合い一いつ閃せん、アルフは牛を背中からまっぷたつにした。牛は上半身と下半身に分かれ、そのままバターンと倒れた。大胡がつぶやく。

「あーあー、インドでは牛は聖獣なのにぃ～」

「生骸ゾンビは牛のうちじゃないだろっ！　こいつらはもう、ただの怪物じゃないか！」

「しかし……生骸ゾンビといえども人々の崇すう拝はいを受ける牛……。どうやらこのホテルに入ってから急にわたしの体調が悪化したのは、こいつらがいたせいっぽいですね……」

　聡さと子こはつぶやいた。シエラは、ごくりと息をのむ。

「もしかして……他ほかの客室に入ってたのは、この牛たちだったってこと？　わたしたちは、罠わなにはめられたの？」

「この状況を見ると、そうとしか考えられないですね……」

　仲間が倒されても、牛は次々に入ってくる。アルフに斬きられた牛も、もともと命を持たない生骸ゾンビであるため、半身ずつになってもまだ生きていた。上半身が床を這はいずり、シエラの足首に噛かみついてくる。

「きゃあああああ！　庶民っ、助けて！」

　牛は蛇のようにあごを外し、シエラの腰あたりまで一気に飲みこんだ。冷たくぬるついた食道に締めつけられる感覚から、シエラは蛇に飲まれたネズミの運命を連想した。

「いやああああ！」

「座ざ堂どう！」

　陣が素早く魔法のランプを取りだし、こすった。牛に飲まれていたシエラが消え、ランプから紫色の煙とともにメイド服姿となった魔神モードの彼女が現れる。シエラは驚いたように、自分自身の姿を眺めた。

「あ……そっか。最初から、アルフみたいに魔神モードになれば良かったんだわ」

　上半身だけの牛が、なおもシエラを狙って、前足だけでものすごい勢いで走ってくる。シエラはエプロンのポケットから魔法書を取りだし、呪じゆ文もんを唱えた。

「さーてっ、ずっとおあずけだった魔法を試させてもらうわよっ！　石魔法ハジヤル！」

　シエラが牛たちを指さす。とたんに、洋館の天井がガラガラッと崩れた。

「うわぁぁぁあー！」

　陣じんたちは降りそそぐ石から頭をかばう。石は雨のように牛たちの上に降りそそいだ。

「ンモォォォーッ！」

　牛たちはたちまち石の山の下敷きとなってしまう。シエラパパが叫んだ。

「シエラ！　石魔法ハジヤルはまわりにある石をつぶてにして相手に当てる魔法なのだっ、使う場所をわきまえろ！　さもないと……！」

「何よ、牛を全部やっつけたんだからいいでしょ！」

　シエラはどなりかえす。次の瞬間、床が激しく揺れた。

「えっ……？」

「そら見ろ！　呪文は声の届く範囲全すべてに有効なのだっ、床の石にも魔法が作用しているのだー！」

　シエラパパが頭をかかえた。ガラガラガラッ、と轟ごう音おんを立てて、ホテルの床が崩れた。その重みで下の階も次々につぶれ、ホテルは土煙を上げて石ころの山と化した。

　全てが石に埋もれてしまった。ホテルの周囲に集まっていた生骸ゾンビの牛たちは、目標がいなくなってとまどい、きょろきょろしている。

　そこに、空から化石の翼竜が降りてきた。サロメが翼竜の背からひらりと飛んで、瓦が礫れきの上に音も無く立った。

「おやおや……鎌かま之の助すけ、せっかくのそなたの計画だったが、保険を考えるまでもなく自滅してしまったようだな。やつらが想定以上の愚か者だったということだな、ははは」

　サロメは勝ち誇って笑う。鎌之助は翼竜の背から降りようとしていたが、ハッと気づいて叫んだ。

「油断めさるなっ、サロメ王女！」

　その瞬間、瓦礫が爆発するようにふくらんだ。そこから赤しやく銅どうの輝きを放つ銅の巻物カツパースクロール、「ソロモンの判決」が飛びだしてくる。それはまっすぐにサロメを狙ねらっていた。

「！」

「チイッ！」

　鎌之助が素早く飛んで、サロメをかばった。その背中に「ソロモンの判決」が深々と突き刺さる。

「ぐう！」

「か……鎌之助っ！」

　サロメは鎌之助に押し倒されたような姿勢になっていた。驚いて目を見張るサロメの上で、鎌かま之の助すけの姿が崩れて行く。

「サロメ王女……どうか……わが遺志……主君……の……」

　その志も、言い残すことばも半ばに、鎌之助は塵ちりと化した。

　サロメは呆ぼう然ぜんとして、身を起こす。「ソロモンの判決」は周囲の石を次々に弾はじき飛ばしつづける。大だい胡ごがそれを高々と差し上げ、自分を中心に高速回転させることで、ドームのような空間を作って落ちてくる石を全すべて砕き、弾いていたのだ。

　彼らの周りの石は、やがてすっかり弾き飛ばされた。「ソロモンの判決」が作ったドームの下で息を殺していた陣じんたちは、顔を上げる。「ソロモンの判決」の回転が止まり、大胡の手の中に戻った。

「おまえは……ニャロメ！」

「楔くさび形がた文字を覚えるより先に、他人の名前を覚える努力をしろと何度言ったらいいニャロメー！」

　怒りながらも、サロメの黒髪から赤い耳がピョコンと伸びる。語尾にニャロメってついてるし。

　シエラが、傷ついたニコライをかばって腕に抱きながら、サロメを指さした。

「そうか、これはあなたが仕掛けた罠わなだったのね、ニャロメ！」

「みっつ訂正しておいてやろう。ひとつは、わらわの名は『ニャロメ』ではなく『サロメ』だということ。もうひとつは、この罠を仕掛けたのは鎌之助だということ。最後のひとつは、この作戦にはまだ続きがあるということだ！　くらえっ、『七枚のスカーフの舞』！」

　サロメの体に巻きついていた赤い七枚のスカーフが、蛇のように伸びて陣たちを襲う。陣たちは慌あわてて、散り散りになった。しかし、遠くへ逃げたくても、周囲は生骸ゾンビ化した牛に囲まれていて、近づく者を食い殺そうと泡を吹きながら吠ほえ立てており、逃げ場が無い。

「おいおい、金網デスマッチはプロレスだけにしといてくれよ」

　陣は、牛に囲まれた上にホテルが崩れた衝撃で完全に気を失ってしまった聡さと子こを抱きながら、必死に逃げまわった。スカーフは鋼鉄の刃やいばのように石を切り裂き、瓦が礫れきを貫いた。

　しかし、シエラはニコライをかばっていて、動けない。その彼女の前にアルフが立ち、シエラを狙ねらうスカーフをシャムシールで弾き飛ばした。

「シエラっ、今のうちに呪じゆ文もん！　これじゃニャロメの周囲十メートル以内の間合いに入れない！」

「じゅ、呪文……！　わかったわ、今度こそ石魔ハジヤ……」

「待てっ！　それは俺おれたちも大変な目に遭いそうだから、別のにしろ！」

　陣が慌てて叫んだ。シエラは、不服そうにぷうっと頬ほおをふくらませる。

「庶民のくせに、わたしが使う魔法に文句でもあるの？」

「いえいえ、そのような恐れ多い、文句などではございません。ただ、セレブの座ざ堂どう様が口にされるには、泥魔法トウイーンのような響きの美しい単語のほうがお似合いかと存じます」

　陣じんは思いっきり下手に出る。シエラはそれを聞いて、ふふんと笑った。

「庶民もようやく、ご主人様に対する接し方というものがわかってきたようね」

「おい、誰だれか設定を紙に書いて座ざ堂どうんちの冷蔵庫に貼はっとけ。毎日見られるように」

　陣の額にいっぱい血管が浮き上がって、マスクメロンのようになっている。シエラは魔法書を開くと、呪じゆ文もんをとなえた。

「ではそちらで行くわよっ、泥魔法トウイーン！」

　ゴゴゴゴゴ……と地鳴りがして、地面がふくれ、上にいた牛が転がった。

「ンモォー！」

　丘の土から、赤茶けたゴーレムが姿を現した。身長は十メートルを超え、牛たちをつかみ上げる。まるで怪獣映画のようだ。サロメが振りかえって、その姿に目を向けた。シエラは高らかに笑う。

「ほっほほほ！　ニャロメ、わたしの魔力が強くなったことに驚いて声も出ないようね！　泣いて謝るなら今のうちよ、まあ許してあげないんだけどねっ！」

「座堂。おまえニコライが気絶してるのをいいことに、ついに悪役の本性を現したな」

「何よ庶民っ、こんな可愛かわいい悪役がいるわけないでしょ！　ああ、小悪魔って意味？」

「いい方に解釈するなあ」

　ところが、牛を持ち上げたゴーレムの腕がボロッと崩れた。「えっ？」と、シエラは目をこする。サロメは邪悪な表情で、ニヤリと笑った。

「愚か者め、策は十分練ってあるのだ。バラナシではこの一週間雨が降っていない、土が乾燥していてまとまらないのだ。すなわち、そなたの『泥魔法トウイーン』はすでに封じられていたのだ！」

「そ、そんな……！」

　シエラの顔から、サーッと血の気が引く。ゴーレムは、やがて自重に耐えきれなくなり、自らボロボロと崩れていった。シエラをかばってサロメのスカーフ攻撃を防いでいたアルフが叫ぶ。

「あっそうだ、シエラ！　泥なら川に山ほどあるじゃないかっ、バンコクのときみたいにさ！」

「だ、だめよ、呪文は声の届く範囲しか効かないわ。川までは届かないもの」

　シエラはブルブルと首を横に振る。サロメはさらに勝ち誇って、高らかに笑った。

「ははははは！　やっとわかったようだな、そのためにわざわざ川から離れた丘の上のこのホテルへ連れてきたのだ！　空港の周りと違い、市街地には牛もたくさんいるから、生骸ゾンビ化させる材料も豊富だしな！」

「わざわざ連れてきた……？　ということは、空港のコンシェルジュもグルだったのか！　空港の近くのホテルに空きが無いってのも嘘うそだな！」

　陣じんはサロメに噛かみつく。サロメは、余裕の笑みを浮かべて答えた。

「そのとおり、やつも『死者の書ネクロノミコン』で復活させた生骸ゾンビだ。このバラナシに来た瞬間に、そなたたちはわらわの罠わなにはまっていたのだ！　バンコクから全く攻撃されずに空路を取れたことをおかしいとは思わなかったのか、おめでたいやつらめ！」

「なるほど、バランスブレイカーの本ほん田だを封じるために、牛がうじゃうじゃしてるインドまで来させる必要があったってわけか……」

　聡さと子こは目覚めない。サロメの七枚のスカーフが、ブワッと広がった。

「『ソロモンの指ゆび環わ』と『ランプ』はわらわがもらってやろうぞ！　そなたらの骸むくろは鎌かま之の助すけへの手た向むけとしてくれよう！　おのれの愚かさを恨んで死ねっ、『七枚のスカーフの舞』っ！」

　スカーフは、サロメを中心にして高速回転を始める。スクリューのようだ。逃げようとすれば、周囲を囲んだ牛が噛みつこうとしてくる。どこへも逃げようのない「王手詰みチエツクメイト」状態……絶体絶命だ。

「悔しいけど、こうなったら逃げるしかないわ！　砂魔法ラツムール！」

　シエラはサロメに向かって呪じゆ文もんをとなえた。砂が舞い上がるが、スカーフにはじかれてサロメには届かない。サロメが笑った。

「無駄だっ！　考えてわからぬのか、ばかめ！」

「べっ、別にあなたに向けてやったわけじゃないんだから！　砂を周りに散らすために、利用しただけなんだからねっ！　ほらごらんなさい、牛たちが全部……」

　シエラは包囲している牛たちを指さす。だが、一頭も眠っていない。シエラは頭をかかえた。

「えぇーっ！　どうしてっ？」

　サロメは冷ややかに笑った。

「すでに永遠の眠りについている者に眠りの魔法が効くと思うか？」

「何よ、そのとんち！」

「とんちとか言うな」

「くそっ、小娘じゃと思って少々なめてかかっておったわい！　届けっ、『ソロモンの判決！』」

　大だい胡ごが「ソロモンの判決」をサロメに投げた。「ソロモンの判決」も、遠距離攻撃が可能な武器である。しかしサロメは、ふわりと飛びあがった。スカーフが「ソロモンの判決」に当たると破れて使い物にならなくなるからだ。

「何っ、上じゃと！」

「その攻撃もマンネリだぞ。すでに鎌之助が弱点を見抜いておるわ！」

　飛び上がった状態から、サロメが七枚のスカーフを手て品じなのように結び合わせ、一本の槍やりのようにして大だい胡ごを攻撃した。「ソロモンの判決」が巻きもどるのには、時間がかかる。一度放てば、次を放つまでにタイムラグができるのだ。

「しっ……しまったぁぁぁーっ！」

　叫んだ大胡の左胸を、槍やりが貫いた。大胡は血を吐いて、仰あお向むけに倒れる。

「父さん！」

　陣じんは叫んだ。大胡の胸からはどくどくと血が流れていて、顔色は真っ青になっている。早く病院に連れて行かなければ死んでしまうだろう。

「嘘うそだろ……本気で負けるのかよ」

　呆ぼう然ぜんとする陣を、サロメがスカーフをほどいて再び七枚に戻し、攻撃した。

「うわっ、こっちに来た！」

　気を失った聡さと子こを抱いていては、素早く逃げられない。かといって捨てても行けない。ためらっているうちに、攻撃は聡子の腹部にヒットした。聡子の小柄な体が、陣の手から跳ね飛んで、瓦が礫れきの上に倒れた。

「ほっ、本ほん田だーっ！」

「他人の心配をしている場合か、『ソロモンの知恵者』！　次はおまえだ、ひとをニャロメ呼ばわりした罰を受けるがいい！」

「うわー、根に持ってたのかよ」

　陣はあわてて逃げる。彼の武器は「ソロモンの指ゆび環わ」だけ、それもサロメの魔力は強すぎて通用しない。赤いスカーフが陣を追って、ズドドドドッと瓦礫に突き立つ。

「これはまさに絶体絶命だな。どうやら、わしが一肌脱ぐ必要がありそうだ」

　シエラパパが、上着とズボンをぬぎぬぎと脱ぎはじめる。シエラが叫んだ。

「パパっ、一肌どころか脱ぎすぎ！」

「脱ぎすぎだから良いのだよ、忘れたのかね。行けいっ、タキシーレム！」

　シエラパパの脱いだタキシードの上下と蝶ちようネクタイ、シルクハットが合わさって、人間の姿になった。タキシードの姿をした、変性ゴーレムである。タキシーレムは牛の群に突っ込むと、片っ端からちぎっては投げちぎっては投げ、シルクハットを投げると高速回転するシルクハットも牛を攻撃しはじめる。シエラは目を輝かせた。

「あっそうか！　ゴーレムがだめなら、タキシーレムがいるじゃない！」

「ふはは、パパを見直したかねシエラ！　今年の父の日は何もくれなかったが、来年のバレンタインデーには思いっきり期待して待っているぞ！」

　シエラパパは光沢のあるシルクのトランクス一丁で、腰に手を当てて笑った。タキシーレムは、ものすごい勢いで牛の包囲網を切り開いていく。

「さあっ、今のうちだ！　逃げるのだ！」

「なかなかやるな、座ざ堂どうの親おや父じさん！　じゃあ座堂とアルフは本田に肩をかして、座堂の親おや父じさんはうちの親父、俺おれはニコライを……」

　動けない仲間の割り振りを考えている矢先、しゅるんっと赤いスカーフが伸びて、シエラパパをバシーッと弾はじき飛ばした。

「ああっ、パパ！」

「しまったーっ！　タキシーレムを脱いでるあいだの本体は、ただの無防備なパン一いちオヤジだったんだー！」

　シエラパパは、はるか彼方かなたの地面にどちゃりと落下する。何だか、骨がいっぱい折れたような音がした。シエラパパが倒れると、タキシーレムも止まった。変性ゴーレムであるタキシーレムは、シエラパパがたとえ死んでも魔力は失わないが、命令できる人がいなければそこで止まってしまうのである。

　残ったのは、陣じんとアルフとシエラのみだ。大だい胡ごとニコライと聡さと子こは倒れている。とても三人で運んで逃げられる状況でもない。

　そのとき、シエラがポケットからトーレムを取りだした。

「よくもパパをっ！　……こうなったら、最後の手段だわ。トーレム、『魔法のランプ』を持って走りなさい」

『ぷきゅーっ？』

　トーレムはシエラが何を言い出したのか理解できず、目を白黒させた。陣がシエラにささやく。

「何言ってんだ、座ざ堂どう。何する気だっ？」

「トーレムなら牛の足の間を通って脱出できるわ、トーレムが外に出てから庶民がわたしの頭をなでれば、こことランプのあいだにゲートが繋つながる。みんな逃げ出せるわ！」

「ちょ……待てよ！　忘れてないか、変身を解いたあとのおまえは変身前にいた場所に戻るんだぞ？　つまり、おまえはここから逃げられないんだぞっ？」

「そんなこと百も承知よ、でも全員を逃がすにはその方法しかないでしょ！」

「全員って、おまえが逃げられないだろ！　俺たちが逃げたあとで、もう一度ランプで召喚して逃がすにしても、そのあいだどうやって身を守る気だよ！」

「わたしは最初から逃げることなんて考えてないわ！　これは高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ、セレブとしてのつとめなのよ！　しのごの言わずに頭をなでなさいっ！」

「大丈夫だよ、陣」

　アルフが言った。

「あたしがシエラを守って残る、再召喚のときにいっしょに逃げるさ。あれこれ言ってる暇ひまは無いよ、早くしな！」

「わ、わかった！」

　陣は魔法のランプを取ると、トーレムに渡した。サロメの目がぎらりと光る。

「ついに出したか、魔法のランプ！　それはわらわがいただくぞ！」

　赤いスカーフがトーレムを襲った。

『ぷきゃああああっ！』

「させないよっ！　行きなっ、トーレム！」

　アルフがスカーフをシャムシールで弾はじき飛ばした。その間にシエラの携帯電話をくっつけたストラップ型トーレムが、猛スピードで走っていく。

『ぷっきゅうううううう！』

「ンモォオオオーッ！」

　牛たちは足もとをチョロチョロと走るトーレムに気をとられ、陣じんたちを攻撃することも忘れて列を乱す。おかげでトーレムは、隙すきだらけの牛たちを突っ切って、包囲網を突破できた。トーレムは少し離れた小屋まで逃げると、ずっと引きずってボロボロになった携帯電話を手に、陣に電話をかけた。

「もしもし？　よし、突破したか！」

　アルフがサロメの攻撃を必死に弾いているすきに、陣はシエラの頭を乱暴にぐしゃぐしゃっとなでる。ゆっくり感謝している暇ひまが無いのでヘッドドレスの感謝ゲージもほとんど光らなかったが、今はそれどころではない。シエラもすぐに、紫色の煙と化して消えた。サロメの顔色が、初めて変わった。

「なっ……？　そ、そなたら、何をするつもりだっ！　よけいなことをするなっ！」

　戦況が自分に不利な方向へ展開し始めているのを察して、サロメは陣を攻撃する。だが、アルフがその攻撃を全すべて止めてしまった。

「顔色が悪いよ、ニャロメ。どうやら、ここまでは想定してなかったってことだね」

「ニャロメって言うなニャロメー！」

「アルフ、もうちょっとこらえてくれよ！」

　陣は、まず聡さと子こを煙の中に放ほうりこんだ。シエラも、変身前とほぼ同じ場所にぽんっと姿を現すと、陣を手伝いに走る。残るは大人の男二人、いくら陣が考古学の発掘探検で体力をつけているとはいえ、一人で抱えるのは大変だ。

「手伝うわ、庶民！」

　陣は、ニコライの上半身を後ろから抱え起こしている。シエラは足のほうを持って、ニコライの体を浮かせた。

「大丈夫か、重くないか？」

「重いわよ、わたしは銀の食器より重いものを持ったことなんてないんだから！」

　シエラは文句を言いながらも、ニコライの体を煙の中に放りこんだ。大だい胡ごはニコライよりずっと筋肉質だったのでかなり重かったが、何とか煙に放り込むことに成功する。あとは、陣がゲートをくぐる番だ。二人を残していくのが少し躊躇ためらわれたが、サロメと戦っているアルフの浅黒い肌にどんどん細かい傷が入っているのを見ると、ぐずぐずはしていられなかった。

「もう少しだけこらえてくれっ、すぐにまたゲートを開くから！」

　陣じんは紫色の煙の中に飛びこんだ。ゲートをくぐると、古びた小屋のかげに聡さと子こたち三人が倒れている。トーレムが魔法のランプを頭の上にかかげて、必死に陣にアピールしていた。陣は、素早くそのランプを受け取った。

「よし、ここまで完かん璧ぺきだ！」

　陣はランプをこする。ぼわんと紫色の煙が湧わいて、ふたたびメイド姿のシエラが現れた。

　アルフは、まだサロメと戦っていた。七枚のスカーフの激しい攻撃のために、ウエイトレス服がぼろぼろに破れている。だが、間一髪のところで避よけているのか、血は全く流れていなかった。

　シエラが消えたあとに、紫色の煙が残っている。そのゲートの向こうから、陣の声が聞こえた。

「アルフ、早く戻ってこい！」

「あいよ、了解！」

　彼女の返事は威勢が良かったが、表情は威勢が良いなどというものではなかった。サロメの攻撃が思った以上に強力かつ執しつ拗ようで、こらえるだけで精一杯だったのだ。何とかして後ずさりながら紫色の煙のほうへ行こうとする。ところが、サロメはスカーフを一振りすると、煙を吹き散らしてゲートを閉じてしまった。

「行かせぬぞ、『剣の魔神』。『ソロモンの知恵者』どもは、わらわの裏をかいてうまく逃げたと思っているだろうが……ここまでのことが全て計画通りだったとしたら、どうする？」

「計……画？　何のことだい」

　アルフの声のトーンが落ちた。自分が今、ひとりぼっちになっていることに気づいた。

「鎌かま之の助すけの計画だ。『ソロモンの知恵者』はあなどれぬ、『偶像崇すう拝はい』も強敵だ。たとえ完全に包囲したとしても、今のようにまんまと逃げて、わらわに反撃してくることは目に見えている……」

「だ、だから何だって……ぐふ！」

　アルフの声が途中で止まった。サロメに気を取られた隙すきに、背後から生骸ゾンビのメイドに締めつけられたのだ。メイドはホテルの崩落に巻きこまれて全身の骨が粉々になったらしく、タコのように手足をからめてくる。メイドから流れ出す腐った血が潤滑油のようになり、ぎしぎしと強く締めつけてきた。

「ああああっ……！」

　右腕を強く締めあげられて、アルフはたまらずシャムシールを落とす。他ほかのメイドも這はいずってきて、アルフが動けないよう、ツル植物のようにからんできた。胴も胸も首も絞められて、アルフは息ができなくなり、金魚のように口をぱくぱくさせる。

「あ、あ、あ……」

「苦しいか？」

　サロメはアルフの前に降り立ち、残酷な笑みを浮かべながら、彼女が窒息していく姿を眺めていた。



　陣じんたちは、アルフがゲートから出てこないので心配になって、サロメのほうに目を向けた。そこで、生骸ゾンビのメイドたちに締め上げられているアルフの姿を見て、愕がく然ぜんとする。

「アルフ！」

　陣は駆け寄ろうとしたが、生骸ゾンビの牛たちが角を振りかざして阻んだ。シエラが叫ぶ。

「庶民っ、お父さんの『ソロモンの判決』を使えないのっ？」

「そ、そうか！　俺おれだって古代ヘブライ語は読めるんだ、『死海文書』がネットで公開されたその日に全部解読したぐらいなんだからな！　ってことは、俺にも使えるはず！」

　ソロモンの判決は仏教の経典と同じで、まず読めることが前提にあって初めて、巻物を展開するだけで詠唱する代わりになるのだ。陣は倒れている大だい胡ごから銅の巻物カツパースクロールを取り、シエラは魔法書を手に牛たちに立ち向かう。

「ここなら使えるわ、『石魔法ハジヤル』！」

　呪じゆ文もんと同時に周囲の地面から石が浮きあがり、牛たちに叩たたきつけた。だが生骸ゾンビの牛たちには痛覚が無いのか、皮膚が裂けるほど石に打たれてもびくともしない。

「だ、だめだわ……」

「下がってろ座ざ堂どう、俺がやってみる！　『ソロモンの判決』っ！」

　陣は牛たちに向けて、銅の巻物を放ほうった。巻物に触れた牛たちが、パシッと乾いた音を立てて砕け散る。シエラは驚いて、大きく目を見開いた。

「な……なかなかやるわね、庶民」

「アルフっ、今助けに行くぞ！」

　陣は叫ぶが、牛の包囲は十重二十重に分厚い。しかも彼らは攻撃を恐れず、倒された分だけ新たな牛が押し寄せてきて、なかなか前に進めない。

　サロメはアルフを締め上げながら、そんな陣たちにちらっと冷たい視線を向けた。

「ふん……無駄なことを。そなたらは間に合わぬ、そこで仲間の死を見ているがいい。さんざんわらわをニャロメ呼ばわりしたこの『剣の魔神』は、本来スカーフで串くし刺ざしにしてやりたいところだが……それではだめなのだ」

　アルフのウエイトレス服はぼろぼろに破れ、豊満な胸がこぼれ出していた。サロメは尖とがった爪つめを彼女の胸に当てて、すうっと撫なでる。冷たい指の感触に、アルフはびくっと全身をこわばらせた。陣が叫ぶ。

「アルフ！　待ってろ、すぐに行く！」

「じ……陣じん……」

　アルフが陣のほうに視線を向け、彼の姿を探した。押し寄せる牛たちの巨体や角に怯ひるみもせず、彼女を助けるためにひたすら進もうとしている陣の姿を見たとき、アルフの目め尻じりから熱い涙がこぼれた。

「……陣っ……。……じ……」

　もう一度彼の名を呼ぼうとした瞬間、生骸ゾンビのメイドたちがいっそう強く彼女の首を締めあげた。アルフの全身がびくっと硬直し、声のかわりに低いうめきがもれた。

「……ぅっ……、……」

「わらわがなぜ、先ほどの攻撃でそなたに傷ひとつつけなかったのか……わかったか？」

　サロメがアルフの耳に唇を近づけ、冷ややかな声でささやいた。

「………………」

　アルフの唇がわずかに痙けい攣れんしたが、答えは無かった。腕が、力なくコトンと落ちる。

「アルフーっ！」

　牛をかき分けながら、陣が悲痛な叫び声を上げた。シエラは信じられないように口を押さえ、首を横に振る。

「う……嘘うそ。アルフ……まさか……嘘よねっ？」

　光を失ったアルフの目から涙がひとすじ流れて、乾いた地面に落ちた。サロメは、真しん紅くの目をすうっと細めた。

「ふん……もう答えられぬか」

　生骸ゾンビのメイドたちが、アルフから離れる。アルフは仰あお向むけにドサッと倒れた。サロメは笑いながら、彼女の髪をわしづかみにして起こした。瞳どう孔こうは開き、息も鼓動も止まっているようだった。陣は絶叫する。

「アルフーっ！」

「ふふふ……ははははは！」

　サロメは笑って、アルフを吊つるしたまま空高く舞いあがった。アルフはぴくりとも動かない。明らかに命を失ったぬけがらだった。シエラはがたがたと震え、両手を顔に当てた。

「い……嫌っ……まさか、そんなことって……っ！」

　サロメは残忍な笑みを浮かべた。

「『まさか』ではない！　察しのとおりだ、『剣の魔神』は死んだのだ！」

　と、彼女はアルフを陣たちのほうに突きだした。ぶらんと力なく下がっている体は、命を失ったぬけがら以外の何物でもなかった。

「嫌ぁぁぁーっ！」

　シエラは頭をかかえ、その場に座りこむ。サロメは上空から、牛たちに命じた。

「やつらは戦意を失った！　戦う意思を失ったときが、敗北するときなのだ！　行けい、牛ども！　やつらをまとめて踏みつぶせ！」

　牛たちが、地響きを立てて突進してきた。まるで津波のような牛の群を相手に、「ソロモンの判決」だけでは防ぎようがない。怪け我が人を三人もかかえていては、逃げられない。シエラパパは別の場所に飛ばされて行方不明である。

「庶民……っ！」

　シエラは陣じんにぎゅっとしがみつき、固く目を閉じた。陣は悔しそうに、歯を食いしばる。

「座ざ堂どう、逃げろ」

「えっ……」

「やつらは止められない！　俺おれができるだけ時間をかせぐから、せめておまえだけでも逃げろ！」

　陣が「ソロモンの判決」を手に、覚悟を決めて牛たちの前に立ちはだかる。シエラは驚いて、必死に首を横に振った。

「な……何言ってるのよ、庶民！　セレブには『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』があるのよ、セレブが庶民を犠牲にして逃げるなんてできるわけないでしょ！」

「男が女の子を犠牲にして逃げるなんてのは、もっとできないだろーが！　いいから早く逃げろって！」

　シエラの頬ほおが紅潮した。目の前に迫った牛に、陣は「ソロモンの判決」を投げつづける。しかし牛の動きは速く、シエラが逃げる間も無しに、たちまち包囲されてしまった。

「だめよ庶民、逃げられない！」

「くそっ……どうすりゃいいんだ……！」

　せめてシエラだけでもどうにかして逃がせないかと、陣は必死に考える。ナーギに与えてもらった知恵を振りしぼる。だが、牛はすぐ目の前まで来ている。時間は無い。

　そのとき、目の前に虹にじ色いろの鱗うろこが輝いたのが見えた。ナーギの知恵で何か思いついたのか……と、一瞬思ったが、そうではない。実際に、虹色の蛇が目の前にいたのだ。

「なっ……？」

　陣の目が点になる。カンボジアのナーギ神殿ピメア・ナカスで見たのと同じ、翼が生えた蛇だ。全長は三十メートルほどで、真夏の虹のように明るく、黄金の光の粉を散らしながら輝いている。

『おとーたまっ！』

　蛇は愛らしい少女の声で陣に呼びかけると、彼らをとぐろ巻きにして自分の背中に乗せた。突進してくる牛は、次々にしっぽではたき落とす。さらにしっぽを長く伸ばして、離れたところに倒れていたシエラパパもちょこんと背中に乗せた。

「おまえ……もしかして、ナーナかっ？」

　ナーギが残したオパール色の卵から生まれた双子の姉妹、ナーナとギーギのことを陣は思いだす。

『ブー。ギーギなんだにょろーん』

「にょろーん？」

『おとーたまをいじめるやつ、許さないんだにょろん！　にょろろろろ！』

　ギーギは身をひるがえして飛びあがると、サロメに体当たりをかけた。

「うわっ！」

　突然のことで避よけきれず、サロメは吹っとばされる。サロメの意識がその瞬間飛んだのか、牛の生骸ゾンビたちがたちまちズブズブと地面に沈んでいく。アルフの亡なき骸がらが、その上にぽとりと落ちた。

「ギーギ、降りろっ！」

　陣じんが慌あわてて叫んだ。ギーギは再び地面に降り、陣はアルフに駆け寄った。アルフの胸の上には、いつのまにか赤い猫が座っていた。

「ニャア～ッ」

　猫は不気味な声を上げて鳴いた。陣は、それを追い払う。

「こら、どけっ！」

　猫はあわてて逃げだす。陣はアルフの胸に耳をつけたが、心臓は動いていなかった。

「くそっ……！」

　陣は両手をアルフの心臓の上に重ね、心臓マッサージを始めた。シエラも走ってくる。

「庶民、大丈夫っ？　アルフは助かるのっ？」

「わ、わからないっ……保健体育の教科書どおりにやってみるしか……」

　以前は心臓マッサージを数回してから人工呼吸を繰り返すこと、とされていたが、現在は一分間に百回のペースでひたすら心臓マッサージをすること、となっている。心臓マッサージはどんなに強くしても実際の心臓の拍動には及ばないため、わずかも休むわけにはいかないのだ。また心臓が動けば呼吸は自発的に戻るし、心臓マッサージによって肺が動き、わずかだが酸素も供給される、ということである。

　シエラは心配そうに、半泣きになりながら見守った。

「アルフ、しっかりして！　こんなところで死んだら、だめなんだからっ！」

（アルフ……目を覚ませ！　心臓を動かすんだ！）

　陣は必死に祈りながら、心臓マッサージを続ける。真っ白になった頭の中に、いろいろな思い出が浮かんでは消えて行く。

　初めて出会ったとき陣を聖櫃の妖魔アークダイモンに取りつかれていると勘違いして執しつ拗ように食べようとしていたこと、彼が「ソロモンの指ゆび環わ」を継承する者だとわかってからは襲いくるアークダイモンとの戦いを（剣の魔神レベルを上げるという私利私欲のためもあるとはいえ）手助けしてくれたこと。

　年がら年中空腹な陣じんがアルフライラに行ったときは、いつもライスを大盛りにしてくれた。生き生きとして強くて、いつもアグレッシブで前向きだった。シエラも気が強いが、アルフのそれは男まさりな感じで、女子の扱いが苦手な陣でも彼女とは男友達どうしのように自然に話すことができた。その性格のせいか、見かけはよく見ればたいへんな美少女だというのに、食堂に通っていた男子たちにもいまいち恋愛対象として見られていなかったようだが、それもまた潔くてアルフらしく、陣も必要以上に意識せずに気楽だった。

　アルフがこの旅について来たのは、もちろん本当に魔神レベルを上げるためもあっただろうが、アルフライラの常連である夕ゆう也やが塩の柱にされたことへの義憤や、強大な敵が相手だとわかっていて陣たちだけに行かせるわけに行かないという義心があったように思う。

　本来、アルフはこの件にも聖櫃アークにも無関係だったのだ。アルフは陣の「ソロモンの指ゆび環わ」の魔力を受けて魔神モードが発動するが、シエラと違って別に相手が陣でなくても魔力の強い人間であれば良いようだし、最悪魔神モードにならなくても得意のペルシャ格闘技ズルハネでザコ妖魔ダイモンていどなら倒して食ってしまえるのだから。

　バンコクか、せめてバラナシの空港で、彼女がホームシックにかかっていたようだったときに無理を言ってでも帰せば良かった、と陣は悔いた。日本で待っているアルフの両親の顔を思い出すと、胸がつぶれそうになる。何よりもアルフの屈託のない笑顔や、正義感に燃える瞳ひとみを思いだすと、陣はどうしてもそれを取りもどさなくてはと思う。

（頼む、アルフ……息を、もう一度息をしてくれ！）

　だが、心臓マッサージを続けている陣の頭上から、七枚のスカーフが襲いかかってきた。

「庶民っ、危ない！　泥魔法トウイーン！」

　とっさにシエラが呪じゆ文もんを唱えた。ゴーレムが彼らの上に覆いかぶさる。乾いた土でできたゴーレムはかんたんに砕けたが、陣たちの姿を一瞬隠したことで、スカーフの直撃はまぬがれた。

「チッ……二に兎とは得られぬか！」

　サロメは翼竜の背で舌打ちをする。スカーフは戻っていくとき、アルフの体を巻き取っていった。陣とシエラは慌あわててアルフの体を捕まえようとしたが、間にあわなかった。

「アルフ！　この野郎、アルフを返せっ！」

「ふふふ……まあ欲は出すまい。ここまでは鎌かま之の助すけの作戦どおりなのだからな……」

　サロメは不敵な笑みを浮かべて飛び去る。陣は叫んだ。

「くそっ……！　ギーギ、追いかけろ！　アルフを取り戻すんだ！」

『ま、待つでにょろん、おとーたま！　先にこの人たちを病院に連れて行かないと、死んじゃうでにょろんっ！』

　ギーギのことばに、陣はハッと冷静になる。

　大だい胡ごは胸を貫かれて血が流れている。大柄で丈夫だといっても、放ほうっておけば死んでしまうだろう。ニコライも、折れた腕の骨が皮膚を破ってタキシードが血に染まっている。シエラパパは頭に思いっきり大きなタンコブができ、手足の骨も何本か折れているようだ。タキシーレムが普通の服のようになって落ちているのを見ると、完全に意識を失っているらしい。

　さいわい、聡さと子こだけは無傷だ。腹をスカーフで打たれたはずだったが、タイで買った漫画がぎっしり詰まっていたポシェットに攻撃が当たったおかげで助かったようである。

「アルフと……天てん秤びんにかけろってことか」

　陣じんは唇を噛かむ。ソロモンの知恵を持つ彼でなくても、この状況で何を優先すべきかは明白だ。三人を病院に連れて行かなくてはならない。仮に救急車を呼ぶためにシエラを残し、陣とギーギでサロメを追ったとしても、戦うすべが無い。シエラとギーギだけで行かせることもできない……現に、アルフが倒されたというのに。

『神の立場からはっきり言うと、アルフさんは死んじゃったし、この三人は生きてるでにょろん』

　ギーギが悲しそうな目をして言った。陣はうなだれる。

　彼女のことばは理解できる。陣は頭が良いのだから、よくわかる。けれど、心はそれを認められない。認められない心を殺して、行動を選択しなければならない。それを今選ぶのは、自分しかいない。

（……ソロモン王は、全すべてを完かん璧ぺきに裁けたんだろうか。迷いもためらいも無く、仕事を進めることができたんだろうか……）

　自分には無理だ、と陣は思った。けれども、辛つらくても無理でも選ばなくてはならない。

「……ギーギ、飛べ……病院を探してくれ」

　陣は、うめくような声で言った。シエラは胸を押さえ、ぽろぽろっと涙をこぼした。

「アルフ……ごめんなさい、アルフ……」

　それ以外に選択肢がなく、予想していた答えだとはいえ、それを決断した陣の気持ちや、死んだアルフのことを思うと、シエラは涙を抑えられなかった。



　日本からヘロディオンまで、九〇〇〇キロ。

　シエラたちの現在地、バラナシ。ヘロディオンまで、あと四七〇〇キロ……。



　やがて……。

　雲が重苦しく垂れこめつづけていたバラナシの町に、ようやく雨が降りはじめた。

　暗い夜のとばりを、時おり稲いな妻づまが明るく切り裂く。

　ガンジス川をはさんで、バラナシ市街地の対岸に、中世ふうの要よう塞さいのような赤茶けた城があった。かつてバラナシの王マハラジヤが住んでいたという、ラムナガル城だ。ラムは英雄叙じよ事じ詩し「ラーマーヤナ」の主人公である、賢き王子ラーマのこと。ナガルとは、カンボジアの「ナーギ」に相当する「蛇」や「龍りゆう神じん」のことである。

「まるで、『ソロモンの知恵者』とあの蛇娘のことのようで、不愉快な名だな」

　稲いな妻づまに照らされたラムナガル城の屋上にアルフの屍しかばねを横たえ、サロメは死者の書ネクロノミコンを開く。アルフの横には、いっしょに奪ってきたシャムシールも並べられていた。

「だが『死者の町』とも呼ばれるこのバラナシで、唯一わらわの声の届く範囲に余計な死体の無い場所といえば、夜中は観光客もいなくなるこの城しかない……と、鎌かま之の助すけが言ったのだから、仕方があるまい。あの者はよくやってくれた、ヘロデ王が復活したあかつきにはやつの遺志を継ぎ、まずは日本から攻撃してくれるとしよう……」

　打ちつける雨が激しくなる。稲妻が闇やみ夜よを千ち々ぢに引き裂く。

　サロメはアルフの屍に向かって、呪じゆ文もんを唱えた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経へて、死すら死を迎えん！」

　近くに雷が落ちた。一瞬、空一面が真昼のように明るくなると同時に、バリバリバリーッと爆弾のような音が鳴りひびいた。

　アルフはカッと目を見開いた。

「……う？」

　アルフは傍らのシャムシールを手に取ると、それを杖つえにして、ゆっくりと身を起こす。目は濁り、意思の光を失っている。立ち上がったが、体の統制が取れないのか、ひざががくがくしていた。

「うぅ……？」

　アルフはうめきながら、左右をゆっくりと見まわした。サロメは高らかに笑う。

「ははははは！　ついに手に入ったぞ、『最強の生骸ゾンビ』が！　わらわの意のままになる剣の魔神、魔神としての力はほぼ最低レベルだが、ヘロディオンに近づくほどこの者の出自ルーツであるダマスクにも近づき、その力は強くなる！　いや、力など弱くともかまわないのだ。鎌之助が言った、忍者にとって『卑ひ怯きよう』は誉ほめことばだと。これが鎌之助の言った、やつらが絶対に勝てぬ『戦士』、わらわの新たな『百の首』！　『ソロモンの知恵者』どもは甘い、仲間を倒してまで先に進むことはできぬ。たとえそれが生骸ゾンビであっても、生前と同じ顔同じ姿で立ちはだかるかぎりはな！　これで、わらわの勝ちは決まった！」

　サロメはぼんやりと立っているアルフに顔を近づけ、妖あやしい目で見つめて声をかけた。

「すっかり心を失い、わらわの操り人形となったようだな。わらわの魔力で魔神を操るには少々力不足、ゆえに『百の首』が破壊されても新たな『生骸ゾンビ』を加えずに待っていたのだ。待っていた甲か斐いがあったというものだな」

「……うぅぅ……」

「わらわていどの『封印の魔力』では、魔神レベルの者を他ほかの生骸ゾンビのように真珠に封じこめておくことはできないのが残念だ。そなたならば、このような……さぞかし美しい真珠になったろうにな」

　と、サロメはアルフの髪に飾られた真珠の髪飾りに触れた。陣じんがかつて、ソロモンの秘宝を探して伊い勢せ神じん宮ぐうに行ったとき、お土産みやげに買ってきてくれたものだ。

「良いか、これからわらわがそなたの主人だ。わらわの命令は全すべて聞け、わかったな？」

「わ……かりました……」

　うつろな目で、アルフは答える。サロメは満足そうな笑みを浮かべた。

「すなおだな、良い子だ。生意気なそなたをひれ伏させるというのは、予想以上に快感なものだな。さあ、わが下しも僕べ『剣の魔神』よ。呼んでみよ、そなたの偉大なる主人の名を……『サロメ様』と！」

「はい……ニャロメ様」

「ニャロメじゃないニャロメー！」

　サロメはアルフの胸ぐらをつかんでガクガクと前後に揺さぶった。アルフはうつろな目のまま、されるがままに揺れている。サロメはハッと我にかえって、うっかり飛びだしていた赤い耳やしっぽを慌あわてて押さえ、引っこめた。

「し……しまった、つい反応してしまった。どうもおかしい……生骸ゾンビは術者に従うはずなのに」



    

  
    
      



    

  
    
      　サロメはスカーフのすそをつまむと、アルフの前にスッと片足を出した。サロメの足は白くて細く、黄金のサンダルをはいている。彼女は、ドキドキしながらアルフに命じた。

「……剣の魔神よ、忠誠の証あかしとして、わが靴に口付けをしてみせよ。餌えさを食らう犬のように、はいつくばるのだ！」

「は……御ぎよ意いのままに……」

　アルフはサロメの足もと、ガンジス川周辺に舞う土ぼこりと激しい雨でぐちゃぐちゃになった泥まみれの屋上に迷いもせずひざまずくと、言われるままにサロメのサンダルに口付けた。

（良かった、ちゃんとすなおに従うではないか。まだ生骸ゾンビになったばかりで、いろいろと不具合があるのだろう。思いだしてみれば、香港ホンコンで復活させた『南なん海かい不ふ敗はい』もわらわの命令を聞かない生意気野郎だったしな……）

　サロメは内心、ホッとする。

「良いか、剣の魔神よ。そなたはこれから、わらわの戦士として戦うのだ。わらわの命令はそなたの全すべてだ。『ソロモンの知恵者』どもを襲い、『ソロモンの指ゆび環わ』と『魔法のランプ』を奪うのだ。ソロモンの知恵者とランプの魔神以外は殺しても良い……しかし必要ならば、その二人も殺してもかまわぬ。最悪、『指環』と『魔法書』さえあれば良いと、ヘロデ王はおっしゃっている……理解したな？」

「えーと」

　アルフは三十秒ぐらい考えたあと、口を開いた。

「……ちょっと要素が多くて覚え切れなかったので、五文字ぐらいにまとめていただけないでしょうか」

「ちょっ……五文字っ？　いくら生骸ゾンビでも、脳ミソが腐るのが早すぎはせぬかっ？」

「では譲歩して六文字でも良いです」

「譲歩してない！　コピーライターではあるまいし、文章をそんなに削れるか！」

「またまた、もったいなくもそのようなご謙けん遜そんを。無駄なものを削るのはお得意でございましょう、ニャロメ様。その一寸の無駄もない、限界まで削りこまれたボディライン。まるで空気抵抗を限界まで抑えたレーシングカーを思わせる、素晴らしい機能美ではありませんか」

「脳ミソ腐ってるわりには、よくもまーそんなにつらつらと嫌味が出てくるものだな。それにしては、相変わらずひとの名前を覚える気はないようだが……。自分がちょっとばかり、体の一部分がぽよんぽよんしているからと言って、いい気になりすぎではないか？」

「嫌味など、滅めつ相そうもない！　わたしは心からその美しさを賛美しているのです、ニャロメ様！　その素晴らしきボディラインの直線美を！」

「直線美って言うなー！　あーもー、利用価値が無ければ今すぐ塵ちりに還かえしたーい！」

　サロメは頭を抱えた。

　雨はますます激しくなり、雷鳴は吠ほえる。アルフが髪に飾った真珠の髪飾りが雨に濡ぬれ稲いな妻づまに照らされてきらきら光り、ガンジス川は大荒れに荒れて闇やみの彼方かなたへと流れていった。

　バラナシの裏通りでは、あの赤い猫が子猫とともに段ボール箱の陰で雨宿りしながら、のんびりとあくびをしていた。



    

  
    
      



第三話　最凶生骸ゾンビ現る！





　バラナシは巡礼者が集まる聖地である。同時に、ガンジス川の側そばで死んで楽土に召されることを望んで、死の近い人が集まる場所でもある。

　そうでなくても大都市であるバラナシには、最新設備が整った大きな病院が多い。検査の結果、シエラパパは頭ず蓋がい骨こつ骨折、大だい胡ごは肺の損傷で、どちらも一ヶ月はこの病院から動かせないと言われた。

　手術が終わった二人は、同じＶＩＰ用特別病室に入れられていた。

　陣じんたちは、アルフを失った悲しみに打ちひしがれながら、ロビーで待っていた。手術が終わり、面会がＯＫになったと看護師に聞いて、彼らは大胡たちに会いにいった。

　シエラパパは頭と手足に包帯をぐるぐる巻きに、大胡は胸を包帯でぐるぐる巻きにされて、ベッドに寝ていた。二人とも体中にいろいろな管や点滴や機械がつなげられていて、確かに全く動かせなさそうだった。シエラは、心配そうにたずねる。

「パパ、大丈夫？」

「旦だん那な様、リンゴでもおむきいたしましょうか。うさぎさんと木の葉とどちらがよろしいですか」

　そう尋ねるニコライも右腕を複雑骨折して、ギプスで固めている。全治二ヶ月らしい。頭や顔にもシャンデリアのガラスで無数の小傷ができていて、頭には包帯を巻き、顔には絆ばん創そう膏こうを貼はっていた。

「いや、その腕では無理だろう。踊オードリーが座ざ堂どう家のメイドたちを連れて見舞いに来てくれるそうだから、リンゴはそのときにむいてもらう。君は自分の体をいたわりたまえ、せっかくの美男子が絆創膏だらけではもったいないではないか。わしがギブアップした今、君が唯一の美形担当なのだからな」

「さすが旦那様！　皆様をなごませようとして、そのようなわかりやすいギャグを！」

　ニコライは重苦しい空気を払ふつ拭しよくしようと、テンションを高くする。いつもなら、ここで「パパ、美形担当のつもりだったんだ……」とかなんとか、シエラのツッコミが入るところだ。しかし、今日ばかりはシーンとしていた。ニコライは慌あわてて、きょろきょろと彼らを見まわす。誰だれもがうつむいて黙りこみ、とくにシエラの表情は沈痛そのものだった。

（し……しまった。このニコライ・パブロフ、空気を読めずに思いっきりすべってしまいました！　っていうか、旦那様の美形担当発言はもしやギャグではなかったのかーっ？）

　シエラは、清せい楚そなワンピースに着替えていた。聡さと子こはだいぶ回復してはいたが、隣に仮にも「神」であるギーギがいるので、居心地が悪そうだ。地面に垂れた長い銀色の髪、金と銀の瞳ひとみのギーギは五歳ぐらいのあどけない幼女に見えるが、その美しい容よう貌ぼうには女神らしい荘そう厳ごんさもそなえている。カンボジアで買ってやった金と青の天女アプサラスの衣装が美しい。近代的な病院ではかなり目立つ……と思ったが、バラナシには観光産業に従事する人も多く、仕事中に怪け我がや急病で病院に来る人もいるためか、さしてじろじろと見られることはなかった。

「おじさん、動けなくって可か哀わい相そうだにょろん。元気になるまでギーギもみんなといっしょに看病してあげるから、何でも頼むでにょろんよ。カエルとか食べるでにょろんか？」

　ギーギに訊きかれて、シエラパパはいつになく深刻な表情で答える。

「いやギーギちゃん、『みんなで看病』している場合ではない。この旅には『タイムリミット』があるのだ。ヘロデ王が完全復活する前でなければ勝ち目は無い、塩の柱にされた人々も助けられない。こんな途みち半なかばでの棄権は気が引けるが、わしらのことはいいから、シエラたちだけで旅をつづけなさい」

「わたしたちだけで？　でも……」

　シエラは不安そうだ。いつも「セレブの心は突撃」を座右の銘めいとしているアグレッシブな彼女だが、仲間であるアルフを死なせてしまったことでかなり気が弱くなり、これ以上犠牲が増えることを恐れて、勇気と自信を失ってしまっている。大だい胡ごが、肺を傷つけられてあまり大きな声を出せない状態にも関かかわらず、はっきりとした声で言った。

「シエラ君、アルフ君のことはわれわれも悲しいし悔しいのじゃ。ご両親には踊オードリーさんのほうから説明に行っていただいている。だがここで旅をやめれば、座ざ堂どうさんが言うようにヘロデ王が復活してしまうじゃろう。アルフ君を失った今、仲間を危険にさらすことを躊ちゆう躇ちよするのも無理はない。じゃが、この旅をやめることは世界の滅亡を意味する。すなわち、旅を続けてもやめても、危険度は全く同じ……いや、自分の手で滅亡を回避する可能性を捨てるだけ、旅をやめたほうがより危険だということなのじゃ」

　シエラは、ごくりと息をのんだ。

「夏休みの小旅行のつもりだったけど……わたしたちは、脱出装置の無い戦闘機に乗っていたというわけなのね」

「脱出してもかまいませんが、脱出したって針のむしろに不時着するようなもので、全滅するから脱出装置の意味が無い……というほうが近いかもしれませんね。ククク……」

　聡さと子こが淡々と言った。大だい胡ごは、銅の巻物カツパースクロール「ソロモンの判決」をベッドのサイドボードから取りだして、陣じんの手に「ソロモンの判決」を握らせた。

「陣。これはおまえが持って行くのじゃ」

「なっ……何だって？　もし親おや父じたちが襲われたらどうすんだよ！」

「いずれにせよ、わしらでは戦えん。勝てる可能性のある人間が持つほうが良かろう」

「自分の命だろ？　なんでそんなに簡単に天てん秤びんにかけてんだよ！」

「おまえが生きれば、おまえとナオミが生きのびる可能性がある。どちらもわしにとって、天秤にかけるまでもなく、わしの命よりはるかに大切なものじゃからな」

　えっ、と陣は耳を疑った。

「俺おれをほったらかしにして発掘旅行ばかりしてた割には、殊勝なご意見だな」

「べっ、別に本気で言ったわけじゃないんじゃからねっ！」

「今ものすごいツンデレフラグの無駄遣いを見た気がします……」

　赤くなっている大胡に、聡子が低い声でツッコミを入れた。陣が怒って聡子にかみつく。

「フラグとか言うなっ、気持ち悪い！　だいたいおまえ、アルフが死んだのになんで平気な顔してんだよ！」

「お忘れですか、わたしは『聖櫃の妖魔アークダイモン』なんですけど……。それに、いつまでもグチグチしてたって死んだ者は戻ってきませんよ。気分を切りかえて前に進まないと、アルフさんどころか全人類が全滅してしまうんじゃないんですか……？」

　聡子の口調はあまりにも冷たく、陣の胸に鋭く突き刺さる。しかし、正論だった。

「そうね、本ほん田ださん……わたしたちには『前に進む道』しか無いということなのね」

　シエラはぐっと拳こぶしを握って胸に当て、気丈に立ちあがる。

「つまり『セレブの心は突撃』というわたしの理念が正しかったということなのね。旅を続けて、夏休みが終わるまでに……必ずヘロデを倒してパパたちを迎えにくるわ！」

「ご安心ください、旦だん那な様。このニコライ・パブロフ、地獄の果てまでシエラお嬢様にお供し、お守りいたします！」

　ニコライが、シエラパパのベッドの横にひざまずいて言った。しかし聡さと子こが、

「僭せん越えつながら……その腕で、どうするおつもりですか？」

　と、冷ややかな口調でニコライに問いかける。

「申しあげにくいですが、ニコライさんは魔法を使えるわけでもない、ただの人間ですよね。取り得といえば、紅茶を入れるのがお上手なぐらい……。ご自慢のコサック騎き兵へい流りゆう剣けん術じゆつも、人間相手ならそこそこ強いのでしょうが、妖魔ダイモン相手では屁へのツッパリにもならないのでは？　唯一の取り得である国際運転免許も、片手運転では危ないですし……」

　聡子に痛いところを突かれて、ニコライはぐっと黙りこむ。だが、その横からギーギがぴょこんと顔を出し、

「大丈夫！　ギーギがみなさんを連れていくだにょろん！」

　と、ぺたんこの胸を思いっきりそらして、小さな拳こぶしでドンと叩たたいた。陣じんが、不安そうにギーギを見る。

「連れていくって、おまえナーギ神殿ピメア・ナカスを離れて大丈夫なのかよ」

「だいじょーぶだにょろん！　おかーたまが神殿を離れられなかったのは、おかーたまの霊力でカンボジアを守っていたからだにょろん。ナーナとギーギは双子だから、どっちか残ってればいいでにょろんよ。それで大急ぎでおとーたまを追いかけてきたでにょろん」

「さっきから気になってたんだけど、おまえ口調が蛇っぽくなったな」

「蛇神としての自覚が出てきたからでにょろんよ」

「それに、身長も縮んでるし……」

　たしか生まれたばかりのときには七歳ぐらいの少女の姿だったのに、今はせいぜい五歳ぐらいにしか見えないギーギに、陣は怪け訝げんそうにたずねる。ギーギは答えた。

「土着の神は、その土地の地霊に霊力をもらって力を増しているでにょろん。言ってみれば、土着神は地霊の親分みたいなもので、税金がわりに霊力を巻きあげてるわけだにょろん。だからギーギもホームグラウンドのカンボジアを離れると、霊力が減ってちっちゃくなっちゃったでにょろんよ」

「ああ、そういえば確かにアルフもペルシャに近づくにつれ魔力がどうのって言ってたな……って、おいおいそれってヤバいだろ！　これからもっと遠くへ行くんだぞっ、ヘロディオンに行くまえに消えちまうぞ！」

「大丈夫だにょろん、もらえないなら奪えばいいでにょろん」

　ギーギの口がもぐもぐ動いている。唇の端から、悪魔の足のようなものが見えた。陣はごくりと息をのむ。

「おまえ、さっきから何食ってんだ……いや、やっぱりいい。頼むから言うな」

「でも、大急ぎってわりにはけっこうなタイムラグだったわよね？　霊力が足りないのが、飛ぶスピードにも影響しているんじゃないの？」

　シエラが心配そうにたずねる。ギーギはもう一度、ひらぺったい胸をドンと叩たたいた。

「だいじょーぶだってばでにょろん！　ギーギの巡航飛行速度は、音速の壁を超えるでにょろんよ！」

「超えなくていい。全員振り落とされるし」

「おとーたまを追いかけるのが遅れたのは、どっちか片方がピメア・ナカスにいれば良いっていうことに気づいて、どっちが行くかナーナと喧けん嘩かちたんだにょろん！　で、平和的に『蛇じや拳けん』で決めたでにょろんよ」

「蛇拳？」

「知らないだにょろん？　蛇はカエルに勝ち、カエルはナメクジに勝ち、ナメクジは蛇に勝つ、三すくみのジャンケンだにょろん」

「オチが見えたぞ。二人とも延々『蛇』を出して、あいこばかりでなかなか決着がつかなかったんだな」

「わー、さすがおとーたま天才だにょろん！」

「誉ほめられてるのかコケにされてるのかどっちなのかなあ」

　陣じんはため息をつく。ニコライが言った。

「利き腕をやられたとはいえ、もともとコサック騎き兵へい流りゆう剣けん術じゆつは馬上の片手剣。それに、ＫカーＧゲーＢベー……じゃなくて『今日もＫ元気にＧ冒険だＢの会』の友達に教えてもらった旧ソビエト連邦で開発された軍隊用格闘柔術『コマンド・サンボ』もたしなんでおります。このニコライ・パブロフ、まだ戦えます！」

「今思いっきりカーゲーベーって言っちゃいましたね……。っていうか、両腕をやられたらどうするんですか？」

　聡さと子こが冷たくニコライを見つめる。ニコライは一瞬の迷いも無く言った。

「それでもこの身があれば、シエラお嬢様の盾となるぐらいの役には立つでしょう！」

「ククク……人間というのは面白いものですね。生存本能がありながら、同時に自分の命よりも大切な命を持っている……」

　くるり、と聡子はニコライに背を向けた。

「その覚悟ができているのならば、すぐにでも出発いたしましょう。何やら胸騒ぎがします、音おん叉さが共鳴するように『アークダイモン』の魂が共鳴しているのです」

「それは……ヘロデ王の復活が近いってことか？」

　陣は緊張してたずねた。聡子は、不敵に微笑ほほえむ。

「ククク……今までの、聖櫃アークに魔力を吸い取られた出がらし状態で、腹を減らした野良犬のごとくそのへんの人間やザコ妖魔ダイモンを漁あさっていたアホの聖櫃の妖魔アークダイモンどもと違って、さすがに『唯一神の否定』は頭が良いですね。長年身をひそめ、ゆっくりと魔力を戻せば、かつてのソドムとゴモラのごとく……町ひとつを一夜にして『食う』ことも可能。そうすれば、圧倒的に強大な力を一瞬にして手に入れられる。急がば回れということです……いっしょに聖櫃アークに閉じこめられているあいだは唯我独尊でいけ好かないヤローだと思っていましたが、なかなか気が合いそうではありませんか。ククク……」

「はいみんな、机の上に突っ伏して目を閉じてー。ラスボスの人は正直に手を上げてー。先生怒らないからー」

　大だい胡ごが固い声で言った。



　こうして、一行は大蛇と化したギーギの背に乗り、西への旅を続けた。ギーギの虹にじ色いろの鱗うろこはあらゆる光を乱反射させるため、軍事レーダーにもキャッチされないようだ。パキスタン、アフガニスタン……と、シルクロードの国々の上空を軽々と越えて行く。上空は寒いので、四人ともモコモコのダウンジャケットを着込んでいた。

　シエラは緊張の面持ちで、イリジウム携帯電話の位置情報画面を見つめている。

「すごいわ、地図の上をどんどん進んでいくわ。もうテヘラン上空よ。エルサレムまで、残り一六〇〇キロ足らずだわ」

「イランの紅茶は『チャーイ』といって、非常に美味だそうです。ハーブやサフランを茶葉といっしょに蒸らして香りを楽しむこともあるとか……いかがですか、シエラお嬢様」

『ギーギの背中の上で火遊びしちゃ嫌でにょろんよ』

　ギーギが前もって釘くぎをさす。がっかりしたニコライに、シエラは苦笑した。

「いいのよニコライ、気をつかってくれなくても……。昔からわたしが暗い顔をしていると、あなたとメアリーはいつも温かい紅茶をすすめてくれたわね」

「差し出がましいことだと思われましたら、お許しください。アルフ様のことはわたくしも辛つらいですが、それ以上に、いつも明るいシエラお嬢様がずっとふさぎこまれておられることが、何よりも辛いのです。新あら木き様も、ずっと思いつめていらっしゃいますし……」

　ニコライに話を振られて、陣じんは言いにくそうにシエラを見つめた。

「俺おれは……アルフのことはもちろん辛いけど、座ざ堂どうのことでずっと気になってたことがあったんだ。今まで、言えなかったんだけど……」

「えっ……？　な、何のことっ？」

　シエラは、白い顔をカッと赤くした。ニコライが左手でサーベルを抜き、陣に突きつけて、にこやかな表情で尋ねた。

「何のことでございましょう、新木様。ちなみにこのニコライ・パブロフ、旦だん那な様に『シエラお嬢様をお守りする』と誓って出てきたわけですが、よろしかったでしょうか？」

「バカっ、こんなところで仲間割れすんな！　何を勘違いしてんのか知らねーけど、多分違うからっ！　っていうかアルフが死んだのに、そんな浮かれてられるかよ！」

　陣じんは真剣白しら刃は取どりでニコライのサーベルを受ける。ニコライは利き手を怪け我がしたときのために左手でもあるていど戦えるよう鍛錬を積んでいるのか、けっこう力が強い。

　聡さと子こがその横で、冷静に口を開く。

「新あら木き先輩がおっしゃりたいのは、つまり……『火の属性』であるはずの座ざ堂どう先輩の魔法が、『土の属性』ばっかりなんだけど、これではヘロデ王のような強敵との最終決戦に臨むにはヤバいんじゃないか……ということですね？」

「ゲッ、本ほん田だ、気づいてたのか！」

「え？　え？　どういうこと？」

　シエラは、陣と聡子の顔を見比べる。もう黙っていられる段階ではないのは明白だ。陣は覚悟を決めて、語りはじめた。

「つまり……おまえは『○○○ピーの○ピ○ー』なわけだよな」

「何よっ、嫌らしい！」

「嫌らしいことなんか言ってない！　気をつかって伏せてるんだバカ！」

　シエラが「『ランプ』の『魔神』」、すなわち陣に「仕える」立場であることは、使用人であるニコライにだけは伏せられているのである。陣は言った。

「ってことは、○○○ピーは火をともすわけだから、座堂は本来『火の属性』でなきゃおかしいわけだ。だろ？」

「あ！　ニコライ・パブロフ、今理解しました！　○○○ピーに入ることばは『熾し天てん使し』ですね！」

　熾天使とはヘブライに伝わる全身が炎のように燃えている六翼の天使で、ヘブライ語ではセラフィムと呼ばれる。ニコライは感動して涙を流した。

「セラフィムは常に神を賛美し、全身の炎は神への愛が燃えているのだといいます！　そうか、愛深きシエラお嬢様はセラフィムの生まれ変わりだったのですね！」

「世界を救う女神の生まれ変わりって設定は無かったことか？」

　陣は硬い声で、義理堅くツッコミを入れる。シエラが、陣の腕をつかんだ。

「ちょっと待って、庶民！　今、聞き捨てならないことを言ったわね。わたしが火の属性ですって？　じゃあ、今まで集めてきた呪じゆ文もんはっ？」

「本田やおまえの親おや父じさんが覚えてるかぎり、ここから先どんなにレベルを上げても、土属性の呪文しか集まらないだろ」

「砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サツフル、土魔法テユラーブ、谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルド……二千年前から、ずっとこのラインナップですからね……」

　聡子が容赦なく言い切った。シエラは愕がく然ぜんとする。

「で、でも魔法書が全すべて呪じゆ文もんで埋まって『完かん璧ぺきな魔法書』になったとき、わたしは最強の魔力を持つ魔神に成長するんでしょっ？　セレブらしく最高レベルでラスボスをボコ殴りという計画は、どうなってしまうのっ？」

「まあ、この調子ですと地魔法アルルドの先も土属性の魔法がつづくでしょうから……属性違いの呪文を最高レベルに上げるというのは、ＲＰＧにたとえれば『そうりょ』のくせに『まほうつかい』の魔法ばかり選んで覚えるようなものです」

「そういうことなんだ。座ざ堂どうの呪文がいつも一本抜けてたのも、座堂のネジが一本抜けてるだけじゃなく、属性の適性が合わないってとこにも原因があったんじゃないかと……」

「庶民、今さりげなく個人攻撃しなかった？」

「とにかく、この状態はヤバいんだよ。最高レベルまで行っても、ラスボスをボコ殴りどころか、一発でやられる可能性大なんだ」

「嘘うそっ……じゃあ、いったいどうすればいいのっ？　負けるなんて嫌よ、アルフの仇あだを討たずに尻しつ尾ぽを巻くなんてごめんだわ！」

　シエラは叫び、陣じんは困り果てる。

「そうは言ってもなあ……本ほん田だ、何かいい方法はないのか？」

「ありますよ」

「えらくあっさり答えたな」

「新あら木き先輩は自分で気づくはずですから、黙っていたんです。というか、すでにヒントは出ているのですから、先輩がそれに気づかないようでは、『ソロモンの指ゆび環わ』の所有者として力不足ということですからね……ククク……」

　聡さと子こが陣に流し目をくれた。陣はその目に、ドキンとする。

「ヒント……だって？」

　陣は額を押さえた。聡子に試されているのがわかった。彼女は後輩ではあるが、聖櫃アークの妖魔ダイモンでもある。ヘロデ王が意外に強力であることを察した彼女が、自分とヘロデ王を天てん秤びんにかけているのがわかった。

（こいつ、ケロッと裏切りそうだからなあ……胃に穴が開きそうだぜ）

　必死に考えていると、目の前に虹にじが見えた。虹から雨を連想し、雨から雷を連想する。

「雷……雷メのー天カ使ラ……そうか！」

　陣は、バンコクで出会ったカレーの魔神の少女を思いだして目を輝かせた。

「確かあのあと、アルフが……『ゲーンの書』は、誰だれかが新しいカレーを開発するたびにレシピが書き加えられたって言ってたよな。つまり、魔法書に呪文が浮かびあがるまで待つことはないんだ！　自分で呪文を書いてもいいってことじゃないのかっ？」

「ピンポーン、そのとおりです。新木先輩、命拾いなさいましたね。ククク……」

「殺す気だったのかよ！」

「基本的には魔法書に呪じゆ文もんが浮かびあがるまで新しい呪文を知るすべは無いのですが、たとえば何らかの文献で新しい魔法を知ったならば、勝手に書き加えても良いわけです……。これはわたしが聖櫃アークから解放されてからの二千年間、世界中の錬金術師たちが実験して記した魔法書を読んだ結果知った知識であって、その間ヘロディオンに引きこもっていたヘロデ王はどうやら知らないようですがね……ククク」

「そうだったのっ？　じゃあ、あなたがわたしの魔法書を奪ったとき、魔法書が『再発行』された時点で、あなたが覚えてる魔法だけでも全部書き加えてくれればよかったってことじゃない！　どうして教えてくれなかったのよ！」

「他人がやってるＲＰＧを横からネタばらしするのは、無粋じゃありませんか……」

「遊びじゃないから！　これ遊びじゃないから、死人も出てるから！」

　シエラは聡さと子この胸ぐらを掴つかんで叫ぶ。

「まあまあ……それじゃ、お詫わびにわたしが知っている火魔法を、座ざ堂どう先輩の魔法書に書き加えさせていただきます」

「えっ？　ほんと？」

「ほんとです……。わたしの使い魔だったソロモンの七十二柱の魔王には、火の魔法を使う者もいましたからね」

「あっ、思いだしたわ！　家庭科室を燃やしたあの悪魔ね！」

「すごい前の巻の話であることをいいことに、どさくさに紛れて他人に罪をなすりつけていらっしゃるようですが、家庭科室を燃やしたのは座堂先輩だと記憶していますが……」

　聡子は低い声でツッコミを入れた。シエラは慌あわてて視線をそらす。

「そっ、そうだったかしら？」

「ともかく善は急げです。新あら木き先輩、さっそく座堂先輩のランプを……」

「わー！」

　陣じんは慌てて聡子の口をふさいだ。シエラがランプの魔神だということをニコライから知られてはならない。シエラの猫っかぶりがばれるぐらいどうでもいいが、その後シエラに受けるであろう仕返しが怖い。聡子のせいであっても、絶対陣に八つ当たりをしてくることは目に見えている。

「いったん降りよう！　ギーギもずっと飛びっぱなしで疲れてるし、それにここで火の呪文を試されたらギーギが背中を火傷やけどするし！」

『そうだにょろん、さっきも言ったけどひとの背中で火遊びはやめてくださいでにょろん。飛行機だって、今は禁煙だにょろんよ』

　ギーギも言った。ちょうど、イラクの上空にさしかかったところだった。陣は言った。

「そろそろバグダッドだな。アルフがいれば、ここで降りて本場のペルシャ料理を研究させてやれたのに……きっと喜んだだろうに……」

　タイでアルフライラの新メニューを研究していたアルフの姿を思いだし、陣じんの胸が痛んだ。アルフは日本に帰るつもりだった。いつも前向きで、未来への希望に心を燃やしていた。ほんの数日前のことだ。そのアルフが、今はもういない……アルフの夢も希望も、全すべてサロメの毒どく牙がの前に砕け散ってしまったのだ。

（俺おれはあのとき、どうすれば良かったんだ。どうすればアルフを助けられたんだ。仲間も助けられなくて、何がソロモンの知恵だ！）

　陣は、血がにじむほど唇を噛かんだ。シエラが、眼下の都市を見てたずねる。

「バグダッド？　『アラビアン・ナイト』によく出てくる都？」

「今はイラクの首都でございます、シエラお嬢様」

　黙りこんでいる陣のかわりに、ニコライが答えた。

「暑いイラクの紅茶は『チャイ』といい、紅茶の三分の一ぐらいの勢いで思いっきり砂糖を入れて甘くして飲むのです。バグダッドはチグリス川沿いの町で、ユーフラテス川の間、つまり川の間の地メソポタミアにあります。『アラビアン・ナイト』の舞台であるだけでなく、下流には世界最古の叙じよ事じ詩し『ギルガメシュ叙事詩』に記された古代都市ウルやシュメール人の遺跡、西には楔くさび形がた文字の最高峰『ハムラビ法典』を残した古代都市バビロンがあるのです」

「楔形文字……庶民の大好物ね」

　シエラは陣に話を振るが、陣は固い表情で首を横に振る。

「ふだんなら、目を楔形文字にしてるところだけどな。さすがの俺も、今はアルフのことっていう現実が大きすぎて……自分でもびっくりするぐらい、古代史や考古学のことを考える余裕がどこにもないんだ」

「……そうね。よくわかるわ」

　シエラも、辛つらそうにうつむいた。重苦しい空気に、ニコライも声をかけにくくて黙っていた。唯一、空気をまるで読む気も無い聡さと子こが口を開いた。

「まあ、たとえ新あら木き先輩がいつもどおり楔形文字にヒートしたところで、バグダッドに降りるのはお止めしますけどね。バグダッドはイラク戦争終戦後も緊張状態が続いていると聞きます。それにイラクに駐留していた各国の連合軍は、バビロンの古代遺跡の土地を掘り返してヘリポートを作ったり塹ざん壕ごうを掘ったり戦車で走り回ったりして、破壊しつくしてしまったそうですから、今行っても瓦が礫れきしか残ってませんよ」

「だな。今こうしている間にも、楔形文字が書かれた粘土板が戦車に踏ふみ潰つぶされて粉々に割られてるわけか。『言葉』を発明して二万年もたつのに、人間ってのはどうして話し合いで解決せずに戦争ばかり続けてるんだ」

　その争いのせいで、アルフが犠牲になった……と思うと、今まで陣が歴史を通じてのみふれていた戦争のむなしさが、急に生々しくリアルな存在感をもって迫ってきた。それがあまりにも重くて、陣は息苦しくなった。聡子が、淡々と語る。

「人間の言葉が通じないのは、バビロンの『バベルの塔』の伝説に記されているじゃないですか……人間が心をひとつにして天を目指すことがないよう、神は人間たちが別々の言語を話して言葉が通じないようにしたんですよ。だから、戦争も起こるわけです。もっとも言葉が通じたところで、人間は争いあい殺しあっているわけですけどね……ククク」

「そうだな……アラビアン・ナイトのおとぎ話な世界じゃないんだもんな」

「ヘロデ王との戦いも、ちっともおとぎ話じゃありませんので、そのおつもりで」

「わかってるさ。アルフが死んじまったんだから……現実なんだ、何もかも」

　はるか上空から荒れ果てたバグダッドの町を見下ろして、陣じんは頭を抱えた。シエラは悲しそうな目で陣を見つめるが、何と声をかければいいのかわからず、黙っていた。

　そのとき、バララララッ……とローターの音がした。ギョッとして陣が顔を上げる。すぐ目の前に、イラクに駐留している連合軍の軍用ヘリが見えた。

「わーっ！」

『Ｗａｏｏｏｏｏｈｈｈｈｈｈｈ！』

　相手もびっくりしている。いくらギーギがレーダーに映らなくても、目視ならもろに見えるのである。レーダーに映らないぶん、彼らにとっては「突然目の前に巨大な蛇が現れた」という感じになるのだろう。「目の前にヘリコプター」より「目の前に空飛ぶでかい蛇」のほうが明らかにびっくり度は高いわけで、脊せき髄ずい反射的にミサイルを発射してきた。

『きゃー！　当たるだにょろん！』

　ギーギはあわてて逃げだした。ミサイルは熱感知自動追尾式で、ギーギをどこまでも追いかけてくる。

『きゃーきゃーきゃー！』

「おいっ、もっとゆっくり飛べ！　振り落とされる！」

　陣たちは必死にしがみつく。だが、一番腕力の弱いシエラの手が、震えだした。

「も……もうダメ……っ」

「しっかりしろ、座ざ堂どう！」

　声をかけた瞬間、シエラの手がギーギの背中から離れたのが見えた。陣はとっさに手を伸ばしてシエラの腕をつかんだが、手を伸ばしすぎて自分を支えることを失念していた。

「あら？」

　そのままシエラに引っぱられて、陣はいっしょに落下した。聡さと子こもニコライもしがみつくのに必死で気づいていない。ギーギはミサイルから逃げまくって、そのまま飛んでいってしまった。



　二人が落ちたのは、緑の木々が豊かに茂る森だった。ギーギが猛スピードで逃げたため、バグダッドからはだいぶ遠く離れたらしく、周囲には家も軍の施設も見当たらない。

　かなり高い場所から落ちた二人だったが、木々がクッションになって奇跡的に怪け我がひとつせず地面に落ちた。クッションになったというより、木々の枝の一本一本が二人を受け止めてくれたような気がした。

「ふう……びっくりした。座ざ堂どう、大丈夫か？」

「だ、大丈夫……」

　シエラは髪も服も葉っぱまみれになりながら、立ちあがる。周囲は腰まで届く夏草に覆われ、花々がかぐわしい香りを振りまいている。木々には、リンゴやアンズなどの木の実が甘そうに実っていた。陣じんは驚いて、周囲を見まわした。

「ここはどこだ？　バグダッドとは全然違う、何て平和なところなんだ。こんな豊かな場所なら、戦争難民のキャンプがあっても良さそうなのに……どうして誰だれもいないんだ？」

「庶民、ニコライたちに連絡しようとしてるのに……ここ、携帯電話が『圏外』だわ」

　シエラが焦って、携帯電話を何度も操作する。しかし、何度試しても電波が届かない。

「圏外？　まさかっ、太平洋のど真ん中でも通じるイリジウム衛星携帯電話なんだぞ？　ここは地球じゃないってのかよ？」

「でも……今、真夏でしょ？　イラクは七月が一番暑くて、夏のあいだは雨も降らないのよ。八月の平均最高気温は四十度を超えるし、バグダッドでは当たり前に五十度を超える日もあるって……バグダッドは川沿いの町だったし運河も作ってて緑が多かったけど、ここはどうしてこんなに緑があるの？　それに、真夏にリンゴが実るなんてありえないわ」

「そう言えば……ここは涼しいな。高原みたいっていうか……そうか、ギーギは高こう高こう度どを飛んでたけど、たまたま高地に落ちたから俺おれたちのダメージが少なかったのか」

「高原ならイリジウムの電波が入りやすいはずなのに……ここはいったいどこなの？」

　シエラは不安になって、きょろきょろする。ポケットからトーレムも顔を出したが、トーレムはあまり気にしていないのか、てちてちっと走ってリンゴの木の下に落ちていたリンゴを拾うと、むしゃむしゃ食べはじめた。

『ぷきゅー♪』

「トーレムはたくましいわねえ……」

　シエラはため息をつく。陣が、心配そうな彼女の肩をポンと叩たたいた。

「まあ気にするなよ。ほんの十年ぐらい前は、携帯電話なんて無くても待ち合わせとか、なんだかんだ工夫してたんだぜ。ギーギたちが無事なら迎えにきてくれるさ」

「無事じゃなかったら？」

「それは、迎えに来なかったときに考えればいいさ」

　陣は腕を伸ばしてリンゴをもいだ。砂漠の真ん中のような場所なのに、リンゴは全く砂をかぶっておらず、真っ赤に光っている。

「毎朝表面を朝露で洗われてるっぽいな。これなら、拭ふくだけで食べられるぞ」

　と、陣じんはリンゴをひとつシエラに渡した。シエラは戸惑って、リンゴと陣を見比べる。

「食べられる……って。果物ナイフは？　フォークとお皿は？」

　答えるかわりに、陣はぱくりとリンゴにかじりついた。

「うっまい！　日本でソロモンの秘宝や聖櫃アークを探してたとき、山の中に入って実ってた柿かきとか枇び杷わとかよく食ってたけど、ここのリンゴは特別うまいなー」

　シエラはためらう。ためらうが、ずっとギーギに乗って真夏の陽ひ射ざしにあぶられているあいだ、何も飲んでいなかったので喉のどは渇いていた。陣がとてもおいしそうにリンゴを食べていることもあってごくりと息を飲み、リンゴを服の胸でこしこしっとこすって食べてみる。リンゴの皮は柔らかくて、白い歯を立てるとぷちっとはじけ、口の中に甘酸っぱい果汁があふれ出した。

「……おいしい！　銀ぎん座ざの千○ピキ屋のリンゴよりおいしいわ！」

「さすが金持ちはいいとこの果物食ってんなー」

　シエラはリンゴをかじりながら、あらためてこの豊かな自然をじっくりと眺めてみた。小鳥やリスが木の枝の上で遊んでいる。見たこともない美しい蝶ちようが、見たこともない美しい花畑の上をひらひらと飛びまわっていた。

　その地はかぎりなく平和で、アルフが死んだことや厳しい戦いのこと……この世の辛つらさも悲しさも、ここにいるとまるで夢のようだ、とシエラは思った。

「何だか……こうしてると、わたしたちエデンの園のアダムとイブみたいね」

「えっ？」

　陣がシエラに目を向けた。シエラはハッとして真っ赤になり、あわてて両手を顔の前で振って全力で否定する。

「あっいえ……かっ、勘違いしないでよねっ！　べっ別に、庶民とアダムとイブみたいになりたいとかそういう意味じゃないんだからっ！」

「いや、そっちじゃなくて……今『エデンの園』って言ったよな、座ざ堂どう」

　陣は、蝶に向かってそっと指をさしだした。蝶は人間を恐れるようすもなく、陣の指にふわりととまる。

「そうかもしれない。ここは『エデンの園』かも」

「ええっ？　だ、だってエデンの園はずっと東の果てなんでしょ？　だから、ソロモンの秘宝を持ちだしたイスラエルの末まつ裔えいは、日本まで埋めにきたんじゃなかったの？」

「そうさ、『東の果て』だっていう記述を信じたからだ。けど、たとえば本州の東の端っていうと関東や東とう北ほく地方の東の海岸のあたりだろ？　でも伊い勢せ神じん宮ぐうに太陽神である天照大神アマテラスオオミカミが祀まつられてるのは、大和やまと政権あたりの古代にはそれより先があると思わずに、海にぶち当たったそこが日本の東の果てだと思われてたからだ。エデンの園も、実際には豊かなメソポタミアの農地を示していたんだ。イスラエルから見れば東のほうにあるし、大きなチグリス川の向こうにはもう世界は無いと思っていたかもしれない。つまり、古代イスラエル人にとっては『はるかな東の果て』だったってわけさ」

　説明する陣じんの目は生き生きと輝いていて、シエラは一瞬、リンゴを食べるのも忘れてぼんやりしてしまった。それに気づいて陣は慌あわて、口に手を当てる。

「っとと……ついうっかりまたウンチクたれまくっちまったな」

「あ、うん……べ、別にいいわよ。待ってるだけじゃ暇ひまだし……伊い勢せ神じん宮ぐうは『ダビデの星』の『六ろく芒ぼう星せい』が灯とう籠ろうに刻まれてるっていうから、行ったのよね。大きなハマグリに追いかけられた記憶しか無いんだけど……」

「伊勢神宮の記憶？」

　思い出そうとした陣の脳裏に、ふたつくっついた旅館の布団、浴衣を着てすやすや寝ているシエラ、そして露ろ天てん風ぶ呂ろに入っていたシエラの姿が走そう馬ま灯とうのように浮かんできた。

「よ、余計なことばかり思いだして伊勢神宮のことが全然思い出せないのはなぜだっ！」

　陣は頭をかかえる。

「庶民、わたしに真珠人形の首飾りをお土産みやげにくれたわよ」

「そ、そうだっけ」

「そうよ、アルフには真珠の髪飾りだったわ。アルフ、いつも大事に着けてたな……」

　彼女のことを思いだすとまた悲しくなって、シエラはうつむいた。陣も、辛つらそうに空を見上げる。

「だな、あんな安物だったのに喜んでくれて……。初めて出会ったときは俺おれをアークダイモンと勘違いして食おうとしてたけど、一本気で正義感が強くて、ほんとにちゃきちゃきの江え戸どっ子こだったよな。正義感が強いから……この旅にもついてきて、そして……」

　陣が言葉を詰まらせた。大きな目から、涙が流れている。陣は、慌てて目をこすった。

「や……やばっ！　男が泣くなんて、おかしいよな」

　ううん、とシエラは首を横に振った。陣がアルフを思う気持ちは、シエラにも痛いほどよくわかる。陣はいつもクールで無愛想に振舞っているけれど、いつも友達を助けるために、最大限に気を張っていることにシエラは気づいている。

（今だって、果物食べ放題状態に浮かれてるように見せてるだけで、ほんとはわたしに心配かけないように能天気に振舞ってたんだわ。庶民ったら……わたしに気をつかうなんて、百万年早いのよ！）

　空気を変えようと思って、シエラは陣に話しかけた。

「そうだわ、庶民。『時間をつぶす』ついでに、さっきの話だけど……『火属性』の呪じゆ文もんを試してみない？」

「呪文を試す？」

「呪文が浮かび上がらなくても、魔法書に呪文を書けばいいんでしょ？」

「で……でも、どんな呪じゆ文もんがあるのかとか知らないし。本ほん田だに聞いてみないと……」

「あら、砂魔法ラツムールはアラビア語で『砂』のことだし、泥魔法トウイーンは『泥』の意味でしょ？　っていうことは、アラビア語で適当に書いてみればいいんじゃないの？」

　シエラの提案に、陣じんは感嘆してうなずく。

「なるほど……！　座ざ堂どうは性格は猫っかぶりで口も悪いけど、頭はいいな」

「喧けん嘩かなら買うわよ、わたしはセレブだから代金に糸目はつけなくてよ」

「とりあえず召喚してみよう、ぽん」

　陣がポケットからランプを取りだしてこすった。紫色の煙に包まれて、メイド服姿のシエラが姿を現した。シエラはエプロンドレスのポケットから魔法書を取りだし、陣に渡す。

「これだけど……」

「ボールペンでいいよな？」

　そう言って、陣は魔法書のページに「ル」に似たアラビア文字の単語を書き足し、シエラに返した。

「『ナーリン』、『火』の意味だ」

「ナーリン、ね。よーし、やってみるわよ」

　シエラは目の前の草に指を向け、呪文を唱える。

「『火魔法ナーリン』！」

　しかし、何も起こらない。シエラは陣をにらむ。

「うそつき！」

「いきなり俺おれのせいかよ！　もうちょっと気合入れて、頑張ってみろよ！」

　陣に言われて、シエラはしぶしぶ精神を集中する。

「うーん、うーん、うーん……うう～ん……はぁぁぁーっ、『火魔法ナーリン』！」

　血管が切れそうなほど集中して叫んだ末、シエラの爪つめの先に、ぽんっと小さく炎がともった。シエラは、目をまんまるにする。

「わっ……つ、ついた！　ほんとについたわ！」

「すごい、やってみるもんだな！」

　陣が叫んだその息で、シエラの爪先の火がフッと消えた。シエラはゆっくりと陣に視線を向ける。陣は、ゆっくりと視線をそらす。シエラが激怒して、陣の胸ぐらをつかんだ。

「何やってくれてるのよー！　せっかくついたのにー！」

「そんなマッチの先みたいな火、すぐ消えて当たり前だろっ！　火の魔法をいちおう使えることはわかったんだから、修行してでかい火をつけられるようになればいいだろ！」

　陣はシエラに頭をぐらぐらシェイクされながら叫んだ。シエラは、ぱっと手を放す。陣はその勢いで、地面にぶっ倒れた。

「確かにそうね……ゴーレムだって、魔力が上がってからのほうが大きいのを作れるようになってるし。わたしはまだ、火属性の魔法に関してはド新人なんだもの。練習あるのみね、えいっ、『火魔法ナーリン』！」

　シエラはふたたび呪じゆ文もんを唱える。だが、今度は何も出てこない。

「あれっ、あれっ？　えいっ、『火魔法ナーリン』、『火魔法ナーリン』！」

　何度も何度もシエラは指を振ったが、煙すら出てこない。陣じんが言った。

「もしかして、今のおまえの魔神レベルだと、さっきの火で魔力を全部使い切ったんじゃないのか？」

「ガス欠だってこと？」

　シエラは焦って、魔法書をめくってみる。

「他ほかの魔法はどうなのっ？　えいっ、『砂魔法ラツムール』！」

　土属性の一番初歩の魔法を唱えてみたが、砂は一粒も巻き起こらない。シエラは愕がく然ぜんとして頭をかかえ、その場に膝ひざを折った。

「ほんとに全部、魔力が尽きてる……！　今まで、こんなこと一度も無かったのに！　っていうか、魔力に使用限度があるなんて、知らなかったわ！」

「たぶん、こういうイレギュラーなやり方で魔法を使うと、たいした威力も出ないわりにものすごく魔力を消費するんじゃないかな」

「じっとしてたら回復するとか無いかしら？　う～ん」



    

  
    
      



    

  
    
      　シエラは胸に手を当て、目を閉じて精神集中してみる。だが、エネルギーがわいてくるような気配は全く感じない。シエラは絶望して、悲しげに目を開いた。

「……無さそう」

「電池でも規格の違う電球をつないだら、あっという間に無くなっちまうからなあ」

「せっかく魔法を自分で書きこんでも、これじゃヘロデ王との戦いどころか、たき木のたきつけにも使えないじゃない……これならまだ、土属性の魔法のほうがましだわ……」

　シエラはがっくりと、うなだれてしまう。トーレムがその様子を心配そうに見て、てててっと近づいてくると、そのへんに落ちていた小枝を二本組み合わせ、必死にすり合わせはじめた。やがて、ぷすぷすと白い煙が出てくる。

『ふきゅー、ふきゅー』

　トーレムが一生懸命に息を吹きかけると、枝から火がボッと出た。トーレムはそれを持って、シエラに見えるようぴょんぴょんと飛びはねる。

『ぷきゅっ、ぷきゅー！』

「トーレム、慰めてくれる気持ちはわかるけど、それ魔法じゃなくて人類の知恵だから」

　シエラが硬い声でつぶやいた。トーレムは、完全否定されてガビーンと衝撃を受けている。陣じんが、シエラをフォローして言った。

「まあ、いったん変身を解除して、もう一度召喚しなおせば、また魔力は回復するだろ？　まだまだ時間はたっぷりありそうだし、ここには食べるものもたっぷりあるし、焦ることはないさ。さて、休める場所を作っておくか」

　野外での発掘作業に慣れているだけあって、陣はこんな何も無いところでも、全く平気なようだ。土の上に直接寝ると虫にくわれるため、木の葉を集めてきてベッドを作る。土を掘って簡易トイレも作った。シエラは、そんな陣を感心して見つめている。セレブであることは、この大自然の中では何の役にも立たない。陣がとても頼もしく見えた。

（迎えが来るまで、わたしたちほんとうにここで、アダムとイブみたいに二人きりで暮らさなくちゃいけないんだわ。庶民がいなければ、わたしだけじゃリンゴを食べることも躊ちゆう躇ちよして、あっという間に死んじゃってたわね……）

　せっせと働いている陣を見ていると、シエラは胸が熱くなった。いつもセレブとして誰だれにも頼らず生きてきたつもりのシエラだが、今は陣を頼らなければいけない……でも、それが屈辱や自分の無力さへの絶望ではなく、なぜか温かい。守られることの安らぎを、シエラは感じた。ずっとセレブとして気を張って生きてきたシエラにとって、その温かさに浸ることは、悪い気分ではなかった。しかし、シエラの心の底には不安がくすぶっている。

（でも……もし助けが来ても、わたしじゃヘロデ王を倒せない。肝心の火属性の魔法が使えないなんて……この旅は無駄だったの？　アルフは無駄死にだったの？）

　不安で胸がつぶれそうだった。セレブの心は突撃……それは間違いだったのか？　自分がしたことは、大切な友達を犠牲にするだけの無意味な蛮勇でしかなかったのか？　たぶん、陣じんも同じ悩みを抱いていることがシエラにはわかる。シエラの魔法ではヘロデ王に勝ち目が無い、そのことを陣がもっと早く皆に知らせて旅を諦あきらめていれば、アルフは死なずにすんだ。いずれヘロデ王が復活して人類が全滅したとしても、それまでは幸せに暮らせたはずなのだ。自分たちは旅を続けてもいいのか……お互いに、その疑問を抱いているのが、シエラにはわかる。やはり、ここで旅を終えたほうがいいのではないか……と。

「……なあ、座ざ堂どう。アルフのことで、俺おれ……考えてたんだけど」

　ふと、陣がそう口火を切った。

「……わたしも、言おうと思ってたの。たぶん、同じことよ」

　と、シエラも全すべてを見越しているような瞳ひとみを、陣に向けた。



　だが、二人が続きを口にする前にシエラの周囲がかげった。空には雲ひとつ無いのに。

「ギーギかしら？」

　期待をこめて、シエラは顔を上げる。しかし、太陽の中にいたのは化石の翼竜だった。

「しょ……庶民っ！」

　シエラは叫んだ。陣は落ち葉集めをやめ、あわててシエラのもとに戻ってくる。

　彼らの前に、翼竜が舞い降りた。その背には、真しん紅くのスカーフをマントのようにはためかせたサロメが立っている。

「ふふふ……あの蛇が飛ぶのが速いので、追いつくのが大変だったぞ。まんまと撃墜されてくれたおかげで、ようやく間にあった……しかも余計なやつらがいないとは、運がいい。『ソロモンの知恵者』よ、ヘロデ王に従え。さもなければ、そなたを殺して『指ゆび環わ』と『魔法のランプ』のみ奪うことになる」

「そんな脅しが効くと思ってんのか？　アルフを殺していい気になってるのかもしれないが、こっちは大事な仲間を殺されてブチ切れ寸前なんだけどな！」

　陣はポケットから銅の巻物カツパースクロールを取りだすと、いつも冷静な彼にしては珍しく、怒りに任せていきなりそれをサロメに投げつけた。

「裁けっ、『ソロモンの判決』！」

「フッ、あの老人が戦線離脱したと思ったら、武器だけはおまえが持っていたのか」

　サロメは余裕の表情でひらりと飛びあがる。彼女が飛びあがった後……マントに隠されていたその後ろに、もう一人ひざまずいている人物の姿があった。陣はギョッとして、巻物を巻きもどす。

「やばいっ、戻れ『ソロモンの判決』！」

　巻物はひざまずいている人物にかするかかすらないかという危ういところで止まり、くるくるっと巻きもどった。シエラが陣の背後に隠れながら、彼を責める。

「途中で攻撃をやめるなんて何してるのよ、庶民！　一気にやっつけちゃいなさいよ、アルフの弔とむらい合戦よ！」

「よく見ろ、座ざ堂どう……攻撃はできないって」

「なんで攻撃できないのよ！　アルフはわたしたちの、大切な友達だったでしょ！」

「大切な友達だったからさ！　だから攻撃できないんだ……見ろよ！」

　陣じんが、震える指で翼竜を指し示した。

　翼竜の背にひざまずいていた人物が、ひらりと宙に舞って草原に降り立った。金髪のツインテールの頭に黄金のプレートと鎖と宝石でできたヘッドドレスをかぶり、小麦色の肌にも黄金のプレートと鎖でできた下着のような衣装をつけている。その衣装も、黄金の編み上げサンダルも、胸もとを守る豪ごう奢しやな黄金の首飾りも、宝石で贅ぜい沢たくに飾られていた。

　一歩進むたびに、金属がぶつかりあって、シャラシャラと鈴のように軽やかな音を立てる。髪に飾られた真珠の髪飾りだけは、昔のままだ。手にはシャムシールを握っていた。

　シエラも驚いて、目を見張った。忘れようとしても忘れられない、懐かしい顔だった。

「……アルフ……！」

　アルフの目に光は無い。無表情のままシエラにスッと視線を向けると、何の前触れもなくいきなりシャムシールで斬きりつけた。シエラは思わず両手で身をかばう。

「きゃああ！」

「危ないっ！　『ソロモンの判決』！」

　陣が銅の巻物カツパースクロールを投げた。アルフのシャムシールとぶつかり、青白い火花が散った。火花は電撃のようにアルフに伝わる。ビリッと来て、彼女は顔をしかめた。

　シエラは身をかばった勢いで尻しり餅もちをつきつつも、輝く目でアルフを見上げた。

「アルフ……生きてたのっ？」

　シエラの目から、涙がぼろぼろっとこぼれた。

「生きてたんだわ！　たかが生骸ゾンビにアルフが殺されるわけないと思ってたのよ。だってミハイルに聞いたことがあるもの、武道で鍛えた人は首の筋肉が強いから、首を絞められたぐらいじゃ死なないって。それに憎まれっ子世にはばかるって言うもの、アルフみたいな乱暴者に来てもらっちゃ閻えん魔ま大王も迷惑だろうと思ってたわ」

「ちょっと待て、座堂。喜ぶのは早いかもしれないぞ、たしかに本物……だけど」

　陣はとまどっている。サロメはアルフの後ろで、不敵に笑いながら腕組みをしている。

「ふふふ……どうした、ソロモンの知恵者よ？　感動の再会をもっと喜んではどうだ？」

　アルフは光の無い目をシエラに向ける。シエラは立ち上がって、アルフに駆け寄った。

「そうよ庶民、喜ぶのに早いも遅いも無いでしょ？　こうしてアルフは生きてるんだもの！　アルフったらどうして連絡してくれなかったのよ、心配したんだからっ！」

　だが、アルフはシエラの声にも涙にも全く反応せず、シャムシールを構えなおした。無防備にアルフに抱きつこうとしたシエラを、陣じんは慌あわてて呼び止める。

「気をつけろ、座ざ堂どう！　そのアルフ、何かおかしい！」

「何がおかしいのっ？　女の子の服のセンスに文句つけるなんて最低！」

「そうじゃ！　わらわが破れたウェイトレス服のかわりにせっかく見立ててやった、アラビアン・ナイトの踊り子ふうの服のセンスに文句つけるつもりか、最低！」

「おまえまで参加するな」

　陣が疲労しきった目をサロメに向ける。

「そういうおかしいじゃなくてだな、座堂。わからないか？　どうしてアルフが、こいつの選んだ服を着てるのか……とかだな」

「わらわが選んだ服に、そんなに文句があるのか！　そなた、さてはわらわのこのスカーフのことも趣味悪いと思っておるのだろうそうだろう！　自分はパンツまでユ○ピクロのくせに！」

「あーめんどくせえ」

「アルフがおかしいって、いきなり斬きりつけたこと？　アルフがわたしを殺そうとするなんて、日常茶飯事じゃない！」

「女の友情って解らないなあ」

「とにかく良かったわ、アルフ！　生きてたのね！」

　シエラは涙をにじませて、アルフの首に抱きついた。

　その瞬間、アルフは明らかにとまどった。全身をびくんとこわばらせ、指先が震える。力が抜けかけた指先から、シャムシールが滑り落ちそうになる。

「……シ……ェ」

　アルフの唇が震えた。シエラの名を紡ごうとする。地面に降りたサロメは、チッと舌打ちしてどなった。

「わが声を聞けっ、『剣の魔神』っ！　そなたを支配する者はこのサロメなのだ、わが声のみを聞け！　そいつを斬るのだ!!」

　彼女の声を聞いた瞬間、弱々しかったアルフの表情に邪気が宿った。

「……御ぎよ意いに」

　答えた瞬間、アルフはシャムシールをシエラの胸に突きたてた。シエラの瞳ひとみが、きゅうっと収縮する。

「えっ……嘘うそ……でしょ……？」

　シエラは、どっと仰あお向むけに倒れる。

「座堂！」

　陣がシエラに駆け寄り、抱き起こした。シエラは呆ぼう然ぜんとしているが、血は出ていない。

「あれ？」

　陣じんはシエラの胸もとをごそごそとまさぐった。エプロンドレスの胸もとに、何か硬いものが入っている。トーレムが、ぴょこんと顔を出した。

『ぷきゅー』

　トーレムは涙をにじませ、頭に大きなばんそうこうをくっつけている。どうやら陣同様危険を察知したトーレムは、シエラの胸もとに移動して自らシャムシールを受ける盾になったようだ。

「えらいぞ、トーレム！　割れなくて良かったな！」

　陣が誉ほめると、トーレムはえっへんと胸を張った。そのとき、シエラがハッと目を見開いたかと思うと、思いっきり陣の頬ほおを引っぱたいた。

「キャー！　何ひとの胸触ってくれてるのよっ、変態変態変態っ！」

「誤解だ！」

　陣は吹っ飛ばされながらも、反論する。

　アルフは、ズザッと後ずさってサロメのすぐ前に立った。特に攻撃命令が下されていないときは、サロメの身を守るためにこのポジションに戻るよう命じられているようだ。

　サロメはアルフの後ろで、酷薄な笑みを浮かべていた。

「さて……もう漫才は終わったのかな？」

「漫才じゃねえ！　それから、てめーアルフに何をしやがった！」

「『ソロモンの知恵』を持っているのだから、わからぬはずはなかろう？　わかっているはずだ……『剣の魔神』がわらわの忠実な『生骸ゾンビ』になったのだとな」

「生骸ゾンビ！」

　シエラが愕がく然ぜんとして、口を押さえた。

「じゃ……じゃあ、アルフはやっぱり……死んでしまったの？」

「そのとおり。記憶というものはただの連続した電気信号、一度死んだ脳は全すべての記憶を失う……その真っ白になった記憶にわらわが新たな命令を刷りこんだのだ。『剣の魔神』は、もはやわらわの命令しか聞かぬ」

　シエラは涙を浮かべて、首を左右に振った。信じられなかった……いや、客観的に見て認めざるを得ない明らかな現実を拒否していたのかもしれない。

「どうして……そんなひどいことを」

「そなたらのせいだ。そなたらを倒すために、わらわは『最強の戦士』を手に入れざるを得なかった」

「そのために、わざとアルフを狙ねらったのね！　こんな操り人形みたいにするなんて……ひどい！」

「そなたらが素直にヘロデ王に従っておれば、こんなことにはならなかったのだ。『剣の魔神』をわらわの人形にしたのはそなたらなのだ、そなたらが悪いのだぞ！　さあ罪悪感にとらわれて凹ヘコめ、落ちこめ、気が滅め入いれ、反省しろ！」

「言いくるめようったって無駄よ！　他人の心を奪って自分の思うままに利用しようとするような薄汚い心根のやつが一番悪いに決まってるでしょ！」

　シエラは迷わず、ビシッとサロメを指さす。まさか思いっきり直球で打ち返されるとは思っていなかったサロメは、言い返せない。たどたどしく、アルフに命じた。

「ちょ……ちょっと！　『剣の魔神』、わらわの代わりに何か言い返さぬか！」

「正論過ぎて言い返せませんが……」

「何でも良い！　言い返せ！」

「ばーか。ぶーす」

「もっとレベルの高い反論をせぬかっ！　あああ、頭の良い鎌かま之の助すけがここにいれば！」

「まあまあ。口でかなわない相手は暴力で屈服させれば良いのです、ニャロメ様」

「ニャロメじゃないニャロメー！」

「……そっちこそ、漫才はもう終わったのか？」

　陣じんは疲れた声で尋ねた。オレンジ色のネコミミとシッポをにょっきり出していたサロメが、あわててそれらを引っこめる。

「ま、漫才とか言うな！　とにかく、確かにへらず口ばかり叩たたくこいつらは『武力で屈服させる』が正解だ！　行けっ、『剣の魔神』！　やつらを倒せ！」

「御ぎよ意いに！」

　アルフがシャムシールを握って突進してくる。「倒せ」と命令されたからには、陣たちを本当に倒すまで攻撃はやめないということなのだろう。シエラは叫んだ。

「どうするの、庶民！　いくら生骸ゾンビでも相手はアルフよ、戦えない！」

「『ソロモンの判決』で縛りあげるか……？　いや、いくらアルフでも相手は生骸ゾンビだ、『ソロモンの判決』に触れたとたん消し飛ぶ危険もある……！　くそっ、性格の悪い作戦を立てやがって！」

　何とかしてアルフを傷つけないようにしながら、自分たちの身も守らなくてはならない。時間があればそれを考えることもできるだろうが、すでにアルフはすぐ目の前まで迫っている。考える時間はない。

「くそっ！」

　陣はアルフにがしっと組みついた。シエラはびっくりして、目を丸くする。

「庶民っ？」

「逃げろ、座ざ堂どう！」

「い……嫌よ、セレブのわたしが逃げるなんて！」

「攻めることも守ることもできない上に魔力も尽きてるなら、逃げるしかないだろっ！」

　陣は叫んだ。いつになく真剣な表情の陣の命令に、シエラは逆らえない。陣のことも心配だったし、逃げるのも悔しかったが、

「……行くわよ、トーレム！」

『ぷきゅー！』

　二人は大急ぎで逃げだした。いっぽう、陣じんはがっしりとアルフに組みついている。

「アルフ、正気に戻れ！」

「正気……？　何を言う、わたしは正気だぞ」

　アルフの目は冷たい。サロメが嘲ちよう笑しようした。

「フッ、記憶を呼びもどそうというのか？　無駄なことだ、その者はすでに生骸ゾンビだと言っただろう！」

「だが！　アルフはおまえを『ニャロメ』と呼んだ！　香港ホンコンで戦った南なん海かい不ふ敗はいも、その記憶も誇りも失ってはいなかった！　たとえ生骸ゾンビでも心は完全には滅んでいないはずだ、違うかっ？」

　ぐっ、とサロメが返答に詰まる。

「だ……だが、無駄だ！　わらわに長く支配されればされるほど、燃え残りのような心も消えて行くのだ。すぐに『剣の魔神』も完かん璧ぺきなるわらわの人形となる！　無駄な望みなど捨てるが良い！」

「ってことは、今はまだ望みを持てるってことだろ。諦あきらめるには早すぎるってわけだ」

「心を戻してどうなる！　どうせ生骸ゾンビだ、腐り果てて行くだけなのだぞ！　そんな体に心を戻すだけ、哀れだとは思わないのか！」

「他人を生骸ゾンビにしたやつに言われたって説得力ねーよ！」

　陣は、アルフに呼びかける。

「アルフ、思い出せ！　カレーのレシピを持って家に帰るんだろ、そう言っただろ！」

「うっ……ううう……っ！」

　アルフは激しい頭痛を感じ、陣をドンと突き飛ばす。ペルシャ格闘術ズルハネをマスターしているアルフに突き飛ばされると、全力でしがみついていたはずの陣が何メートルも吹っ飛ばされてしまった。アルフは、地面にうずくまって頭をかかえた。

「ち……違うっ、わたしは……わたしはニャロメ様の忠実な部下……っ！」

「まだニャロメと呼ぶニャロメ！　早くそいつから『ソロモンの指ゆび環わ』を奪うニャロメ！」

　完全に語尾がニャロメ化してしまったサロメが叫ぶ。だが、アルフは起き上がれない。

「あああーっ！　頭がっ、頭が割れる！　誰だれだっ、おまえたちなんか知らない、親なんて知らない！」

「いいぞ、アルフ！　思いだすんだ！」

　陣は叫ぶ。サロメは、チッと舌打ちした。

（くそっ、もう少し『熟し』てからやつらの前に出すのだった、蛇の移動速度が速すぎて焦ってしまったか……！　『剣の魔神』の脳が白紙状態ということは、術者であるわらわよりも強い力で記憶が刻みこまれれば、そちらに従う危険もある……）

　サロメは、はらはらしながらアルフの様子を見守っている。だが……そのとき、アルフがむくりと立ちあがった。

「……ふう。あー痛かった」

「ア……アルフ……？」

　陣じんの目が点になる。アルフは頭をぶんぶんっと振ると、憎々しげに陣をにらんだ。

「貴様がわけのわからないことを言ったから、メチャクチャ頭が痛くなったではないか！　報むくいを受けよ！」

「何だその逆ギレ！」

　叫んだ瞬間に、シャムシールが振り下ろされる。サロメが笑った。

「ははは、これは良い！　おやつで体重が増えるのもデートの朝に寝癖が取れないのも、まとめて他人のせいにするのは少女の特権！　行けい、『剣の魔神』！　そなたの頭を痛くしたやつの頭を首から切りはなしてやるがいい！」

　陣は巻物を閉じたまま、攻撃を受けた。青白い光がひらめき、シャムシールの刀身を通じてアルフの腕に伝わる。アルフは思わずシャムシールを取り落とした。

「あちちっ！」

「そうか……間にクッションが入ってれば、アルフを傷つけずに防御できるわけか」

　陣は巻物を見る。アルフはどなった。

「何だ、その変な武器は！　ずっこいぞ！」

「剣と格闘技のプロ相手に、これぐらいのハンデは許してくれよ！」

　陣はわめく。サロメが、アルフに向かってどなった。

「『剣の魔神』っ、格闘技だ！　素手が相手ならば、『ソロモンの知恵者』は防御できぬ！」

「しまった、気づいたか」

「御ぎよ意いに！」

　アルフはシャムシールを腰から提げた黄金の鞘さやにおさめると、ダッシュして一気に陣との間合いを詰め、肩で腹に体当たりをした。

「うげっ！」

　陣がよろめいたところで、アルフは彼の髪をわしづかみにし、その手を軸にしてくるりと回転、陣の顔に回まわし蹴げりをくれた。

「ぐああ！」

　頭を掴つかまれて固定されていただけに衝撃は大きく、陣はその場にドオッと倒れた。ダメージが強すぎて、全身に力が入らず、立ちあがれない。アルフは容赦せず、ゆっくりと歩いてくる。

　このままでは、確実に殺される。アルフはもう命の無い生骸ゾンビなのだから、「ソロモンの判決」で楽にしてやったほうがいいのかもしれないとも思った。けれども、それではアルフが木こっ端ぱ微み塵じんになってしまう。今まで親なんていてもいなくても同じだと思っていた陣じんだが、大だい胡ごも自分のことを心配していたようだとわかって、親は案外子供のことを心配しているものだということが解った。だから、日本で待っているであろうアルフの両親に、亡なき骸がらだけでも綺き麗れいな状態で届けてやりたい……と思うようになっていた。

（俺おれにはアルフを倒せない。アルフの魔力が強すぎて、俺の力じゃ封印もできない。だけど、このままじゃ座ざ堂どうはどうなる？　アルフを取るのか座堂を取るのか……俺はどうすればいいんだ？　どうして『ソロモンの知恵』は、こんな肝心なことの答えを出してくれないんだ？）

　一歩一歩確実に近づいてくるアルフは、確実な「死」の気配をまとっている。もう時間の猶予は無いのに、答えは出ない。日本人の悪いくせは「時間が解決してくれる」とか「時間稼ぎ」とかいうことばを使うことだ、と言われている。今すぐに即座に答えを出さなくては手遅れになることのほうが、世の中には多いのだ。

（だめだ……答えが出ない！）

　倒れている陣のもとに、ついにアルフが到着した。冷ややかな目で陣を一いち瞥べつすると、まず黄金のサンダルをはいたつま先で彼のわき腹を蹴けり、仰あお向むけになっていた陣をうつ伏せにした。

「ぐう！」

　サンダルのつま先がもろにわき腹に入って、陣は血を吐いた。うつ伏せになれば、人は抵抗する術すべを無くす。その背にアルフがまたがり、片手で頭を掴つかんで首をそらせると、長い足を器用に回して首をぐいぐい締めつけてきた。

「ぐううう！」

　陣はうめく。助けを求めて地面をバンバンと叩たたくが、背中に乗られて攻撃されているため、反撃する術が無い。体を引っくりかえそうとしても、アルフのもう片方の手と足が陣の肩の関節をしっかり極きめているため、それすらもできない。アルフの絞め技は容赦無く、陣の視界は一瞬にして白くなった。

（やばい……落ちるっ……）

　サロメは目を輝かせて叫んだ。

「よし、『剣の魔神』！　『ソロモンの指ゆび環わ』と『魔神のランプ』を奪え！」

「御ぎよ意いに」

　サロメは陣の指からソロモンの指環を引き抜き、ポケットからは魔法のランプを奪い取った。だめだ、奪いかえさなくては……と陣は思ったが、意識が今にも消えようとしていて、動けなかった。そのとき、どこか遠くのほうから、懐かしい声が聞こえた。

「泥魔法トウイーン！」

　シエラの声だとわかった。でも、そんなはずはない。シエラは火魔法ナーリンで魔力を使い切ってしまったはずだ。ついに幻聴が聞こえてきたのか……と陣じんは薄れ行く意識の中で思う。ドドドドドッ、と地面を揺るがす足音が聞こえる。

「やめなさーいっ！」

　シエラの声が、今度ははっきりと聞こえた。意識が一気に引き戻された陣が見たものは、ゴーレムをモ○ピルスーツのように全身にまとい、アルフにパンチをくらわせたシエラの姿だった。

「ぐはあ！」

　ゴーレムのパンチの硬さと重さに、さすがのアルフも吹っ飛んだ。アルフは倒れたが、地面に落ちてしまったランプと指ゆび環わをとっさに拾いあげ、サロメのもとへ戻る。陣は咳せきこみながら、身を起こした。

「ざ……座ざ堂どう？　おまえ、どうして魔法を……？」

「説明は後よ！　わたしを置いて、のんびり絞め殺されるつもりだったわけっ？　とんだ変態さんだわね、『ソロモンの判決』はどうしたのよ！」

　ゴーレムスーツ姿のシエラが、腰に手を当ててぷんすか怒る。陣はぜいぜいと荒い息をしながら、反論した。

「誤解されるようなこと言うなっ！　どうすればいいのか決めかねてるうちに絞められたんだ、たとえ生骸ゾンビでも綺き麗れいな姿で親御さんのところに帰してやりたいと思うだろっ？　『ソロモンの判決』を使ったら木こっ端ぱ微み塵じんになるじゃないか！」

「まあ……それは良い選択だと思うけど」

　シエラはクルッとアルフのほうに向き直ると、ゴーレムスーツの指をバキバキと鳴らす。

「ゴーレムスーツを着てれば、剣だろうがズルハネだろうが、アルフの攻撃なんて痛くも痒かゆくもないわけよ。ボコボコにされたくなければ『ランプ』と『指環』を返しなさい！」

　ぎくり、とアルフの顔色が変わった。今の状態のシエラが強いことを、戦士の本能で嗅かぎ取ったようだ。サロメも、自分たちが一気に不利になったことを確信し、あわてて「死者の書ネクロノミコン」を取りだした。

「『剣の魔神』に魔力をくわれているといえども、小動物の屍しかばねを操るていどの余裕はあるはず。毒蛇や毒虫を召喚してあのかぶりものの中に入りこませ、中身を食い荒らしてくれるわ！　永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経へて、死すら死を迎えん！」

「かぶりものの中に入りこませって、ちょっと！　虫はやめてよね虫は！」

　シエラはぞっとして叫んだ。ところが……呪じゆ文もんが終わっても、何も起こらない。サロメはきょとんとした。

「……え？」

　きょろきょろして、何か復活した動物は無いのか探す。だが、相変わらず小鳥や蝶ちようが平和に舞っているばかりで、サロメのもとにやってくる生骸ゾンビは一匹もいない。

「どういうことだ？　どんな場所でも、必ず死し骸がいは埋まっているはず！　特にここには、こんなにたくさんの動物がいるというのに……なぜ死骸がいない？　まさか、ここでは今まで何も死んだことがないとでもいうのかっ？」

「よくわからないけど、呪じゆ文もんはもういいのかしら？　次はこちらのターンでよろしかったでしょうか？」

　シエラが両腕を突き合わせながら、じりじりとサロメに近づく。確実に逆転の勝機を失ったことを察して、サロメは化石の翼竜の背に飛び乗った。

「来い、『剣の魔神』！　目的の物は手に入れたのだ、長居は無用だ！　ランプの魔神よ、すぐにそなたはヘロデ王の魔神となるのだ！　そして『偶像崇すう拝はい』はヘロデ王に『ソロモンの指ゆび環わ』をお渡しして封印していただいてやる、楽しみに待っておれ！」

　アルフが翼竜の背に乗るやいなや、翼竜は飛び去った。

「待ちなさいっ、逃がさないわよ！」

　シエラは翼竜のしっぽを掴つかもうとしたが、ゴーレムスーツは頑丈なぶん重すぎて、素早い動きができなかった。翼竜のしっぽをスカッと空振りした上に、勢いあまって顔からドテーンとこけてしまう。

「きゃあああ！」

「大丈夫かっ、座ざ堂どう！」

　陣じんがシエラを抱き起こした。その間に、翼竜は真っ青な空に吸いこまれて消えていった。

　シエラは、全身を覆っていたゴーレムスーツを解除する。ゴーレムスーツは泥に戻って、さらさらと崩れていった。

「だ……大丈夫だけど」

　トーレムが心配そうに、地面にぶつかって真っ赤になったシエラの鼻をなでなでする。陣は、暗い表情で唇を噛かんだ。

「……すまない、座堂。俺おれが優柔不断なせいで、『指環』も『ランプ』も奪われてしまった……」

「指環？　ランプ？　これのこと？」

　シエラがケロッとした表情で、トーレムに目くばせした。トーレムは、草の中に隠していた指環とランプをひょいっと取りだした。陣は目を白黒させる。

「こっ、これは……！　で、でもどうして！　アルフが持っていったはずなのに！」

「わたしがアルフに体当たりしたでしょう。泥魔法トウイーンで作って、あのときにすりかえたのよ」

　陣は目が点になっている。

「……座ざ堂どう、あんな状況だったのにえらく冷静だったんだな。それに、どうやって魔力が戻ったんだ？」

「わたしが考えたわけじゃないわ。あのおじいさんが教えてくれたのよ。魔力も、あのおじいさんが分けてくれたの」

　と、シエラは自分が来たほうを指さした。

　木々の間から、地面に届くほど長いひげを生やした老人が、ゆっくりと歩いてきた。手には杖つえを持ち、はだしの上に長いスカート、短い上着の上に前開きのマントをまとっている。陣じんが歴史書で見た、古代シュメール人の服装によく似ていた。陣は眉まゆをひそめる。

『魔力を分けた？　あなたは……何者なんですか？』

「ほう、わしの姿を見て速攻で古代シュメール語を使ってくるとは、さすが『ソロモンの知恵者』、なかなかじゃな」

　老人は楽しげに笑った。老人は、綺き麗れいな日本語を使っていた。魔神どうしだから心でことばが通じるというものではない……彼はたしかに日本語を話したのだ。陣は驚いた。

「に、日本人っ？　まさか、でもどうしてそんなに完かん璧ぺきな日本語を……！」

「日本人ではない、わしはシュメール人じゃがこの世の全すべてを知っておるでのう。わしの名は……『ウトナピシュティム』じゃ」

「ウトナピシュティムっ？　あ、あの『ギルガメシュ叙じよ事じ詩し』に記された、『大洪水』の生き残りで永遠の命を持つ知恵者っ？　本当にっ？」

「そうじゃ。四千六百年前、武力と権力とこの世の栄華の全てを手に入れた英雄ギルガメシュが、親友の死を見て、命だけは限りがあることを受け入れられずにわしのもとへやってきたのじゃ」

　ウトナピシュティムは、優しい目で陣をじっと見つめた。陣は尋ねる。

「『ギルガメシュ叙事詩』によれば、あんたは不老不死の薬草をギルガメシュに渡した。でもギルガメシュはそれを『蛇』に食われて、人間は誰だれも死の運命を免れないことを知った……。俺おれだって、アルフの死を受け入れられやしない。どうして人間は『永遠の命』を持てないんだ？」

「それなら新あら木き陣、今ここでそなたに不老不死の薬草をやろうと言ったらどうする？」

　ウトナピシュティムは、骨だらけの指で陣を指さした。

「人間は誰しも死を恐れる、それは本能じゃ。歴史の中の皇帝も独裁者も、誰よりも強い者になることで、誰かに食われる恐怖を回避してきた。じゃが不老不死の体になっても、しょせんは人間じゃ。交通事故や火事や殺人事件で、その肉体はあっさり死んでしまうじゃろう。ただし……『何も起こらなければ永遠に生きられる』、とそうなれば、人間は今よりもはるかに死を恐れるじゃろう。外に出ることも、誰かと話すことも、全てが恐ろしくなる。家の中に閉じこもり、震えて生きるだけになってしまう。人は誰しも必ず老いて死ぬ、それもわずか百年にも満たぬ人生じゃ……じゃからこそ、人は勇気を持って冒険に挑むことができるのじゃよ。学校へ行き、人とふれあい、老いて体が動かなくなるまえに精一杯の経験を積み、見知らぬ土地を開拓し、恋をして、子孫を残し、子孫のために命をかけて戦い守り、発展してゆく。人は免れられぬ死や老いがあるからこそ、勇気を持って、人生に挑むことができるのじゃ。それこそが、不老不死よりもはるかに『生きる』ということではないかのう？」

「もしギルガメシュが永遠の命を得ていたなら……彼は英雄にはならなかったってことか」

「そうじゃ。そして彼の英雄叙じよ事じ詩しが五千年近くも語り継がれることもなかったじゃろう。命に限りがあるからこそ、勇気が生まれる。だからこそ、そなたらは敵かなわないかもしれないと思いながらも、果敢にヘロデ王に立ち向かっていけるのじゃ」

「ヘロデのことまで知ってるのか？」

「わしは知恵者ウトナピシュティム、全すべてを知っておると言ったじゃろう。わしはこの楽園エデンの管理者、ここでは全ての生き物が死を知らず、永遠に生きておる」

「『大洪水』は紀元前三十世紀に起こったはずだ……ギルガメシュに会ったとき、あんたはすでに四百歳だったのかっ？　モーゼの十じつ戒かいが紀元前十三世紀だから、あんたは聖櫃の妖魔アークダイモンより長生きしてるのか？　もしかして……あんたは、ヘロデ王なんかよりずっと強い力があるんじゃないのか？」

「そうかも知れぬのう。じゃが、言ったとおりわしは『不老不死』となってしまった。わしはそなたと同じ『知恵者』、じゃがわしには人生に挑む勇気が無い、死を恐れて死んだようにただ身をひそめて生きつづけるだけの『生命の囚人』でしかない。知ってのとおり、この楽園エデンは不病不老不死不苦の楽園じゃが、遠い昔人間に対して閉ざされた。それは、わしが人間と接触することも何かと関かかわることも全てが恐ろしく、自らを楽園エデンに封印したのじゃ。今は何者も近づけないよう、聖書に記されておるように、『回転する炎の剣』によって守られておる。『炎』と『剣』は『知恵者』を守るもの……楽園エデンの周囲を炎の剣が高速で飛びまわり、炎の壁を作っているのだ。その炎は目には見えないが、近寄れば猛烈な砂漠の暑さを感じて渇き死ぬのじゃ」

「『炎』と……『剣』？」

　陣じんは、シエラのほうにちらっと視線を向ける。

「そうじゃ。そなたもわしと同じ『知恵者』、『炎』と『剣』を従える者。不老不死となったわしは、その強大な力を、自分を守り封印するためにしか使えなかった。しかし結局、わしが楽園エデンから追いだした人間たちのほうが、短いといえども人生を素晴らしく『生きて』いるのを見て、自分の過ちに気づいたのじゃよ。限りある命しか持たぬそなたには勇気がある。運命に挑む気力がある。新あら木き陣、そなたならば必ず、ヘロデ王に勝てる……なぜならば、ヘロデ王もまた永遠の生命に憧あこがれ、自らの死の恐怖を払ふつ拭しよくするためにこの世の全すべてを破壊せねば安心できぬ『生命の囚人』に過ぎぬからじゃ」

「だっ、だけど！　座ざ堂どうは火の呪じゆ文もんは全然使えないし、アルフは生骸ゾンビになっちまったし！　俺おれだって、『炎』も『剣』も使えないさ！」

「『死者の街』で赤い猫に会ったじゃろう？」

　ウトナピシュティムが、陣じんのことばを遮ってそうたずねた。

「赤い猫？　バラナシの空港で見た気がするけど……」

「あれは起屍鬼ヴエーターラという、猫の姿をした妖魔ダイモンじゃ。本来、ヴェーターラは死んだ人間を生骸ゾンビ化させるもの。その中でもあの親猫は強い魔力を持っておっての。魂を与える者デーヴアダツタという名で、死んだばかりの人間の心臓など生命維持に必要な器官のみを生骸ゾンビ化させることで救命措置を施し、体を自然治癒させる時間を稼いで、生き返らせることができるのじゃ。デーヴァダッタに親切だった空港のコンシェルジュも、交通事故でショック死したが今は元気に復活しておるよ。ただしあの者も、仮死状態になっているあいだにサロメ王女によって生骸ゾンビ化されたことで、ややこしいことになったがの」

「仮死状態？」

　陣は、ハッと気づいて目を見開いた。

「そういえば！　アルフはあの猫の子供を助けた、アルフが死んだときも猫がいた！　まさかアルフも、仮死状態のままニャロメに生骸ゾンビ化されたってことなのかっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうよ、わたしもさっきウトナピシュティムさんに聞いたんだけど、アルフは生き返るってことなの。でも、今はニャロメに生骸ゾンビ化の術をかけられている『悪の魔神』状態だから、『ソロモンの判決』で木こっ端ぱ微み塵じんになっちゃう。それでさっき、庶民がソロモンの判決を出さなくて正解だったって言ったのよ」

　と、シエラが言った。陣じんは目を輝かせて、ウトナピシュティムを見つめる。

「だから、生骸ゾンビなのにアルフがニャロメの命令を素直に聞かなかったりしてたのか、脳が死んだわけじゃなかったから完全なロボットになってなかったってことなんだ！　じゃあ……アルフは助かるんだな！」

「ただし、時間が経たつほど彼女の洗脳も進んでしまう。猶予は無いのじゃ、良いな」

　ウトナピシュティムのことばに、陣ははっきりとうなずいた。

「猶予が無くたって希望があるならかまうもんか、必ず助ける！　教えてくれてありがとう、ウトナピシュティム！」

　シエラは、そんな陣の熱心な顔を、じっと見つめていた。

（庶民……そんなに一生懸命なのは、相手がアルフだから？　もしわたしが同じ目に遭ったら、同じように助けてくれるの？　アルフをかばうためなら、わたしと庶民の絆きずなである指ゆび環わとランプを奪われてもＯＫだったなんて……まさか、そんなことないわよね？）

　シエラの胸に不安が渦巻いていた。だが、セレブのプライドにかけてそんなことを直接陣に尋ねることはできなかった。

「そろそろ、そなたたちの仲間がここを見つけるころじゃろう。ふだんは、空からも見つからぬよう幻術をかけておるのじゃ。そなたらが落ちてきて、仲間に見つけられるようにと一時幻術を解いたせいで、サロメどもがやって来てしまったというわけじゃ。そなたらが去れば、楽園エデンは再び封印する。二度と会うことはないじゃろう」

「ウトナピシュティム、ヘロデ王との戦いの前にあんたに会えたのは、運命だと思う。最後にひとつだけ教えてくれ。座ざ堂どうは『火』の属性のはずなのに、魔法書には『土』の呪じゆ文もんばかり並んでる。無理矢理『火』の魔法を使ったら、魔力が一気に減ってどう考えても座堂に合ってない。いったいどうなってるんだ？」

　陣は真剣な表情で尋ねた。シエラは、自分の話が陣の口から出たので、何だかドキドキしていた。ウトナピシュティムは、淡々とした表情で答える。

「……問題ない。そのまま『土』の呪文を集めるが良い」

「だって『火』の属性なんだぞ？　ランプの魔神なんだから！」

「ランプはその先に火をともす。問題ない、運命は運命を信じる者に正しく道を開いてくれるものじゃ」

「あんたはこの世の全すべてを知ってるんだろ？　もっとわかりやすくはっきり言ってくれよ、どうすればいいのか、どうすればヘロデ王に勝てるのか！」

　陣じんはイライラしながら尋ねた。ウトナピシュティムは空を見上げる。虹にじ色いろのうろこが雲のあいだにはるか遠く、きらりと光ったのが見えた。

「もうすぐ仲間がやってくるようじゃな。わかりやすく言うことは無理じゃ、わしは世界の全すべてを知っているが未来までは知ることができぬ。そなたらがヘロデ王に勝つのか全滅させられるのか、それすらもわしにはわからないのじゃ。もしわしに未来が見えるならば、いつ起こるともわからぬ死の危険を恐れて自らをこの『不死の楽園』に封印したりはしておらぬさ」

「それも……そうか」

　と、陣は言った。

「未来はわからない……だが、諦あきらめずに進み続けていればいつか『未来ゴール』に着くはずだよな」

　すると、ずっと蝋ろう人にん形ぎようのように静かで淡々として超越者の雰囲気をたたえていたウトナピシュティムが、はじめて微笑ほほえんだ。

「限りある命しか持たぬそなたがうらやましい。限りある短い青春を、全力疾走で駆け抜けるそなたら人間がうらやましい。不死の楽園に永遠に自らを囚とらえるまえに、わしもそれに気づいておれば良かったのじゃ……わしの先見の明、わしの知恵など、そのていどのものだったのかもしれぬが……の」

「あっそうだ、もうひとつ」

　陣が、ポケットをごそごそしてメモ帳を取りだす。

「なんかいろいろあってうっかりしてたけど、昔から読んでた歴史上の人物に会えるなんてすごいことだよな！　今のインタビュー内容、考古学の学会で発表していい？」

「もちろんだめじゃ」

「やっぱり？」

「人間の科学で本気で探されたら、ここが見つかってしまうかもしれん。上空から無人探査装置をいっぱい降らされたりな。わしの生活が脅かされるのも嫌じゃが、人間が不老不死を手に入れたらすぐに人間は滅びるぞ。全員が引きこもってしまったら、食料を運ぶ者も子孫を残す者もいなくなるわけじゃからな」

「がっかりだな。じゃあ、誰だれにも見せないから、せめて記念にここにサイン頼む」

　と、陣はメモ帳を彼に渡した。

「こ、ここで良いのか？」

「いいなー、楔くさび形がた文字のサイン！　あ、『新あら木き陣さん江』も書いてくれよなっ！」

「庶民……ありえないベクトルでミーハーなのね……」

　シエラは硬い声でつぶやいた。

　空から、虹にじ色いろの蛇が舞い降りてきた。夕方が近かった。

「いよいよお別れじゃな。そなたらに会えて、この楽園の永遠なる囚とらわれの身であるこのウトナピシュティムも変化があって楽しかった。『ソロモンの知恵者』に戦いの女神イシュタルの導きがあることを」

　ウトナピシュティムが指さした西の空に、宵の明星が輝いていた。イシュタルは古代メソポタミアの金星の女神で、愛と戦争をつかさどり、英雄ギルガメシュの前にも現れたという。地平線の彼方かなたへと優しくいざなうその輝きの神々しさに、陣じんは思わず総毛だった。

「ありがとう、ウトナピシュティム……俺おれたちは必ず勝って帰る。アルフも助ける。必ずだ」

　金星を見つめる陣の表情は、苛か酷こくな旅路の中で研ぎ澄まされたように、静かだが凛とした清せい冽れつさを帯びていた。シエラは彼が急に大人っぽくなったように思えて、呆あきれたように見ていたが、心を囚われていたことにハッと気づき、あわててそっぽを向いた。



　そのころ、サロメとアルフは翼竜の背に乗って、ヘロディオンに向かっていた。

　夕暮れ近いヘロディオンの山は、イスラエルの荒野の中、赤黒く燃えるように聳そびえ立っていた。

　サロメはランプと指ゆび環わを自分のスカーフの一枚にくるむと、嬉き々きとして墓所への階段を下っていく。

「『剣の魔神』よ、よくやった！」

「お褒めにあずかりありがとうございます、ニャロメ様」

「いろいろ気になるところはあるが、やることはやってくれているから細かいことは言及しないでおこう。これでヘロデ王は『神』の力を得る、ただの妖魔ダイモンではなく『魔神』となられるのだ」

　サロメは、わくわくしながら墓所に入った。

　ヘロデ王は、棺ひつぎの外に出て椅い子すに座り、七つの封印がされた巻物をかたわらに、陶片に刻まれた古代ヘブライ文字の文献を読んでいた。サロメは驚き、彼に駆け寄る。

「わが王！　お加減がよろしいのですか？」

「そうだな。おまえが集めた『塩の柱』から、最近はかなり多くの生気を吸い取れるようになってきた」

　ヘロデ王は、傍らに立っている美しい女性の「塩の柱」に視線を向けると、その頬ほおを指先でつつっと撫なでた。

「早く全快してこの甘美なる生命力を全すべて吸い取ろうと思っていたが……『ソロモンの知恵者』どもがずいぶん近づいている気配がする。『保険』のため、これは置いておいたほうが良さそうだな」

「大丈夫でございます、ヘロデ王！　『ソロモンの指ゆび環わ』と『魔神のランプ』を手に入れてまいりました、これでわが王は決して負けはしません！　むしろ、何の力も失ってしまったやつらがこれ以上旅を続けるかどうかも定かではありません！」

　サロメは頬ほおを真っ赤にして力説しながら、ヘロデ王に指環とランプを差しだした。

　ヘロデ王は、ちらりとそちらに冷たい視線を向ける。黄金に輝く指環とランプ……だが、彼の酷薄な視線は、その輝きの偽りを簡単に見抜いていた。

「これは……偽物だ」

　ヘロデは、サロメが差しだしていた指環とランプを握りつぶした。砕けたそれらは、土くれとなって彼の指の間からサラサラとこぼれ落ちる。サロメの顔がこわばった。

「こ、これは……っ？　さ、さてはあのとき、ゴーレムの呪じゆ文もんですりかえたのか！　何と悪知恵のきくやつらだ！」

　サロメはヘロデの足もとに土下座し、額を床にすりつけた。

「申し訳ございませんっ、わが王！　今度こそっ、今度こそ必ず『ソロモンの指環』をっ！」

「……良い。必要ない」

　ヘロデは静かな声で言う。はっ、とサロメが顔を上げた。

「し……しかし、『ソロモンの指環』が無ければ、わが王はまた聖櫃アークに封印されてしまうのではっ……！」

「勘違いするな、サロメ」

　彼は凍りつくようなまなざしでサロメを見下ろす。次の瞬間、彼女の髪をわしづかみにすると、片手で首をつかんだ。長い指先が、サロメの首にズブズブと埋まった。

　びくん、とサロメの全身が硬直する。無表情のまま立ちつくしていたアルフも、わずかに反応して肩を揺らした。サロメは、信じられないようにヘロデを見る。

「わ……わが王？」

「『必要ない』と言ったのは『ソロモンの指環』ではない……おまえだ」

　サロメの目が絶望に大きく見開かれた。ヘロデの指は、彼女の頸けい動どう脈みやくから直接生気を吸い取っていた。首の傷からは血が流れだして彼女の白い胸や腕を赤く染めた。しかし、サロメは抵抗しようとしなかった。

「か……かまいません、わが王。せめてわが王の復活の力となれるのならば、サロメは……サロメは喜んで殉じましょう。この命のふたつやみっつ、わ……わが唯一絶対の『神』であるわが王に、喜んで捧ささげましょう」

　恐怖に震えながらも覚悟を決めて閉じられたサロメの目から、大粒の涙がこぼれた。

　その瞬間、アルフが動いた。カッと目を光らせ、ポケットのボールペンを引き抜いてシャムシールとするや、ヘロデに斬きりかかったのだ。

「『剣の魔神』っ？」

　サロメが叫ぶ。アルフのシャムシールはヘロデの首を刎はねる軌道に乗っていたが、ヘロデは素早くサロメを手放し、後方に飛びすさった。

「とりゃあああああ！」

　アルフは咆ほう哮こうを上げ、大上段に振りかぶってさらにヘロデを狙ねらう。ヘロデはチッと舌打ちをした。

「下らん……生骸ゾンビなど養分にもならぬ。砕けよ！」

「やめろっ、『剣の魔神』っ！」

　ヘロデがアルフに指先を向けると同時に、サロメが身を包む赤い七枚のスカーフのうちの一枚を投げ、アルフの腰に巻きつけて引き戻した。ヘロデは冷静に、指先から放とうとした波動を封じる。アルフは、スカーフにくるまれてもまだバタバタしていた。サロメが真っ青になって、ふたたび土下座する。

「かっ、重ねがさねすみません！　これも全すべて、サロメが至らないためでございます！」

「ふん……命令を聞かぬ生骸ゾンビ、か」

　ヘロデは、バタバタしているアルフを横目でしばらく眺めていたが、わずかに笑うと、土下座しているサロメの横をスッと通り過ぎる。

「考えが変わった。おまえは生かしておこう」

「……えっ？」

　サロメは顔を上げた。アルフも、ぴたりと暴れるのをやめた。

　ヘロデは、長い眠りでぼろぼろになった長衣を脱ぎ捨てる。脱いだ瞬間、長衣は砕けて粉となる。細身だが逞たくましい肉体が、闇やみの中で白く輝くように見えた。サロメは真っ赤になり、あわてて再び顔をそむけながら尋ねた。

「あ、ありがたき……お言葉。しかしなぜ、お許しくださったのですか？」

「二千年もわたしに仕えたのだ。おまえも見たいだろう、わが『千年王国』の降臨を」

「も……もちろんでございます、ヘロデ王！」

　ヘロデは墓所の端に置かれていた副葬品の長持ちから紫色の衣を取りだし、着替えはじめた。サロメは顔をそむけたまま、頬ほおを赤らめて一生懸命に答える。

「モーゼの十じつ戒かいの一番最初には、『主を唯一の神とする』と記されています。『唯一神の否定』であるわが王が、主に代わる唯一の神となりこの世界に君臨するお姿を、サロメはこの二千年、ずっと夢に見てまいりました」

「覚えているか、わが神殿を。このヘロディオンにわたしが建てた、世界最大の神殿を。世界中から参拝者が訪れていた、わたしが救世主メシアによって聖櫃アークに封印されるまでは」

　ヘロデは、長い髪を衣のえりから引き出しながら、サロメにそう語りかけた。



　さて、ヘロデ王が着替えているあいだ、少し時間をいただいて、失われた聖櫃アークの流転について説明しておこう。

　聖櫃アークは紀元前十三世紀にモーゼが神より与えられた「十じつ戒かいの石版」をおさめるための「契約の箱」である。それは、石版に刻まれた人間の十の悪徳をつかさどる妖魔ダイモンたちが封印されることで人々を守るという神の「契約」だった。

　やがて人の心に悪徳がはびこり、妖魔たちは魔力を得て外に逃げた。それを再び封印したのが、紀元前十世紀のソロモン王だ。彼は「ソロモンの指ゆび環わ」を作って「封印の鍵かぎ」とし、十戒の妖魔たちを聖櫃アークに封じた。指環に刻まれた六ろく芒ぼう星せいの模様は「ダビデの星」とも呼ばれる。六芒星は「二つの三角」からなり、ソロモンの父王ダビデの名を表すとともに、「二枚の扉（入口と出口）」すなわち封印と解放の呪じゆ文もんを示している。

　十戒の妖魔たちを封印した聖櫃アークはダビデ神殿に置かれた。人間の悪心から切り離し、神への崇すう拝はいというパワーで結界を張ることで妖魔を永遠に封印するためだ。しかし、紀元前六世紀にダビデ神殿は破壊された。聖櫃アークはソロモンの秘宝とともに持ち出され、それ以来行方不明になっている……と、歴史は伝えている。

　聖櫃アークを持ち出したのはダビデ神殿の神官だった。神殿を失った聖櫃アークは再び人間の悪心にさらされ、バビロニアやローマなど帝国の圧政に耐えかねた人々の恨みを吸って妖魔がまた復活したのが、紀元前百年ごろのことだ。彼らは二度と封印されないよう聖櫃アークを破壊しようとしたが、神官たちは聖櫃アークや指環を守り、ソロモンの秘宝とともに隠してしまった。そこで十戒の妖魔の一柱であるヘロデは王となり、神殿を作った。自分を崇あがめさせるためだけではない。イスラエルの地に神殿が復活すれば聖櫃アークをおさめに来るだろう、と罠わなを張ったのだ。

　その一方、救きゆう世せい主しゆが生まれ自分を滅ぼすという予言を恐れた彼は全すべての男の赤子を殺すよう命令し、キリストの父ヨセフは妻マリアを連れてイスラエルから逃げだした。彼はただの大工だったが、偶然神官から聖櫃アークを修理するよう頼まれ、預かっていた。

　馬小屋で生まれたキリストは聖櫃アークに寝かされた。東方から彼の誕生を祝いに来た三人の博士は「ソロモンの指環」を持ってきた。幼い救世主の霊力は、はるか遠い地からヘロデ王を聖櫃アークに封印し、こうして彼がヘロデを滅ぼすという予言が成就したのだ。

　ヘロディオンの神殿はやがてローマ帝国によって破壊され、聖櫃アークはキリストの死後、弟子たちに受け継がれた。しかし、キリストの霊力という縛りが無くなって聖櫃アークの妖魔たちは力を得、再び地上へ戻った。彼らは聖櫃アークに吸われた魔力を取り戻そうと人を争わせ戦争を起こさせたが、ヘロデは焦らなかった。ヘロディオンの地下に「墓所」を作り、魔力を取り戻すまで二千年近くこもりつづけていた。いっぽう聡さと子こはその間、本を読んで知識を集めることで、魔力を取り戻したのである。

　キリストの弟子たちはローマ帝国の迫害を逃れ、新天地を求めた。世界のはるか東、失われた楽園エデンを求めた弟子たちが数百年におよぶ長い旅の果て、大和やまと朝廷の時代に、京きよう都とは上かみ賀が茂も神じん社じやの神しん山ざんに空っぽとなった聖櫃アークを埋め「二つの三角」というキーワードを残した……これを陣じんが発掘し、サロメが奪って、今ヘロデのもとにある。

　これが、聖櫃アークにまつわる歴史の真相だ。ご清聴ありがとうございました。



「今、聖櫃アークはわが手にある。もはや聖櫃アークをおびき出すために神殿を作る必要はない。今こそ、このヘロデを崇すう拝はいさせるためのヘロデ神殿を作るとき。人々の邪心、悪心、その全すべてを集結し、わたしは魔力を得る。唯一絶対無二の神として世界中の人間の崇拝を集め、あらゆる者の頂点に立つ最強の存在となる」

　紫色の衣をまとったヘロデは冷ややかな笑みを浮かべると、七つの封印の巻物を手にし、サロメを振りかえった。

「そのために『ソロモンの指ゆび環わ』と『ランプの魔神』が必要だ。今度こそわたしの期待を裏切るな、サロメ」

「は……はい！」

　サロメは恐縮して、深々と頭を下げた。

「それから……その『剣の魔神』。大事に使え」

「はっ……？　わが王に刃やいばを向けた不届き者でございます、すぐに死し骸がいに戻そうと思っていたのですが……」

「必要ない。それでも魔神のはしくれだ、おまえの『百のドクロ』よりはるかに力となるだろう」

　ヘロデは七つの封印の巻物を黄金の腰帯にはさみこむと、長いマントをひるがえし、ヘロディオンの外に出る廊下を歩いていった。

　サロメは深々と頭を下げながらその後ろ姿を見送ると同時に、

「……というわけだ。わが王のご厚情に感謝するがいい！」

　と、アルフを縛いましめていた赤いスカーフをほどいた。アルフは軽く咳せきこみながら、ムスッとした顔で立ちあがった。サロメは、胸が熱くなっていることに気づいて、心臓の上にきゅっと握った拳こぶしを当てる。

（二千年前のヘロデ王なら……わらわのことも『剣の魔神』のこともお許しになりはしなかっただろう。二千年間、おそばに仕え尽くしたわらわに、お心をかけてくださるようになったのか……？）

　サロメはドキドキしていた。全身の血が、熱く燃えあがるようだった。



　いっぽう、ヘロデはヘロディオンの山の頂上に姿をあらわしていた。

　太陽は今、沈もうとしていた。真っ赤に燃える太陽が、眼下に広がる荒野を焼きつくすように見える。風がヘロデの長い黒髪を吹きなぶり、マントがあおられると、紫色の衣に包まれた大理石の彫像のごとき神々しい体たい躯くがあらわになった。

「二千年ぶりの太陽か……今、人間はあの『太陽の力』を地上で再現し、『核爆弾』を作っている。このイスラエルも核開発をしていると聞く。二千年前ならば恐れるまでもなかった人間どもが、今や妖魔ダイモンなど歯も立たぬほど強力な兵器を手に入れている。だが、そんなものは『神』の目から見れば子供の火遊びにも等しい。人間の科学などはるかに及ばぬ強大な『神』の力を解く鍵かぎ、『ダビデの若枝』が、もうすぐわが手に入るのだ。なぜなら、

『心』を持つ『ソロモンの知恵者』は、決してわたしには勝てないからだ」

　ヘロデは両手を太陽に伸ばした。手の中に、真っ赤に燃える球体が捕らわれたように見えた。

　ヘロデの黒い瞳ひとみが、真っ赤な太陽の光を受けて血のように輝いた。夜の神のような漆黒の髪が、真しん紅くの空を背に風になびいていた。



　同じころ、シエラたちはギーギの背に乗って西への旅をつづけていた。夕ゆう陽ひを追いかけるようにギーギは飛ぶ。金星がどこまでも、彼らの旅路を導いていく。

「先ほどの老人……どこかで見たことがあるような気がするのですが……はて？」

　聡さと子こがずっと悩んでいる。暫定的にラスボスである彼女に不老不死の楽園エデンの話などをしたら、ろくなことにならない予感がしたので、陣じんもシエラも黙っていた。

「それにしても、シエラお嬢様たちがご無事でようございました。途中で落下されたときにはもう、このニコライ・パブロフも詰め腹かっさばいて……と思っておりました」

　ニコライはよほど心配していたのか、ちょっと憔しよう悴すいしているようだ。シエラは微笑ほほえんだ。

「大丈夫よ、ニコライ。わたしたちには『目的』があるのだもの……少々のことでは死なないわ。アルフもね」

「アルフ様……ですか？」

「ニャロメに『生骸ゾンビ』にされた。でも、インドにいた赤い猫のおかげで、仮死状態なだけで、まだ生きてるんだ。完全に洗脳される前に、正気を取り戻させることさえできれば……」

　そう言った陣の表情は、希望に満ちている。それを聞いて、ニコライの表情も明るくなった。

「そ……そうですか！　で、ではそのむね、すぐに日本に電話いたします！　良かった、アルフ様のご両親も喜ばれます！」

　ニコライは、片手で器用に携帯電話のボタンを押す。ふと、聡子が含みのある笑みを浮かべた。

「ククク……『良かった』ですか。わたしたちにとって、それが本当に『良かった』のでしょうかね……？」

　陣は彼女のことばを聞いて、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「良かったに決まってるだろ、アルフが生きてたんだから」

「最悪の敵は味方……ということばがありますよ。ククク……」

「おまえの言うことはいつもシャレになってないなあ」

　陣じんはため息をついた。聡さと子この指摘は思いっきり理解できる。

「だけどそれでも、ヘロデ王と戦わないわけにはいかないし、アルフだって助けないわけにはいかないだろ」

「そうよ、夏休みが終わるまえに全部カタをつけてしまわなくちゃ。夏休み明けの課題考査だけは、絶対に落とせないんだから！」

　一学期にこっそり赤点を取ってしまって後が無いシエラが、思いっきり力説した。聡子が、思いだしたようにポンと手を打つ。

「あ、そうだ。夏休みが終わるんですね……安あん藤どうさんにお土産みやげ買って帰らないと。エルサレムって、ペナント売ってますかね？」

「売ってても買うな、もらうと困るお土産ナンバーワンなんだから」

「とか言って新あら木き先輩、バラナシ空港で香か住すみさんに宇宙人の光るキーホルダーを買ったくせに……」

「宇宙人はいいだろ！　光るんだぞっ？」

「それ、日本全国のお土産屋さんに置いてるんだけど、インドにまで進出してたの？　あれって宇宙人の地球人洗脳計画？　ここまで来ておいて今さら何だけど、ひょっとしてわたしたち、ヘロデ王よりももっと戦うべき相手がいるんじゃないの？」

　シエラはかなり真剣に危機感を覚え、悶もん々もんと考えこんでいた。



　シエラたちの現在位置、メソポタミア。

　ヘロデ王が待ち受けるヘロディオンまで、すでに九百キロを切っていた……。



　そして忘れちゃいけない、日本ではまだ陣の幼なじみで妹分の香住愛あい花かが、家の玄関の前に座って、

「もう夏祭りも花火大会も終わっちゃったけど、夏休みのあいだずっとここで待ってて宿題してないから、おにいちゃんが帰ってきたら宿題教えてもらうんだっ♪」

　と、無敵の忍耐力で陣の帰りを待ちつづけていた。

《完》



    

  
    
      


あとがき



　ついに「ぷ！」の巻数が二ふた桁けたに至りました。いつも読んでくださっている皆様、どうもありがとうございます。今回は全編カレーカレーカレーで、原稿を読んでいた担当さんが洗脳されてココ○ピチに走ったり、私がスーパーのレトルトカレーを棚の端から端まで全種類買ってしまうなどの怪現象が見られましたが、そんなこととはまるっきり関係無い話で恐縮ですが、この場を借りて懺ざん悔げしたいことがあります。

　中学生のころ、家庭科の調理実習でミートスパゲティを作りました。ミートソース係と、スパゆで係がいたのですが、私はミートソース係でした。班のほかの友達と三人で、ミンチ肉を炒いためて、刻んだトマトとタマネギを入れて、コンソメスープで煮こんで、トロトロとした実においしそうなミートソースができたのです。

　しかし悲劇は最後に起きました。友達が最後に仕上げの胡こ椒しようを振るとき、なぜか胡椒の内ブタが無くなっていて、ミートソースの中に胡椒が一ビンぶんまるごとドサッと入ったのです。

　この時点で、胡椒のかたまりをすくい上げていれば悲劇はまぬがれたのです。しかし、そのときミートソースがこげないようにまぜまぜ係をしていたのが私で、あっと思ったのですがとっさに手が止まらず、そのまま胡椒はミートソースに練りこまれてしまいました。できあがったミートスパは死ぬほど辛からくて、みんなでヒーヒー言いながら食べました。胡椒を入れる直前のミートソースはあんなにおいしかったのに。ごめんなさいごめんなさい。

　結論。六人分のミートソースに胡椒を一びん入れるとカレーになります。禁断の豆知識。

　ところで、昔は市販のカレールーで作ったカレーやお店のカレーが辛くて辛くてとても食べられなかったのですが、今は中辛ぐらいのカレーならふつうに食べられます。もしかして、現代のカレーの辛さは昔より甘めに設定されているのでしょうか？　それとも単に私が大人になって、辛さに慣れただけ？　そういえば、昔は辛くて全然食べられなかった韓かん国こくのインスタントラーメン「辛シン」も、今はわりと平気です。「辛」は袋タイプとカップタイプがあって、スープの粉は唐辛子が鬼のように入っているため、真っ赤です。食べると舌と食道が痛くなりますが、寒いときにはぽかぽかしてなかなか良いです。薄切りにしたシイタケとザク切りのキャベツをたっぷり入れて食べるのがお気に入り。

　なお、インドでは暑いところほどカレーが辛くなりますが、世界一辛いカレーを出すレストランはイギリスにあるそうです。世界一辛いといっても百倍程度らしいので、日本のチャレンジ系のカレー屋さんなら勝てるところも多いかも。

　なもり先生、今回も素敵なイラストをありがとうございました。何かいろいろピンチが降りかかってきて大変なシエラ一行ですが、十一巻もどうぞお楽しみに。

　二〇〇八年十二月夏なつ緑みどり＠冬は鍋なべ焼やきうどんにいっぱい七味を振るのもおいしいですね



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『ヒカリとヒカル』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読み物『ウイルスと微生物がよ～くわかる本』（秀和システム）など、よ～く書いてます。

　　今年は『ゴルゴ13』アニメ放映で私が原作を書いた話も何本かアニメ化されました。自分が書いたセリフが声優さんに読まれるのを聞くと体がねじれるほど照れくさかったです。



　イラスト

　なもり

　　６月25日生まれ。

　「最近引っ越しをしたのですが、引っ越し先で黒い奴が多発してて泣きそうです。うわーん！」

　　公式ＨＰ「ＥＬＥＧＹ　ＳＹＮＤＲＯＭＥ」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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